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んなことができます 


コピー プリント ファクス スキヤン ネットワーク設定&リモ ー KJI 


さまざまなコピー機自が本書のな降のぺージや e •マニュアルをお読みになることで利用できます。コピーを拡大/縮小したり、 
一枚の用紙に複数の原稿をコピーすることができます。さらに、コピーする前に濃度や画質を調整することができます。 

な下は、日常的に利用することのできる、おもなコピー機能の概略です。 



原稿に応じて画質を調整する 


詳細は ► ( P .3-1 〜 K コピーする」 


•画質調整 

原稿の種類に応じて、画質を調整できます。 

適切な種類を選択することで、原稿の再現性が向上します。 


<文字/写真 > < 写真 > < 文字> 



•シヤープ禾ス 

原稿の画像のエッジをくっきりさせる、またはコントラストを 
弱めることがでさます。 



♦濃度調舊 

原稿に応じて、コピーの濃度を調整できます。 

く薄く> く濃く> 


SCENE SCENE SCENE SCENE 




さまざまなコピー機能 


詳細は ► ( P .3-1 〜 K コピ-する」 


♦拡大/縮小コピー 

定おサイズの原稿から定形サイズの用紙に自動的に拡大/縮 
ルしたり、％で倍率を指定することができます。 


縮小レイアウト 

複数枚の原稿を縮小し、1枚の用紙におさめてコピーできます。 



•両面コピー ( MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d のみ) 

原稿を両面の用紙にコピーできます。 



参ソート 


コピーされた用紙を排紙するとき、ページ順に一部ずつ排出で 
さます。 



ク 



2in1 



•ID カードコピー 


カードの両面を用紙の片面にコピーできます。 



















































その他のプリント機能 


詳細は 



マニュアル） I ■プい卜する」 


♦製本印刷 (MF4580dn/MF4570dn/MF4550d のみ） 

製本印刷を行うと、プリントした巧紙を2つ折りにするだけで、本 
のよラにすることができます。 




画 

盛 



•ポスター印刷 

] ぺージ分の画像を拡大して、複数枚の用紙に分割してプリント 
します。このプリントした複数枚の用紙を貼り合わせると、ポス 
ターのような大きなプリントを作成することができます。 


© 

今 

量 B 

■ ■ ■ b ■ 


m\m 


♦スタンプ印刷 

アプリケーションソフトで作成した原稿に、スタンプ（に OPY ] や 
に RAFT ] などの透かし文字)を重ね合わせてプリントします。 



画 

-==! 1=1 

巧 

: |-| 

巧 

===i 1=1 

巧 

--- 

國 


•プリント前にプレビューを表示する 

プリント結果の確認をコンピューターの画面上で行うことができ 
ます。 

•「お気に人り」を選択する 

プリンタードライバーの設定が「お気に入り」としてあらかじめ用 
意されています。 

「お気に入り」を選択するだけで、目的にあったプリントができま 
す。 






































































ネットワーク上のコンピューターから、アプリケーシヨンで作成し 
た文書や画像をファクスドライ/ く一を使用して直接ファクス送信 
できます。送信原稿を紙にプリントする必要がないため、用紙の 
コストを削減するとともに巧れやかすれが少ない鮮明な送信が 
巧能です。 

?^(-コンピューターにファクスドライ/ く一をインストールするぶ、要があります。 

Macintosh をお使いのちは、换下を参照してください。 

•フアクスドライノ く一のインストール 
ースタートアップガイドまたはファクスドライ/ くーガイド 
•各磯能の使巧方法 
ーファクスドライノ く一のヘルプ 

ファクスドライノ くーガイドやファクスドライノ く一のヘルプの表示ち法につい 
ては、 「Madnto ホをお使いのお客様へ」(一 P.11-4) を参照してください。 



ファクスドライ/ く一では、アドレス帳を読み込むことができるた 
め、手軽に、間違うことなく巧手に送信することができます。 

また、ファクスを送付するときのま紙(カバーシート)を作成する 
ことも巧能です。 




ファクスの送信先婉先)をあらかじめ登録しておくことで、^ 
原稿送信時に宛先を入力する手間を省くことができます。 


•ワンタッチダイヤル 
♦短縮ダイヤル 
参グループダイヤル 












• さまざまな送受信機能 


詳細は ► ( P .6-1 〜 ）1 ■ファクス機能を使う」 


さまざまな送信機能 


I さまざまな宛先の指定方法 

ファクスの送信先を登録しておくことができるアドレス帳。その宛先 
をさまざまな方まで指定することにより、手早くかんたんに送信す 
ることがでさます。 

鉄検索 f | AAAAA 1] 


CCCCC 




►ワンタッチダイヤル 

ワンタッチダイヤルに送信先を登録しておくことで、宛先をワン 
タッチでホ旨定することができます。 

ワンタッチダイヤルには4件の宛先を登録できます。 

ら 

レ AAA = 




短縮ダイヤル 

短縮ダイヤルには100件までの宛先が登録できるため、ワンタツ 
チダイヤルに登録しきれない送信先を登録しておくことができ 
ます。 

短縮香号を忘れてしまった場合でも、アドレス帳を絞り込み検索 
して指定できます。 


ササせ 

短縮番号 


がループ巧巧 

複数の宛先を1つにまとめてグループ宛先として登録することが 
できます。 

最大50件を1つにまとめることができます。 


f^AAAA 
I BBBB 
も CCCC 




•送信履歴から指定 


1つ前に/ 
2つ前の 
3つ前な 




♦同報送信 

1度のスキャンで複数の宛先に同じ原稿を送信できます。 


► MMM 

► SSS 






さまざまな受信機能 


•メモリー受信 

受信した文書は通常すぐにプりントされますが、プりントしない 
でいったんメモリーに保存しておくことができます。 

保なした文書はし、つでも好きなときにプリントしたり、不要な場 
合は消去して使用する巧紙を節約することができます。 


♦リモート受信 

外付けの電話機を接続している場合、通話中に電話機のダイヤ 
ルボタンでファクス受信巧の ID 番号をダイヤルすると、その場 
でファクス受信動作に切り替えることができます。 



…□今 □ 
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さまざまなスキャン機能が本書の別 5 をのぺージや e - マニュアルをお読みになることで利用できます。スキャンした原稿をお使し、 
のコンピューターに簡単に保をすることができます。 

な下は、日常妳こ利用することのできる、おもなスキャン機能の概略です。 


7 # コンピユーターになをする 


読み込んだ原稿をコンピューターに保をする方法は、2種類あります。 


本製品の操作/《ネルを使って保存する調は ► ( P .7-1 〜)「スキャン機能を使う」 


本製品の/《ネル操作のみで、読み込んだ原稿を、 
かんたんにコンピユーターに保をすることができ 
ます。 

あらかじか用途に応じた読み込み設定が用意さ 
れており、文字検索やテキストデータとしても使用 
可能なけーチヤブル PDP 」 を特別な設定をする 
ことなく作成することもできます。 _ 


b Macintosh をお使いの場合、「サーチヤブル PDU 
は作成できません。 



〇原稿 





コンピューターからの操作で保存する詳細は I 


(トマニユアル）「スキャンする」 


>MF Toolbox * を使って読み込む 

本製品に付属のソフトウェアを操作してスキャンします。 

* Macintosh 版の MF Toolbox は、 Windows 版と一音|5の磯能が異 
なります。 

詳しくは、スキャナードライ/ くーガイドを参照してください。 


〇原稿 






♦アプリケーションから読み込む 

お使いのアプリケーションからスキヤンします。 
スキヤンしたデータをアプリケーションにそのま 
ま取り込むことができます。 


•WIA ドライバーで読み込む (Windows XP/Vis ね/ 7 のみ） 

Windows OS 標準のドライノ くーシステムを使ってスキャンします。 
さまざまなスキャン方法があります。 _____ 

-[スキャナと力 y ラ]画面から読み込む 
• [Windows FAX とスキャン]画面から読み込む ご二 , 

• Windows フオトギヤラリーから読み込む 
•アプリケーションから読み込む 


V 




んなことができます 


コピー プリント ファクス スキヤン ネットワーク設定&リモ ー KJI 


MF 4580 dn / IVlF 4570 dn / MF 4420 n 故ネットワーク機能を搭載しています。 

さまざまなネットワーク設定が e ■マニュアルをお読みになることで巧用できます。本機にはネットワークボードが内蔵されており、 
コンピューターからネットワーク経由でプリント、ファクス、スキヤンを行うことができます。また、リモート UI を使用して本機を設定 
することで効率的な管理を行うこともできます。]^^下は、日常的に利用することのできる、おもなネットワーク設定の概略です。 



さまざまなネットワーク設定 


詳細は 



基本的なネットワーク設定 


コンピューターとの通信の設定 

- 

•IP アドレス （ IPv 4) の設定 


•本製品側の設定 


- IP 7 ドレス 
-サブネットマスク 
-ゲートウェイアドレス 

► 

- LPD 、 RAW.WSD 

必要に応じて 

► 

必要に応じて 


•コンピューター側の設定 


♦IP アドレス （ IPv 6) の設定 


-ポー トの設定 
-プリンターの共有設定 



( e - マニュアル）「ネットワーク設定」 


その他の設定 

•通信ち式/通信速度 
•接続するまでの待ち時間 
♦DNS 



セキュリティー設を 


詳細は I 



(トマニユアル）「セキュリティ- 


管理設定 


ネットワ—ク/コンピュ—夕_ 
との接続の制限 


宛先操作/送信機能の制限 

•システム管理者設定 


•IP アドレス範囲設定 


•アドレス帳の暗証番号 

-システム管理者を 


•受信許可 MAC アドレス設定 


•新規宛先の制限 

-システム管理暗証番号 

r 

•SNMP 設定 

r 

•PC ファクスの制限 

♦デバイス情報の設定 


•HTTP 通信の許可 


•履歴からの送信の制限 

-デバイス名/設置場所 


•ポート番号の設定 


•ファクス番号の確認入力 

•リモート UI の ON/OFF 


♦専用ポートの設定 


•同報送信の制限 



•USB 接続の制限 


•ジョブ履歴の表示の制限 


リモート川で設定する 


詳細は 



{へ \ 「コンピューターからの 
(6- ゾーユノル）設ちゃ管粗 


リ モート UI でできること 

•本製品の状態と情報の確認 
•ジョブの管巧 
•システム管理の設定 
•アドレス帳の管理 

( MF 4580 dn / MF 4570 dn のみ) 
•デバイスの仕様設定 


リモート UI の起動方法 


詳細は、岐 e - マ こユア ルー 「リモート UI を起動する」 


Q Web ブラウザ—を起動します。 

Q アドレス入力欄に 「 http ://< 本聲品の IP 
アドレス>/」を入力して、キーボードの 
[ ENTER ] キーを押します。 


も さ白のベー巧. WMOWB 出 temet Exolorer 

(-巧.）- 1 1も http:// 192.168 .0.215 / 1 


フアイ J 化）腊旧表示のお受に入り化） 

ジ -J の）へ>レプ但: 

みおちに入口 g をさのベージ 

*L 


Q リモート UI にログオンします。 

(1) [管理者モー问または[一般:!ーザーモード]を選択します。 

(2) [管巧者モード]の場合は、[システム管理暗証番号]を入力し 
ます。 

[ 一般ユーザーモー鬥の場合は、[ユーザーあ]を入力します。 

(3) [ OK ] をクリックします。 


* た njmuut. —， • ' 、，お • 
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(• 取扱説明書の分冊構成について 



最初にお読みください。 

本製品の設定およびソフトウエア 
のインストールについて説明して 
います。ご使用前にぶ、ず本書をお読 
みください。 


スター トアップガイド 



• はじめに 
• 設置する 

• ファクスの設定と接続をする* 

•コンピューターと接続し、ソフトウェアをインストールする 
• 付録 

* MF4580dn/MF4570dn/MF4550d/MF4450 のみ利用できます。 


次にお読みください。 

本製品の基本的な操作について 
説明しています。 




基本操作ガイド 



• お使いになる前に 
• 原稿と用紙の取り披い 
• コピーする 

• コンピユーターからプリントする 
•アドレス帳に宛先を登録する* 
• ファクス機能を使う* 

• スキャン磯能を使う 


• 曰常のメンテナンス 
• 困ったとさには 
• 各種機能を登録/設定する 
• 付録 


MF4580dn/MF4570dn/ 
MF4550d/MF4450 のみ利用で 
きます。 


目的にあわせて必要な 
章をお読みください。 

e - マニュアルは、目的別にカテ 
ゴリーが分かれており、必要な 
情報が探しやすくなっています。 


e - V ニュノ'ル 


User Software CD - ROM に収められています。 



• 基本操作 
• コピーする 
• ファクスを使う* 1*3 
• プリントする*3 
• スキヤンする* 3 
• ネットワーク設定*2 
• セキュリティー 


• コンピューターからの設定 
や笛西-*2 

• トラブルシューテイング 
• ^ンテナンス 

• 設定;ニュ-覧 

• お右な仕様 


*1 MF4580dn/MF4570dn/MF4550d/MF4450 のみ利用できます。 

*2 MF4580dn/MF4570dn/MF4420n のみ利巧できます。 

*3 Macintosh をお使いの場合、これらの機能の詳細については、ドライバーガイドやヘルプを参照してください。 
ドライバーガイドは、 UserSoftwareCD-ROM のが下の場所に収められています。 

ファクス ： User Software CD-ROM 一 [Manuals] 一 [GUIDE-FAX_JP.pdf] 

プリント ： User Software CD-ROM 一 [Manuals ] 一 に UIDE-CARPS2-JP.pd り 
スキヤン ： User Software CD-ROM 一 [Manuals] 一 [GUIDE-SCAN-JP.pdf] 


(• お使いになれる機能 


お使いになれる機能を製品別に紹介します。 

〇:使用できる機能 一：使用できない機能 




コピー 

プリント 

両面 

フアクス 

スキヤン 

スキヤン 

りモート 

片面 

両面 


プリント 

(PC フアクス） 

( USB ) 

(ネットワ-ク い 

UI 

ADF 

ADF 

MF 4580 dn 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

MF 4570 dn 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

MF 4550 d 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

— 

〇 

— 

MF 4450 

〇 

〇 

— 

〇 

〇 

— 

— 

〇 

— 

MF 4430 

〇 

〇 

— 

— 

〇 

— 

— 

〇 

— 

MF 4420 n 

〇 

〇 

— 

— 

〇 

〇 

〇 

— 

— 

MF 4410 

〇 

〇 

— 

— 

〇 

— 

— 

— 

— 


ネットワークスキャン機能は、 Windows のみ使用できます。 
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• 本書の読みかた 


マー クについて 


A 警告 
A 注意 

(3 重要 


取り扱いを誤った場合に、死 t または重傷を負う恐れのある警告事項が書かれています。を全に使巧していただくために、 
必ず この 警告事項をお守りください。 

取り扱いを誤った場合に、傷害を負う恐れのあるま意事項が書かれています。を全に使用していただくために、必ずこ 
の';主意事項をお守りください。 

操作上、必ずずっていただきたい重要事項や制限事項が書かれています。誤った操作によるトラブルや故障、物的損害 
を防ぐたかに、必ずお読みください。 

操作の参考となることや補足説明が書かれています。お読みになることをおすすめします。 

製品の取り販いにおいて、その行為を禁止することを示しています。指示内容をよく読み、禁止されている事項は絶対 
に巧わないでください。 


キーについて 


本マニュアルでは、操作するキ ー 、ディスプレーに表示さ 
れる/ツセージ、コンピューター画面上のボタンや項目を 
が下のよラに表記しています。 

-操作パネル上のキー：[キーアイコン]+ (キー名称） 

例：[@](ストップ） 

-ディスプレー:<宛巧を指定してください> 

-コンピューター画面上のボタンおよび選が項目：[詳細設定] 


略称について_ 


本マニュアルでは、郵便事業株式会社製のはがきを郵便は 
がきと記載しています。 


イラストについて 


本マニュアルで使われているイラスト 


特にお断りがない限り 、り 
MF 4570 dn のものです。製品間に ’1 
違いがあるときは、 rMF 4580 dn の r 
場合」のように明示しています。 

各製品に搭載されている機能につ S 
いては、 t 乂下を参照してください。 

因「お使いになれる機能」(一 P . X ) 

本マニュアルで使われている画面 . 


MF 4570 dn のもので、製品購入時の画面内容を掲載し 
ています。お使いになる製品によっては掲載している 
画面内容と一部異なる場合があります。 



ク安全にお使いいただくために 


本製品をお使いになる前に、「を全にお使いいただくために」をよくお読みいただき、正しくご使用ください。 

ここに書かれている警告やを意、重要事項は、お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防ぐための内容 
ですので、必ずお守りください。 

また、取扱説明書に記載されていることが外は行わないでください。 



A 警告 

. アルコール、シンナーなどの引火性溶剤のおくに設置 
しないでくだぞい。引火性溶剤が製品内部の電気部品 
などに接触すると、火災や感電の原因になります。 

• 製品の上に次のような物を置かないでくだぞい。 

-アクセサリーなどの金属物 

-コップや花瓶、植木鉢などの水や液体が入った容器 

これらが製品内部の電気部品などに接触すると、火災 
や感電の原因になります。 


製品内部に入った場合は、直ちに本製品とコンピユー 
夕一の電源をオフにしり）、 インターフェイスケーブ 
ルを接続している場合は、インターフェイスケーブル 
を巧いてください（2)。そのあと、電源プラグを巧い 
て（3)、アース線を取り外し（4)、お買い巧めの販売 
店にご連絡ください。 
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A 注意 

-ぐらついた台の上や傾いた所などの不を定な場所、振 
動の多い場所に設置しないでくだぞい。落ちたり倒れ 
たりして、けがの原因になることがあります。 

-製品には通気□がありますので、壁や物でふさがない 
ように設置してください。またベッドやソファー、毛 
足の長いじゅうたんなどの上に設置しないでくだぞい。 
通気□をふさがれると製品内部に熱がこもり、火災の 
原因になることがあります。 

-製品をホのような場所に設置しないでくだぞい。火災 
や感電の原因になることがあります。 

-湿気やホコリの多い場所 

-調理台や加湿器のそばなど'油煙や湯気があたる場所 
-雨や雪が降りかかるような場所 
-水道の蛇□付近などの水気のある場所 
-直射日光のあたる場所 
-局温になる場 P 斤 
-义気に近い場所 

-製品を設置する場合は、製品と巧面、製品と製品の間 
に手などを巧まないように、ゆっくりと慎重に行って 
くだぞい。手などを巧むと、けがの原因になることが 
あります。 

-インターフェイスケーブルを接続する場合は、取扱説 
巧書の指示にしたがって正しく接続してください。正 
しく接続しないと、製品の故障や感電の原因になるこ 
とがあります。 

-製品を持ち運ぶ場合は、取扱説明書の指示にしたがっ 
て正しく持ってくだぞい。製品を落としたりして、け 
がの原因になることがあります。 

因「本製品を移動するとき」（一 P .8-15) 

電源について. 


-電源コネクタが接続される製品の差込□にストレスが 
おくかかると、製品の内部で断線や接触不良が発生し、 
故障の原因になります。また、火災の原因になる場合 
もあります。 i 乂下のような取り扱いは遐けてください。 

-電源コネクタを頻繁に抜き差しする 
-電源コードに足を引っ掛ける 

-電源コードが電源コネクタ付近で曲げられ、製品の 
差込□に継続的なストレスがかかっている 
-電源コネクタに強い衝撃を加える 

-付属の電源コード i 乂かは使用しないでくだぞい。火災 
や感電の原因になります。 

-アース線を接続してくだぞい。万一漏電した場合は感 
電の恐れがあります。 




A 警告 

. 電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したりし 
ないでくだぞい。また重いものを置いたり、引っぱっ 
たり、巧理に曲げたりしないでくだぞい。傷ついた部 
分から漏電して、火災や感電の原因になります。 

. 電源コードを熱器具に近づけないでくだぞい。コード 
の被覆が溶けて、火災や感電の原因になります。 

. 電源コードが引っ張られた状態にしないでくだぞい。 
電源プラグが緩んで接続が不完全になると発熱し、火 
災の原因になることがあります。 

. 電源コードを踏みつけたり、ステイプルなどで固定し 
たり、重い电のをのせたりしないでくだぞい。コード 
がいたみ、そのままご使用を続けると、火災や感電な 
どの事故の原因になります。 

-濡れた手で電源プラグを巧き差ししないでくだぞい。 
感電の原因になります。 

-タコ足配線はしないでくだぞい。火災や感電の原因に 
なります。 

. 電源コードをまねたり、結んだりしないでください。 
火災や感電の原因になります。 

-電源プラグは電源コンセントの奥までしっかりと差し 
込んでください。しっかりと差し込まないと、火災や 
感電の原因になります。 


-アース線を接続するときは、 i 乂下の点にごま意ください。 

[アース線を接続してもよいもの] 

-電源コンセントのアース線端子 
-接地工事 （ D 種）が行われているアース線端子 
[アース線を接続してはいけないもの] 

-水道管•••配管の途中でプラスティックになってい 
る場合があり、その場合にはアースの役目をまたし 
ません。ただし、水道局がアース対ま物として許巧 
した水道管にはアース線を接続できます。 

-ガス管- • • ガス爆発や火災の原因になります。 

-電話線のアースや避雷針•••落雷のときに大きな電 
流が流れ、火災や感電の原因になります。 

-原則的に延長コードは使用しないでくだぞい。また、 
延長コードの多重配線はしないでくだぞい。火災や感 
電の原因になります。 

-アース線を接続する場合は、必ず電源プラグを電源コ 
ンセントに接続する前に行ってください。また、アー 
ス線を取り外す場合は、必ず電源プラグを電源コンセ 
ントから巧いて行ってください。 

-近くに雷が発ちしたときは、電源プラグをコンセント 
から巧いてご使用をお控えください。雷によっては火 
災•感電-故障の原因になります。 
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A ミ主意 

-表示されたなかの電源電圧で使用しないでくだぞい。 
火災や感電の原因になることがあります。 

-電源プラグを巧くときは、必ずプラグを持って巧いて 
くだぞい。電源コードを引っぱると、電源コードのな 
線の露出、断線など電源コードが傷つき、その部分か 
ら漏電して、火災や感電の原因になることがあります。 

-いつでも電源プラグが巧けるように、電源プラグの周 
りには物を置かないでくだぞい。非常時に電源プラグ 
が巧けなくなります。 

取り扱いについて < 

A 警告 

-製品を分解したり、改造したりしないでくだぞい。巧 
部には高圧•高温の部分があり、火災や感電の原因に 
なります。 

-電気部品は誤って取り扱うと思わめけがをして危険で 
す。電源コードやケーブル類、製品内部のギアや電気 
部品に子供が触れないようにま意してください。 

-異常な音がしたり、煙が出たり、熱が出たり、をなに 
おいがした場合は、直ちに本製品とコンピューターの 
電源をオフにし、インターフェイスケーブルを接続し 
ている場合は、インターフェイスケーブルを巧いてく 
ださい。そのあと、電源プラグを巧いて、アース線を 
取り外し、お買い巧めの販売店にご連絡ください。そ 
のまま使用すると、火災や感電の原因になります。 

-製品の近くでは可燃性のスプレーなどは使用しないで 
ください。スプレーのガスなどが製品内部の電気部品 
などに接触すると、火災や感電の原因になります。 

-製品を移動させる場合は、必ず本製品とコンピューター 
の電源をオフにし、電源プラグを巧き、インターフェ 
イスケーブルを取り外してくだぞい。そのまま移動す 
ると、電源コードやインターフェイスケーブルが傷つ 
き、火災や感電の原因になります。 

-製品を移動させたあとは、電源プラグや電源コネクタ 
が奥までしっかり差し込まれているか確認してくださ 
し、。緩んだ状態で使用すると発熱し、火災の原因にな 
ります。 

-製品内部にクリップやステイプル針などの金属片を落 
とさないでくだぞい。また、水、液体や引火性溶剤（ア 
ルコール、ベンジン、シン ナー など）をこぼさないで 
ください。これらが製品内部の電気部分に接触すると、 
火災や感電の原因になります。これらが製品内部に入っ 
た場合は、直ちに本製品とコンピューターの電源を 
オフにし、インターフェイスケーブルを接続している 
場合は、インターフェイスケーブルを巧いてくだぞい。 
そのあと、電源プラグを巧いて、アース線を取りかし、 
お買い巧めの販売店にご連絡ください。 

-電源プラグを電源コンセントに接続している状態で 
USB ケーブルを接続するときは、アース線が接続され 
ていることを確認してから行ってくだぞい。アース線 
が接続されていないが態で行うと、感電の原因になり 
ます。 

-電源プラグを電源コンセントに接続している状態で 
USB ケーブルを巧き差しするときは、コネクタの金属 
部分に触れないでくだぞい。感電の原因になります。 


A ま意 

• 製品の上に重い电のを置かないでくだぞい。置いたち 
のが倒れたり、落ちてけがの原因になることがあります。 

-夜間などで長時間ご使用にならない場合は、を全のた 
め電源をオフにしてください。また、連休などで長時 
間ご使用にならない場合は、を全のため電源をオフに 
し、電源プラグを巧いてくだぞい。 

-カバーやカセットなどの開閉を行うときは、ゆっくり 
と慎重に行ってくだぞい。指などを巧むと、けがの原 
因になることがあります。 

-排紙部の口ーラーには巧服や手などを近づけないでく 
ださい。プリント中でなくても口ーラーが急に回転し、 
巧服や手などが巻き込まれて、けがの原因になること 
があります。 

-製品の使用中や使用直後は、排紙□が高温になります。 
排紙□周辺に触れないように気を付けてください。や 
けどの原因になることがあります。 

-排紙直後の用紙は、熱くなっている場合があります。 
特に連続プリントした場合は、用紙を取り除くときや、 
取り除いた用紙を揃えるときにま意してください。や 
けどの原因になることがあります。 

-原稿台ガラスに厚い本などをセットしてコピーすると 
きは、フィーダーを強く押さないでくだぞい。原稿台 
ガラスが破損してけがの原因になることがあります。 

-原稿台ガラスに辞書などの重いものを落とさないよう 
に十分ま意してください。原稿台ガラスが破損して、 
けがの原因になることがあります。 

. フィ— ダ-は、 手を巧まないように静かに閉じてくだ 
さい。けがの原因になることがあります。 

-レーザー光は、人体に有害となる恐れがあります。そ 
のため本製品では、レーザー化はレーザースキャナー 
ユニッ ト巧にカバーで密閉されており、お客様が通常 
の操作をする場合にはレーザー化が漏れるむ配はまっ 
たくありません。を全のためにな下のま意事項を必ず 
お守りください。 

-取扱説明書で指示されたが外のカバーは、絶対に開 
けないでください。 

"レーザースキャナーユニットのカバーに貼ってある 
を意ラベルをはがさないでください。 



-万ーレーザー光が漏れて目に入った場合、目に障害 
が起こる原因になることがあります。 

-取扱説明書で規定された、制御、調整および操作手順 
なかのご利用は、危険な故射線の露出を引き起こす巧 
能性があります。 
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• この製品は lEC 60825 -1:2007 においてクラス 1 レーザー 
製品であることを確認しています。 

保ず/点検について_ 

A 警告 

-清掃のときは、本製品とコンピューターの電源をオフ 
にし、インターフェイスケーブルを巧き、電源プラグ 
を巧いてくだぞい。火災や感電の原因になります。 

-電源プラグを定期的に巧き、その周辺およびコンセン 
卜にたまったホコリや'汚れを、乾いた巧でふき取って 
くだぞい。ホコリ、湿気、油煙の多いところで、電源 
プラグを長期間差したままにすると、その周囲にたまっ 
たホコリが湿気を吸って絶縁不良となり、火災の原因 
になります。 

-清掃のときは、必ず水または水で薄めた中性洗剤を含 
ませて固く絞った巧を使用してくだぞい。アルコール、 
ベンジン、シンナーなどの引火性溶剤は使用しないで 
ください。引火性溶剤が製品内部の電気部品などに接 
触すると、火災や感電の原因になります。 

-製品内部には高圧になる部分があります。紙づまりの 
処理など内部を点検するときは、ネックレス、ブレス 
レットなどの金属物が製品内部に触れないように点検 
してください。やけどや感電の原因になります。 

-使用済みのトナーカートリッジを火中に巧じないでく 
ださい。トナーカートリッジ巧に残ったトナーに引火 
して、やけどや火災の原因になります。 

-清掃のあとは、電源プラグや電源コネクタが奥までしっ 
かり差し込まれているか確認してくだぞい。緩んだ状 
態で使用すると発熱し、火災の原因になることがあり 
ます。 

. 電源コード-電源プラグを定期的に点検してくだぞい。 
な下の状態がある場合は、火災の原因になりますので、 
お買い巧めの販売店または弊社お客様相談センターに 
ご連絡ください。 

-電源プラグに焦げ跡がある 
-電源プラグの刃が変おしている 
-電源コードを曲げると、電源が切れたり入ったりす 
る 

-電源コードの被覆に傷、亀裂、 へこみが ある 
-電源コードの一部が熱くなる 

. 電源コード、電源プラグがな下のように取り扱われて 
いないか、定期的に点検してください。火災や感電の 
原因になります。 

-電源コネクタが緩んでいる 

-電源コードが重い物の下敷きになっていたリステイ 
プルで固定されるなど、ストレスをちえられている 
-電源プラグが緩んでいる 
-電源コードがまねられている 
-電源コードが通路にはみ出している 
-電源コードが暖房器具の前にある 


A を意 

-製品内部の定着器周辺は、使用中に高温になります。 
紙づまりの処理など内部を点検するときは、定着器周 
辺に触れないように点検してください。やけどの原因 
になることがあります。 



-紙づまり処理など内部を点検するとき、定着器周辺に 
直接触れなくても、定着器周辺の熱に長時間さらされ 
ないようにま意してくだぞい。低温やけどの原因にな 
ることがあります。 

-紙づまり時には、画面に表示されているメッセージに 
したがって、つまっている用紙を機が内部に紙片が残 
弓ないように取り除いてくだぞい。また、表示仪かの 
箇所には巧理に手を入れないでくだぞい。けがややけ 
どの原因になることがあります。 

-紙づまり処理やトナーカートリッジを交換するときは、 
トナーで巧服や手を'汚さないようにま意してください。 
巧服や手が'汚れた場合は、直ちに水で洗い流してくだ 
ぞい。温水で洗うとトナーが定着し、'汚れがとれなく 
なることがあります。 

-紙づまりで用紙を製品内部から取り除くときは、紙づ 
まりしている用紙の上にのっているトナーがおび散ら 
ないように、 T 寧に取り除いてください。トナーが目 
や□などに入ることがあります。トナーが目や□に入っ 
た場合は、直ちに水で洗い流し、医師に相談してくだ 
ぞい。 

-用紙を捕給するとき、原稿づまりや紙づまりを取り除 
くときは、原稿や用紙の端で手を切ったりしないよう 
に、'ま意して扱ってくだぞい。 

-トナーカートリッジを取り出すときは、トナーがおび 
散って目や□などにトナーが入らないように、 T 寧に 
取り出してくだぞい。トナーが目や□に入った場合は、 
直ちに水で洗い流し医師に相談してくだぞい。 

• トナーカートリッジは分解しないでください。トナー 
が飛び散って 目や □などに入る ことがあ ります。トナー 
が目や □に入った場合は、 直ちに水で洗い流し、医師 
にネ目談してください。 

-トナーカートリッジからトナーが漏れたときは、吸い 
込んだり直接皮膚につけたりしないようにま意してく 
ださい。皮膚についた場合は、石験を使い水で洗い流し 
刺激が残る場合や吸い込んだ場合には直ちに医師にネ目 
談してください。 
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A 警告 

-トナーカートリツジを火中に巧じないでくだぞい。卜 
ナーに引火して、やけどや火災の原因になります。 

-トナーカートリツジ、用紙は火気のある場所にな管し 
ないでくだぞい。トナーや用紙に引火して、やけどや 
火災の原因になります。 

-トナーカートリツジを廃棄する場合は、トナーカート 
リツジを袋に入れてトナーがおび散らないようにし、 
自治体の指示にしたがって処理してください。 


A を意 

-トナーカートリツジなどの'消耗品は幼巧の手が届かな 
いところへな管してくだぞい。もしトナーカートリツ 
ジ巧のトナーを飲んだ場合は、直ちに医師に相談して 
ください。 


• トナーカートリツジは分解しないでくだぞい。トナー 
がおび散って 目や □などに入る ことがあ ります。トナー 
が目や □に入った場合は、 直ちに水で洗い流し、医師 
にネ目談してください。 

-トナーカートリツジからトナーが漏れたときは、吸い 
込んだり直接皮膚につけたりしないよラにま意してく 
ださい。皮膚についた場合は、石験を使い水で洗い流し、 
ま IJ 激が巧る場合や吸い込んだ場合には直ちに医師にネ目 
談してください。 

. シーリングテープを勢いよく引き巧いたり、途中で止 
めたりするとトナーがおび散ることがあります。トナー 
が目や □に入った場合は、 直ちに水で洗い流し、医師 
とネ目談してください。 

その他. 

A 警告 

• ，じ、臓ぺースメーカーをご使用のちへ 
本製品から微弱な磁気が出ています。む臟ぺースメー 
力一をご使用のちは、 異常を感じたら本製品から離れ 
てください。そして、医師にご相談ください。 


(• 設置条件と取り扱いについて 


本製品をを全かつ快適にご使用いただくために、次の条件を満たした場所に設置してください。また、を意事項について 
もよくお読みください。 


温度/湿度を件， 

• 温度範囲：10〜30で 

• 湿度範囲： 20〜80 % RH け目対湿度*結露しないこと） 

©重要 

本 製品の結露の防止 

-次のようなときは2時間 i 乂上が置して、周囲の温度や 
湿度に慣らしてからご使用ください。 

-部屋を急に暖めた 

-温度や湿度がほい場所から高い場所へ移動させた 
-本製品内部に水滴（結露）が生じると、紙づまりや印 
を不良の原因になることがあります。 

超音波加湿器を使用するとを 

超音波加湿器をご使用の際には、純水など不純物をさまな 
い水のご使用をおすすめします。 

水道水や并戸水をご使用になりますと、水中の不純物が大 
気中に放出され、製品の内部に付着して画像不良の原因に 
なります。 

電源を件_ 

• AC 100 V ± 10%.15 A が上 

• 50/60 Hz ±2 Hz 


©重要 

電源を接続するとをのま意 

. 電源コードを無停電電源に接続しないでくださし、。 

-本製品専用の電源コンセントを使用してくだぞい。同 
一電源コンセントの化の差し込み□は、使用しないで 
ください。 

• コンピューター本体の捕巧コンセントに電源を接続し 
ないでくだぞい。 

次のような機器と同じコンセントに接続しないでくだ 
ぞい。 

-複写機 

-エアコン 
-シュレツダー 
- 消費電力の大きな機器 
-電気的ノイズを発生する機器 

-屋内漏電ブレーカを介して酌線されている電源コンセ 
ントの使用を推奨します。 

本製品のアース線を接続すると、感電のみならず、特 
異なを件が重なることにより発ちする火災を防止する 
ことがで重ます。 

• 電源コードを巧いたときは差しなおすまでに5秒な上 
間隔をおいてください。 

その他の注意事項 

-本製品の最大消'費電力は、 890 WJ •乂下です。 

-電気的なノイズ、許容範囲を超える電源電圧の降下は、 
本製品やコンピューターの誤動作、あるいはデータ消' 
失の原因になることがあります。 


XV 



お使いの電源についてご不明な点は、電力会社または 
お近くの電気店などにご相談ください。 


MF 4430/ MF 4450 


設置条件 


十分なスぺースが確なできる場所 
風通しがよい場巧 



-平坦で水平な場巧 

-本製品の質量に耐えられる十分な強度のある場所 

©重要 

巧障の原因になる可能性がある場所には設置しない 
-急激な温度を化や湿度変化がある場所 
-結露の発ちする場所 
• 風通しの悪い場所 

(使用中の製品からは、オゾンなどが発生しますが、そ 
の量は人体に穀響を及ぼさない程度です。ただし、換 
気の悪い場所で長時間使用する場合や、大量にプリン 
卜する場合には、快適な作業環境をなつため、部屋の 
換気をするようにしてくだぞい。） 

-磁気や電磁波を発生する機器に近い場所 
-実験室など、化学反応を起こすような場所 

-空気中に、腐食性または毒性のガスを含んでいるよう 
な場所 

-機器の質量でゆがみやなみが起きる可能性のある場所 
(じゅラたん/畳の上など） 

設置スぺース. 


周囲に必要なスペース 

MF 4580 dn 



MF 4410/ MF 4420 n 



(3 重要 

-本製品に貼ってあるま意ラベルの指示にしたがってく 
ださい。 

-本製品に強い衝撃や振動をちえないでください。 

-紙づまりを防ぐために、プリント中は電源のオフ/オン、 
操作パネルやカバーの開閉、用紙の出し入れをしない 
でください。 

-移転や引っ越しなどで本製品を輸送するときは、トナー 
力ートリ ツジを必ず本体から取り外してくだぞい。 

-トナーカートリツジは、光にさらさないように、購入 
時に収められていたな護袋に入れるか、厚手の巧でく 
るんでくだぞい。 

-定期的に本製品を清掃してくだぞい。ホコリなどがた 
まると正しく動作しないことがあります。 

-モジュラーケーブルには、 3 m な巧の長さのものを使用 
してください。 

-電話回線の抵抗値と本製品の抵抗値の合計が1700 〇 
を超える場合など、電話回線や地域などのを件によっ 
て通信できないことがあります。このようなときに 
は、お買い上げの販売店またはキヤノンお客様相談セ 
ンターにご連絡ください。 

-本製品の捕修用性能部品およびトナーカートリツジの 
最低な有期間は、本製品製造打ち切り後7年間です。 

カスタ マー サポー ト， 

本製品は、メンテナンスフリーでをふしてお使いいただけ 
るように作られています。操作上問題が発生したときは、 
「困ったときには」（一 P .9-1) を参照してください。それ 
でも解みしない場合や点検がお要と考えられる場合には、 
お買い求めの販売店またはキヤノンお客様相談センターに 
ご連絡ください。 
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(• 資源再利用について 


キヤノンでは環境保全ならびに資源の有効活用のため、リサイクルの推進に努めております。回収窓□が製品により異な 
りますので、が下の内容をお読みいただき、ご理解とご協力をお願いします。 

使用巧み複写機の受け入れ場所について_^ 

使用済みとなった複写機につきましては、次のように回収を行っています。お問い合わせ先にを意してご連絡願います。 


m 

Canon 


キヤノンでは、環境保全と資源の有効活用のため、回収されたオフィス用、使用済み複写機のリ 
サイクルを推進しています。 

使用済みの複写機の回収については、お買い求めの販売店、または弊社お客様相談センターもし 
くは担当の営業にお問い合わせください。 

なお、事情により回収にご協力いただけない場合には、廃棄物処理法にがい処分してください。 


使用済みトナーカートリツジなどの回収について. 

使用ミきみとなったトナーカートリツジなどにつきましては、次のように回収を行っています。お問い合わせ先にを意し 
てご連絡願います。 



キヤノンでは、環境保全と資源の有効ま用のため、使用済みトナーカートリツジの回収とリサイ 


クルを推進しています。 


使用済みトナーカートリツジの回収については、担当のサービス店、または弊社お客様相談セン 


ターにお問い合わせください。 

Canon 

なお、事情により回収にご協力いただけない場合には、トナーがこぼれないようにビニール袋な 


どに入れて、地域の条例に従い処分してください。 


(• 規制について 



本体製品を称について 


この製品は、販売されている地域の安全規制にしたがって、が下の （） 内の名称で登録されている場合があります。 
SateraMF 4580 dn ( F 159302) 

SateraMF 4570 dn ( FI 5930 2) 

SateraMF 4550 d (FI 59302) 

SateraMF 4450 (FI 59502) 

SateraMF 4430 ( FI 5950 0) 

SateraMF 4420 n (FI 59500) 

SateraMF 4410 (FI 59500) 




この 装置は、クラス B 情報技術装置です。 この 装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、 この 装置がラジ 
才やテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。取扱説明書にしたがって正し 
い取り扱いをしてください。 

なお、通信ケーブルはシールド付をご使用ください。 


VCCI-B 


高調波の抑制について 


本機器は JIS C 61000-3-2 高調波電流発生限度値に適合しています。 
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国際 エネルギースター プログラム について 



当社は国際エネルギースタープログラムの参加事業者として、本製品が国際エネルギースタープロ 
グラムの基準に適合していると判断します。国際エネルギースタープログラムは、コンピューター 
をはじめとしてオフイス機器の省エネルギー化推進のための、国際的なプ□グラムです。このプロ 
グラムは、エネルギー消費を効率的に抑えるための機能を備えた製品の開発、普及の促進を目的と 
したもので、事業者の自主判断により、参加することができる任意制度となっています。対象とな 
る製品はコンピューター、デイスプレー、プリンター、ファクシミリおよび複写機などのオフイス 
機器で、それぞれの基準並びにマーク（ロゴ）は、参加各国の間で統一されています。 


IPv 6 Ready Loao について 



本製品搭載のプロトコルスタックは JPv 6 Forum が定かる IPv 6 Ready LogoPhase -1 を取得しています。 


物 質エミツシヨンの放散に関する認定基準について_ 

粉塵、オゾン、スチレン、ベンゼンおよび TVOC の放散については、エコマーク N 0117「複写機 Version ]」 の物質エミツシヨ 
ンの放散速度に関する認定基準を満たしています。（トナーは本製品用に推奨しております Cartridge 328を使用し、複写 
を行った場合について、試験ち法： RAL-UZ 122: 2006の付録2に基づき試験を実施しました。） 

原稿などを読み込む際の注意事項 ， 

心乂下を原稿として読み込むか、あるいは複製したり、加工したりすると、法律により罰せられる場合がありますのでごを 
意\たとい。 

-著作物など 

他人の著作物を権利者に無断で複製などすることは、個人的または家庭内その他これに準ずる限られた範囲においての使用を目的と 
する場合を除き違まとなります。また、人物の写真などを複製する場合には肖像権が問題となることがあります。 

-通貨、有価証券など 

が下のものを本物と偽って使用する目的で複製すること、またはその本物と紛らわしいものを作成することは法律により罰せられます。 
-紙幣、貨幣、銀行券（外国のものを含む） -株券、社債券 
-国債証券、地方債証券 -手お、小切手 

-郵便為替証書 -定期券、回数券、乗車券 

-郵便切手、印!紙 -その他の有価証券 

-公文書など 

が下のものを本物と偽って使用する目的で偽造することは法律により罰せられます。 

. 公務員または役所が作成した免許証、登記簿騰本その他の証明書や文書 
-私人が作成した契約書その他権利義務や事実証明に関する文書 
-役所または公務員の巧影、署名または記号 
-私人の巧影または署名 


隔係法街 


-刑法 
-著作権法 

-通貨及証券模造取締法 
. 外国二於テ流通スル貨醉紙幣銀行券 
-証券偽造変造及模造二関スル法律 


-郵便ま 

-郵便切手類模造等取締法 
-印!紙犯罪姐罰法 
-印紙等模造取締法 


xviii 





Canon、Canon ロゴ、および Satera はキヤノン株式会社の商標です。 

Apple、Mac OS 、 Macintosh は、米国およびその他の国で登録されている Apple Inc . の商標です。 

Microsoft 、 Windows および Windows Vista は、米国 Microsoft Corporation の、米国、日本およびその他の国における登 
録商標または商標です。 

ファイル管理革命 Lite 、 読取革命 Lite は、パナソニックソリユーシヨンテクノロジー(株）の登録商標、または商標です。 
その他、本書中の社名や商品名は、各社の登録商標または商標です。 



贷 CANON INC . 2010 All Rights Reserved 

キヤノン株式会社の事前の書面による承諾を得ることなしに、いかなるお式または手段（電子的、機械的、磁気的、光学的、 
化学的、手動、またはその他のお式/手段をさむ）をもっても、本書の全部または一部を、複製、転用、複写、検索シス 
テムへの記録、任意の言語や コン ピューター言語への変換などをすることはできません。 

第=者のソフトウェアについて， 

A . お客様がご購入のキヤノン製品 a 乂下、「本製品」）には、第兰者のソフトウェア•モジュール（その更新されたものを 
含みが下、「第 S 者ソフトウェア」）がさまれており、かかる「第 S 者ソフトウェア」には、が下1〜8の条件が適用さ 
れます。 


1. お客様が「第兰者ソフトウェア」のさまれる「本製品」を、輸出またはミ毎外に持ち出す場合は、日本国及び関連する諸 
外国の規制に基づく関連法規を遵守してください。 

2. 「第互者ソフトウェア」に係るいかなる知的財産権、権原および所有権は、お客様に譲渡されるものではなく、「第互者 
ソフトウェア」の権利者に帰属します。 

3. お客様は、「第互者ソフトウェア」を、「本製品」に組み込まれた状態でのみ使用することができます。 

4. お客様は、権利者の事前の書面による許巧無く、「第兰者ソフトウ I ア」を開示、巧使用許諾、販売、リース、譲渡し 
てはなりません。 

t 上記にかかわらず、お客様は、が下の条件にがう場合のみ、「第 S 者ソフトウェア」を譲渡することができます。 

-お客様が「本製品」に関するすべての権利、および「第兰をソフトウェア」に関するすべての権利および義務を譲ミ度すること 
-お客様から譲ミ度を受けるをが、「本製品」に附帯する条件に同意していること 

6. お客様は、「第 S 者ソフトウ I ア」の全部または一部を修正、改変、逆アセンブル、逆コンパイル、その他リバースエ 
ンジニアリング等することはできません。 

7. お客様は、「本製品」にさまれる「第兰者ソフトウェア」を除ちしたり、「第 S 者ソフトウェア」を複製してはなりません。 

8. 「第互者ソフトウェア」中のソースコードについては、お客様にいかなるライセンスも許諾されません。 


B . 上記 A の条件にかかわらず、別途固有の許諾条件が用意されている第兰者のソフトウ I アについては、別途の許諾条件 
が適用されるものとします。 

別 途固ちの許諾を件が用意されている第 云 者のソフトウェアについて_ 

詳細およびライセンス条件につきましては、本製品に同個されている CD - ROM 巧の e マニュアルをご参照ください。 

免責事項_ 

本書の内容は予告なく変更することがありますのでご了承ください。 

キヤノン株式会社は、ここに定める場合を除き、ホ場性、商品性、特定使用目的の適合性、または特許権のが侵害性に対 
する保証をさめ、明示的または暗示的にかかわらず本書に関していかなる種類の保証を負うものではありません。キヤノ 
ン株式会社は、直接的、間接的、または結ま的に生じたいかなる自然の損害、あるいは本書をご利用になったことにより 
生じたいかなる損害または費用についても、責任を負うものではありません。 
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お使いになるおに 


本製品をお使いになる前に知っておいてほしいことを説明しています。 


本体の各部の名称と働き _1：2 

车伴菌国 1-2 

を伴誦……………………………………………………け 
车评巧鄙………………………………………………………け 
壬韋しとレイ ………^ …… 1：4 

給紙カセット 1-4 

酸辞ル………………………………………………………1ぅ 
デす善本国画)……………………………………………—… J ：6 

コピーモード ]-6 

ファクスモード 

( MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d / MF 4450 のみ） ]-6 

スキヤンモード ]-6 

メニユーの操作方法 _ W 

^ニユー画面を表示する ]-7 

画面をスクロールして項目を表示する ]-7 

若ニュづ写章雪がすを … …… … た7 

二_ュ_：7を驾旦を琴牵すを…………………………………………………た8 

1-8 

文字の入力方法 _1：9 

电马にレス]^5^みををを …… …… … 1ぅ 

MF 4580 dn / MF 457 加 n / MF 4550 d / MF 4450 の場合 ]-9 

MF 4430/ MF 4420 n / MF 4410 の場合 1-10 

IP アドレスの入力ち法 

( MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4420 n のみ） 1 -1 日 

MF 4580 dn / MF 4570 dn の場合 1-10 

MF 4420 n の場合 1-11 

オートスリープタイムを設定する 1-12 


日付と時刻を設定する 1-13 

























(• 本体の各部のを预と働き 

各部の名称とはたらきを説明します。 



本体前面 










• MF 4450/ MF 4430 



MF 4430 に電話回線端子、外付け電話機用端子はありません。 


(1) 定格銘おラベル 

明示されている電流値は、平巧消費電流です。 

(2) 後ろカバー ( MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d のみ) 

つまった用紙を取り除くときに開きます。 

(3) USB ポート 

USB ケーブルを接続します。 


(1) 原稿ガイド ( MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d / 
MF 4450/ MF 4430のみ） 

原稿の巾函に合わせて調節します。 

(2) フイーダーカバー ( MF 4580 dn / MF 4570 dn / 
MF 4550 d / MF 4450/ MF 4430 のみ） 

つまった用紙を取り除くときに開きます。 

(3) 取っ手 

本製品を移動するときには、取っ手に手を掛けて運びます。 

(4) 延長トレイ （ MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d / 
MF 4450/ MF 4430 のみ） 

リーガルサイズなど、原稿が垂れ下がる場合に引き出します。 

(5) 原稿給紙トレイ （ MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d / 
MF 4450/ MF 4430 のみ） 

原稿をセットします。 

(6) 原稿排紙トレイ （ MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d / 
MF 4450/ MF 4430 のみ） 

原稿が排出されます。 

(7) 操作パネル 

本製品を操作します。 

因「操作パネル」 HP .1-5) 

(8) 排紙トレイ 

コピー、プリント、ファクス （ MF 4580 dn / MF 4570 dn / 
MF 4550 d / MF 4450 のみ）などの出力紙を排出します。 


本体背面 


• MF 4580 dn 


(9) 給紙カセット 

用紙をセットします。 

因「給紙カセット」い P .1-4) 

(10) フイーダー ( MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d / 
MF 4450/ MF 4430 のみ） 

自動的に原稿の連続読み込みを行うことができます。 

(11) フィーダー読み取リエリア （ MF 4580 dn / MF 4570 dn / 
MF 4550 d / MF 4450/ MF 4430 のみ） 

フィーダーにセットされた原稿を読み取ります。 

(12) が紙延長トレイ 

用紙が垂れ下がらないように引き出します。 

(13) 排紙ストッパー 

排紙トレイから出力紙がをちるのを防ぎます。 

(14) 原稿台ガラス 

原稿をセットします。 

(15) 通気 □ ( MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d のみ） 

本製品の内部を冷却!するための通気□です。 

熱を十分に逃せるよう、通気□の周囲を広く開けてください。 

(16) 原稿台ガラスカバー ( MF 4420 n / MF 4410のみ） 

原稿台ガラスを保護します。 


• IVlF 4570 dn / IVlF 4550 d 




\ ■ / 
( 8 ) 


IVlF 4550 d に LAN ポートはありません。 

F 4420 n / MF 4410 



(3) 

(4) 

(5) 
( 8 ) 


LAN ポート ( MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4420 n のみ) 

ネッ ト ワークケーブルを接続します。 

電源スイッチ 

電源を入れたり、切ったりします。 




お使いになる前に 
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(6) か付け電話機用端子 （ MF 4580 dn / MF 4570 dn / 
MF 4550 d / MF 4450 のみ） 

外付け電話機またはオプションの A ンドセツトを接続しま 
す。 


(7) 電話回線端子 （ MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d / 
MF 4450 のみ） 

電話線コードを接続します。 

(8) 電源ソケット 

電源コードを接続します。 



本体内部 


室しトレイ 


巧カセット 
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操作パネル 


MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d / MF 4450 







(1) 

モード切り替えキー 

コピー、ファクス* 1 、スキヤンにモードを切り替えます。 


[ワンタッチ]キー *1 
([01]/[02]/[03]/ [04] キー） 

ワンタッチダイヤルに登録した宛先を指定します。 


[アドレス帳]キー *1 

ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルに登録した宛先を名前で検索します。 


[リダイヤル]キー *1 

最後にテンキーでダイヤルした宛先を呼び出します。 


[ポーズ]キー *1 

ファクス番号にポーズを挿入します。 

(2) 

[オンフック]キー *1 

外付け電話機またはハンドセット（オプション）の受話器を置いたまま、ダイヤルするとき 
に押します。 


[メニュ ー] キー 

各種の設定や登録をします。 


[用紙設定]キー 

給紙カセットと手差しトレイにセットする用紙のサイズや種類を登録します。 


[レポート]キー *1 

レポートやリストをプリントします。また、自動的にレポートをプリントするかどうかの設 
定も巧うことができます。 


[状況確認/中止]キー 

ジョブの確認や中止を巧います。また、ネットワーク* 2 や本豐品の状態の確認も巧うことが 
でをます。 

(3) 

デイスプレー 

メッセージや動作状況を表示します。設定中は、設定項目、文字、数字などを表示します。 


[リセット]キー 

設定をリセット（コピー/スキヤン/ファクス W モードをデフオルトに戻す）します。 


[戻る]キー 

1階層前の画面に戻ります。 


[▲け一 

上の設定項目を選択、または設定値を増やします。 

(4) 

[▼け一 

下の設定項目を選択、または設定値を減らします。 

[◄1 キー 

1階層前の画面に戻る、またはカーソルを移動します。 

ファクスの通信音が鳴っているときに押すと、音量を下げます。 


[►け一 

1階層次の画面に進む、またはカーソルを移動します。 

ファクスの通信音が鳴っているときに押すと、音量を上げます。 


[ OK ] キー 

設定、登録した内容を確定します。 


テンキー *1 ([0]〜 [9] キ ー） 

文字や数字を入力します。 


[*] キー *1 

文字の入カモードを切り替えます。ファクス送信時は、ダイヤル回線からトーン信号を発信 
するのに使用します。 

(5) 

[#] キー *1 

記号を入力する時に押します。 

[クリア]キー *1 

文字や数字を削除します。 


[節電]キー 

手動で節電が態に設定/解除します。節電状態のときはグリーンに点灯します。 


[ストップ]キー 

ジョブを中止します。 


[スタート]キー 

コピー/スキヤン/ファクス *1 操作を開始します。 

(6) 

[実行/メモリー]ランプ 

通信中に点滅、待機中のジョブがあるときに点灯します。 

[エラー]ランプ 

エラーが発生したときに点滅します。 


このキーまたは機能は、 MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d / MF 4450 のみ使用できます。 
この機能は、 MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4420 n のみ使巧できます。 
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イスプレー(ま本画面) 


フアクスモード (MF4580dn/l\/IF4570dn/ 
MF4550d/MF4450 のみ） 


が下の画面について、説明します。 

• コピーモード 
-ファクスモード 

( MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d / MF 4450 のみ） 

. スキヤンモード 

I メモ 

基本画面の表示 

-電源スイッチを入れたときに表示される基本画面を変更 

することがでをます。 

<デフオルト画面のを更>のま示ちま 

原" r ( ) 1 (メニュー）一<環境設定>一<表の設定> 
一<デフオルト画面の変更> 

X 設定方法については、 e - マニュアルを参^してくださ 
し、。（腐 "6- マニュアルー基本操作一表示設定を変更 
する一起動直後の画面（デフオルト画面）を設定する） 

- 2分間何も操作をしないと、基本画面に戻ります。 

<才ートクリアタイム>の表示ちま 

防 [CZZ)] (メニュー）一<タイマー設定>一<オート 
クリアタイム> 

X 設定方法については、 e - マニュアルを参照してくださ 
し、。（腐 = e - マニュアルー基本操作ータイマー設定を 
変更する^オートクリアタイムを設定する） 


コピーモード 

コピー機能を使うときは、次のようにして基本画面に 
切り替えます。 


MF 4580 dn / MF 4570 dn / 
MF 455 日 d / MF 4450 

[(コビ - 1」を押します。 

MF 4430/ MF 4420 n / 
MF 4410 

コピー基本画面が表示されるまで、 
(コピー/スキヤン）を 

押します。 


北-開始：スタ-トキ - 

100% 田 M U I 
濃度：±0 u 

原稿の種類：文字/写... 
両面： OFF 


コピー 基本画面が ま 示されているときに、 [▲] または 
[▼] を押すと項目を選択することができます。 

現在選択されている項目は、反転してま示され、 [ OK ] 
を押すと階層を進むことができます。 


北-開始：スタ-トキ - 

100% 田 M U I 

原稿の種類：文字/写... 
両面： OFF 


ファクス機能を使うときは、 [ 「ファクス] ] を押して基本 
画面に切り替えます。 


宛先を指定してください 
2010 01/01 12:52 AM 
因 =■ 

受信モード：自動受信 [f 
阐像度： 200 X 100 d ...[ 


ファクス基本画面がま示されているときに、 [▲] また 
は [▼] を押すと項目を選択することができます。 

現在選択されている項目は、反転してま示され、 [ OK ] 
を押すと階層を進むことができます。 


宛先を指定してください 
2010 01/01 12:52 AM 
因 =■ _ 


受信モード：自動受信 I 


解像度： 200 X 100 d.J 


スキヤンモード 

スキャン機能を使うときは、次のようにして基本画面 
に切り替えます。 


MF 4580 dn / MF 4570 dn / 

MF 4550 d / MF 4450 

[1 スキサン）」 を押します。 

MF 4430/ MF 4420 n / 
MF 4410 

スキャン基本画面が表示されるま 
で、 [ c ^] (コピー/スキャン） 
を押します。 


[▲] または [▼] を押すと項目を選択することがで 
きます。 


現在選択されている項目は、反転してま示され、 [ OK ] 
を押すと階層を進むことができます。 


スキヤンの種類を選択し 
てください。 



リモートスキヤナー 


お使いにな查刖に 
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; 

SlT/X モ IJ-I I ラー 

_ rr— I つ 

戻る ▲▼◄►OK 


T . ABC .，。け rs 

の口の d ) 

9 帥 . J- JH nUHD 

CI 3 C 1 DCI 3 かけ 

V のむ V tuv うのけ/ /""V 

QDCDCZ 3 喊 

， け / ■/ 占 — _ 三 _ け ス卜 

な g の® 


次のキーを使用して、メニュー画面を操作します。 


この操作で使用するキー 


MF4580dn/MF4570dn/MF4550d/IVlF4450 


メニュー画面を表示する 

r ()1 (メニュー）を押してメニュー画面をま示し 
ます。 

• MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d / MF 4450 の場合 


• MF 4430/ MF 4420 n / MF 4410 の場合 



MF4430/MF4420n/MF4410 

メニュー 



民る ▲▼◄►0 K 


画面をスクロールして項目を表示する 

画面右側のスクロールバーは、画面にま示されていな 
い項目があることを示しています。 

ま示されていない項目を選択したい場合は、 [▲] 
[▼] で画面をスク□-ルしてください。 

現在選択されている項目は、反転してま示されます。 


メ ニユー 

環境設定 

1 

1タイマー設定 


コピー設定 


ファクス送信設定 

J 


メニユーの項目を選択する 

[0 K ] を押して、反転している項目を選択します。 

サブメニユーがある場合は、 [►] を押して、次の画面 
へ進むことができます。 

[〇](戻る）や[イ]を押すと前の画面に戻ること 
がでをます。 


1 メニュ— 1 

[ OK ] または [►] 

タイマー設定 

環境設定 

1 

日付/時刻の設定 


1 


r 口 ， iPPrETi 

コピー設^ 



オートクリアタイム 

ファクス送信設定 

J 

展る]または[ィ] 

オートクリア後の機能 


(• メニューの操作方法 


3 


C 


rj —{ pio 岂當 
メ lUlO 岩 IQ 
" Q とろと 

I I 


惡叢〇 

1010 S 10 
"0 mcho ム 

I I 






メニューの項目を設定する 
設定ちま 


基本画面に戻る 

r ( )1 (メニュー）を押すとメニュー画面が閉じて、 

基本画面に戻ります。 

• MF4580dn/MF4570dn/MF4550d/MF4450 の場合 


• MF4430/MF4420n/MF 4410の場合 



H メモ 

[OK] を巧す前に「( )1 (メニュ ー) を巧した場 

ム 

設定内容は保をされません。 


が況 


画面例 


手順 


濃度の調節など、画 
面に表示されている 
目盛りを左右に動か 
すとさ 


濃度補正 


[◄1 [►] で調整します。 




タイマー設定など、 
数値を選択するとき 


テンキー 


ブートスリープタイム 




[▲] [▼] で数値を選択します。 


メモ- 


「10 I 分 

(10 〜 240) 


入力できる数値について 

入力欄の下にある （） 内の数値を入力することができます。 

画面にテンキーアイコンが表示されているとき 

MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d / MF 4450 の場合は、テンキーで入力す 
ることができます。 

困「文字の入力方法」 P .1-9) 


暗証番号入力など、 
数値を続けて入力す 
るとを 


システム管理暗証番号 
林*****圓 


く確定> 


1234567890 

< BS > 


[◄][►•] [▲] [▼] で数字や文字を選巧して、 [0 口を押して入力します j 
数字や文字をミ肖去するには< BS > を選がして、 [ OK ] を押します。 


メ : E - 

テンキーで电入力でをます 

MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d / MF 4450 の場合は、テンキーで入力す 
ることができます。 

因「文字の入力方法」（一 P .1-9) 


入力内容を巧をする 

入力内容を確定するには、次の操作を行います。 

- [ OK ] を押します。 

•< 確定>が画面にま示されているときは、 [▲] [▼] 


で<確定>を選択してから、 [ OK ] を押します。 


♦ 

01 

02 

03 

04 

アドレス植 

ニュ- 

を 

レポート 

口 

中止 

( コヒ 


1」タイでル 

ボース 

口 

オンフック 

( —^ 
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カーソルを移動する（スペースを入力する）_ 

[◄] または [►] で移動します。 

文字の最後に力ーソルを合わせて [►] を押すと、ス 
ペースが入力されます。 

义字ゃ記号、数字を削除する1 

[( X )] (クリア）で削除します。 

[ m ] (クリア）を長押しすると、すべての文字が削 
除されます。 


•例：「キヤノン」を入力してみます。 

1 画面入カモードが<カナ>になっていることを 
確認します。 

2 [ CZD ] を繰り返し押して、「キ」を入力し 
ます。 


ユーザー略称の登録 

a _ 

<確定> 


入カモード：カナ 


3 [广 8 )] を繰り返し押して、「ヤ」を入力し 
ます。 


ユーザー略称の登録 

m _ 

<確定> 


入カモード：カナ 


4 [いつ]を繰り返し押して、「ノ」を入力し 
ます。 


ユーザー略称の登録 

キヤノ ■ _ 

<確定> 


入カモード：カナ 


5 [ Co つ]繰り返し押して、「ン」を入力します。 


ユーザー略称の登録 

キヤノン ■ _ 

<確定> 


入カモード：カナ 


6 [▲][▼] でく確定>を選択して、 [ OK ] を 

押します。 

入力が確定します。 


※次の文字の入力方法は、 「 IP アドレスの入力方法」（一 P .1-10) 
を参照してください。 

. IP アドレス 
. サブネットマスク 
. ゲートウェイアドレス 
.DNS サーバー アドレス 


'レスが外の入力方法 


MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d / MF 4450 の場合 


巧のキーを使用して、本体に情報（文字、記号、数字）を 
入力します。 


この操作で使用するキー 


(• 文字の入力方法 


*/ テンキー /# /C 


ァ りサ D ぴ 

口のの 

9(3X1 TJU A MNO 

广 4 ■) 广 5 化 S ■) 

"QK V TUV -VtXVZ 

dDCDCID 

@ 

ス h ッ ;/ 

@ 

乙 g j e 与 

©j 


▲▼◄►OK 


入カモードを変更する， 


ユーザー略称の登録 


<確定> 


入カモード：カナ 


[▼] で<入カモード>を選択して、に K ] を押します。 
「001(トーン）を押しても切り替えることができます。 


入カモード 

入力できる文を 

< カナ > 

カタカナ 

< aA > 

アルフ ァベッ トと記号 

< 12 > 

数字 


义字や記号、数字を入力する1 

テンキーや [ m ] (記号）で入力します。 


使用する 
キー 

入カモード： 
く カナ> 

入カモード： 
< aA > 

入カモード： 
く 12 > 

の 

アパ I わィゥ I 才 


1 

m 

カキクケ] 

ABCabc 

2 

m 

サシスセソ 

DEFdef 

3 

の 

タチッテトッ 

GHIghi 

4 

の 

ナニヌネノ 

JKLjkl 

5 

の 

化八ホ 

MNOmno 

6 

CTD 

7 ミム巧 

PQRSpqrs 

7 

の 

ャユヨ ャュョ 

TUVtuv 

8 

m 

ラリルレ □ 

WXYZwxyz 

9 

の 

ヮヲン 

(入力不可） 

0 

の 

' (濁音） 

。 (半濁音） 

-(ハイフン） 

!?&$% 
#() [みく >* + 
二"，；：’へ、|¥ 

(入力不可） 


お使いにな查刖に 
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1 テンキーを使って、数字を入力します。 

数字は、3巧ずつ入力します。 

「192.168.0.80」に設定したいときは、「192.168.000.080」と 
入力します。 

(3 侃こ満たない数字は、先劇こ「0」を付けて3做〔します。) 


IP アドしス 
192.168. 000. 08® 

<確定> 

D 2 3 4 5 6 7 8 9 0 
< BS > 


IP アドレスの入力方ま (MF4580dn/ 
MF4570dn/MF 442011のみ） 


MF4580dn/MF4570dn の場合 

巧のキーを使用して、数字を入力します。 


この操作で使用するキー 


MF4430/MF4420n/MF441 0の場合 

次のキーを使用して、本体に数字を入力します。 


この操作で使用するキー 



数字を入力する 

[◄] [►] で数字を選択し、にのを押します。 

数字を削除する 

[▼] を押して< BS > を選択し、にのを押してくだ 
さい。 

♦例：「1234」を入力してみます。 

1 [◄][►] で「1」を選択し、 [OK] を押します。 


2 [◄][►] で「2」を選択し、 [OK] を押します。 


数字を削除する 

[ CO ] (クリア）で削除します。 

[ dD ] (クリア）を長押しすると、すべての文字が削除 
されます。 

X [▲] [▼] で < BS > を選択して [ OK ] を巧しても、 
数字を削除することができます。 


2 入力が終わったら、 [▲] [， 
択して、 [OK] を押します。 


'] で<確定>を選 


3 [◄][►] で「3」を選択し、 [OK] を押します。 


IP アドしス 


192.168. 000. 08® 


1234567890 

< BS > 


4 [◄][►] で「4」を選択し、 [OK] を押します。 


システム管理暗記香号 
本本ホ本 I 
<確定> 

12 3因5 6 7 8 9 0 
< BS > 


5 [▲][▼] で<確定>を選択して、 [ OK ] を 
押します。 

入力が確定します。 


テンキ ー /C 


7 tiASC tfDEf 

口のの 

5QHI 于》 1‘MNO 

CIDCDCD 

@ 

でのむ で T の っ wy? 

Q3QDCD 

か/ g/a 0 pg 

C^GDCD 

叫を 

@ 

スタート 

© 


システム管理暗記番号 

**■ _ 

<確定> 

1因3 4 5 6 7 8 9 0 
< BS > 


システム管理暗証番号 

ji _ 

<確定> 

田234567890 
< BS > 


システム管理暗記番号 
本本冲 
<確定> 

12白4567890 
< BS > 


<確定> 



S S 篡ろ 

I 口 10 ち S 
とろろ WQ 


お使いにな查刖に 
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MF4420n の場合 

巧のキーを使用して、数字を入力します。 


この操作で使用するキー 



▲▼◄►0 K 


1 [◄][►] で数字を選択し、 [0 K ] を押します。 

X 数字は、3巧ずつ入力します。 

「192.168.0.80」に設定したいときは、「192.168.000.080」と 
入力します。 

(3 搁こ満たない数宇は、先劇こ「0」を付けて3做〔します。） 


IP アドレス 
192.168. 000. 080 
<確定> 

12 3 4 5 6 7 8 9 S 

—< BS > _ 

数きを削除する 

[▼] で < BS > を選択し、 [ OK ] を押します。 

2 入力が終わったら、 [▲] [▼] で<確定>を選 
択して、 [ OK ] を押します。 


IP アドしス 

192.168. 000. 08® 


<確疋> 


1234567890 

< BS > 


お使：.にな查刖に 








本製品はある一定時間何も操作をしないと、自動的に節電 
状態に移行します（スリープモード)。 


この操作で使用するキー 


MF4580dn/MF4570dn/MF4550d/IVlF4450 


スリープモードの移巧時間の設をについて 

スリープモードの移行時間は、< 10 >分から< 240 >分の 
範囲で1分刻みで設定でをます。また、工場出お時は< 10 > 
分に設定されています。 


5 rc )1 (メニュー）を押してメニュー画面を 
閉じます。 

i メモ 

スリープモードに移行すると 

[®] 猫動がグリーンに点なします。 

手動でスリープモードにするには 

[(£)] (節電）を押してください。 

※スリープモードから復帰を、10秒間は [®] 颁動を 
巧しても、スリープモードに移行しません。 

スリープモードに移行しない状態 

-本製品が操作中の場合 

-実行/メモリーランプが点なまたは点滅している場合 
• エラーメッセージがディスプレーに表示され、エラーラ 
ンプが点滅している場合（ただし、< トナーカートリッ 
ジを準備してください。> が表示されている場合を除く 
( MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d / MF 4450 のみ)） 

. 調整中やクリーニング中など、本製品が動作中の場合 
. 本体内で紙づまりが発生している場合 
. 外付け電話機またはハンドセット（オプション）の受話 
器が外れている場合 

. フィーダーに原稿がセットされている場合 

スリープモードから復帰するとき 

.[(©)] (節電）が押されたとき 
. ファクスや電話に着信があったとき 
-外付け電話機またはハンドセット（オプション）の受話 
器が外されたとき 

. コンピューターからプリントジョブが送信され、プリン 
卜が開始されたとき 

. フィーダーに原稿がセットされたとき 
. コンピューターと本製品が US 目ケーブルで接続されたと 
き 


▲▼OK 


MF4430/MF4420n/MF4410 
メ ニユー 



2 


[▲] [▼] で<タイマー設定>を選択して、 [ OK ] 
を押します。 


メニュ - 


環境設定 

コピー設定 
ファクス送信設定 


3 [▲] [▼] で<才ートスリープタイム>を選択 

して、 [ OK ] を押します。 


タイマー設定 


>日付/時刻の設定_ u 

r, 口 avEH iiiiji 

オートクリアタイム 
才ートクリア後の機能 


>[▲][▼] で時間を設定して、 [ OK ] を押します。 

X MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d / MF 4450 の場合は、テ 
ンキーを使って数値を入力することもできます。 

X 本項目は、工場出荷時の設定でお使いになることをおす 
すめします。 


才一 K スリープタイム 




「10 I 分 
(10-240) 


(• オートスリープタイムを設定する 




タイマー設定 


li 

メ 


S ® 


€ 

~思思0る 
るる进當の 

を思0& 



言 


S S 

moss 

占占 。0 "Q 
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ァ nUiC D£t It* 

ロロロ ® 

SfiHI Tia "MNO 

_ GDC^CD ストップ 

^ \ 、、 マの" ttTuv 7 WXYi グ*、 

い kJ ► ル I o~^ri^rT ~) 您 

JM む / s/e '：' iJg スと卜 

をのを @ 


▲▼◄►OK 


日付時刻の表示ち法と現在の日付と時刻を設定します。 

ここで設定した日付と時刻は、一部のファクス機能や各種 
レポートで使用されます。 


1 [ c ^)] (メニュー）を押します。 

2 [▲][▼] で<タイマー設定>を選択して、 [0 K ] 

を押します。 


3 [▲] [▼] で<日付/時刻の設定>を選択して、 
[0 K ] を押します。 


4 [▲] [▼] で設定項目を選択して、 [0 K ] を押 
します。 


5 r ()1 (メニュ ー) を押してメニュー画面を 
閉じます。 


タイマー設定 


才ートスリープタイム 
才ートクリアタイム 
オートクリア後の機能 


曰付/時刻の設定 


曰付表示タイプ切替 


12/24 時間表示切替 
現在日時の設定 



設定項目 

概要 

操作 

<日付表示夕 
イプ切替 > 

日付の表示 
お式を設定 
します。 

[▲][▼] で表示お式を選択して、 [OK] 
を押します。 

表示お式は夕の 3 つから選 } 尺できます。 

• 年月/日 

• 月 / 日/年 

• 日/月年 

<12/24 時間 
表示切替 > 

時刻の表示 
巧式を設定 
します。 

[▲][▼] で表示お式を選択して、 [OK] 
を押します。 

表示巧式はホの 2 つから選択できます。 

-12 時間表示 (AM/PM) 

• 24 時間表示 

<現な日時の 
設を > 

現在の日付 
と時刻を設 
定します。 

日付と時刻を入力して、 [OK] を押します。 
囚「文字の入力ちま」（一 P.1-9) 

< AM > と < PM > の切り替えは、一番 
ちに力ーソルを合わせて、 [▲][▼] で 
行います。 

現在日時の設定 


1201101/01 10:52 咖 


(• 日付と時刻を設定する 


3 


日付/時刻の設定 


タイマー設定 


この操作で使用するキー 


fi 

メ 


一® 


0 篡造 

§喜 

" 0 占ろと 
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Chapter 

原稿と用紙の取り扱い 


使用できる原稿について 2-2 本項目を < プリント面優先 > に設定した場合 


読み取り範囲 

2-2 

コピー 

2-2 

フアクス 

2-2 

スキヤン 

2-2 

原稿をセットする 

2-3 

原稿台ガラスにセットする 

2-3 

フィーダーにセットする 

2-3 

MF 4580 dn の場合 

2-3 

MF 4570 dn / MF 4550 d / MF 4450/ MF 4430 の場合 

2-4 

使用できる用紙について 

2-6 

巧紙サイズ 

2-6 

用紙の種類 

2-7 

プリント範囲 

2-8 

用紙をセットする 

2-9 

給紙カセットにセットする 

2-9 

手差しトレイにセットする 

2-11 

はがきをセットする 

2-12 

用紙をセットするときのごま意 

2-13 

用紙のセット可能枚数 

2-14 

巧紙のセット向き 

2-14 

レター ヘッド やロゴ付きの用紙（プレプリント紙）などに 


プリントする場合 

2-14 

はがきにプリントする場合 

2-15 

封筒にプリントする場合 

2-15 

用紙のサイズと種類を設定する 

2-16 

ユーザー設定巧紙を設定する 

2-16 


プリント面を選択する 

( MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d のみ） 2-18 

本項目を<スピード優先>に設定した場合 

(工場出荷時の設定） 2-18 
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参使用できる原稿について 


トレーシングぺーパーや OHP フイルムなどの透過原稿をコピーする場合は、原稿台ガラスに原稿を下向きにしてセットし、白紙を原稿の上に重ねて置いてください。 
80 g/m 2 の用紙 


(3 重要 


原稿をセットするとをは 

のり、インク、修正液が完全に乾いてから、原稿をセットしてください。 

フィーダー内で原稿がつまるのを防ぐために 

が下のものは使巧しないでください。 


しわや折り目のある原稿 
力ーボン紙や力ーボンバック紙 
力ールした、または巻いた紙 


コート紙 
破れた原稿 
薄質半透明紙や薄紙 


ステイプルの針またはクリップが付いた紙 
熱転写プリンターでプリントされた紙 
OHP フイ J レム 


原稿の文字や画像が、が下の図に示す範囲に収まっていることを確認してくださし、。 
?^下記の余白は目まであリ、実際とは異なる場合があります。 

^原稿の置く向きは iX 下の通りです。 

-原稿台ガラス：原稿を伏せて置いた状態 
•フィーダー:原稿給紙トレイに置いたが態 


原稿台ガラス 



フイー ター 



原稿台ガラス 



フイー ター 
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原稿台ガラス 

フィーダー 

原稿の種類 

-普通紙-小型原稿（を刺サイズなど） 

-厚紙 • 特殊紙（トレーシングぺーパー、 OHP フイルムなど）*1 

.写真 .本（厚さ20 mm までのもの） 

普通系氏 

(同じサイズ、厚さ、重量の複数枚の原稿、または1枚の原稿） 

サイズ 
(幅X長さ） 

最大215.9 mm X 297 mm 

.MF4580dn 

最大216 mm X 356 mm、 最小140 mm X 127 mm 
.MF4570dn/MF4550d/MF4450/MF4430 
最大 216 mm X 356 mm、 最小 148 mm X 105 mm 

質量/坪量 

最大2 kg 

• 片面原稿： 50 〜 105 g/m^ 

• 両面原稿： 60〜105 g/m 2 

積載枚数 

1枚 

.MF4580dn :最大50枚*2 

.MF4570dn/MF4550d/MF4450/MF4430 :最大35枚が 
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(• 原稿をセツトする 


原稿台ガラスやフィーダーに原稿をセツトするち法につい 
て説明します。 


原稿台ガラスにセツトする 


1 フィーダーまたは原稿台ガラスカバーを開けま 
す。 



2 読み取る面を下にして、原稿を置きます。 



3 原稿を用紙サイズマークに合わせます。 

原稿が用紙サイズマークに合わないときは、原稿の中/こ、を 
矢印（一）に合わせてください。 


I 

U 

— 



1 

[ 

n 


■ 





— 

F - 

巧 


4 フィーダーまたは原稿台ガラスカバーを静かに 
閉めます。 

原稿を読み込む準備ができました。 

読み込みが完了したら、原稿台ガラスから原稿を取り出し 
てください。 

A ミ主意 

フィーダーまたは原稿台ガラスカバーを閉めるとをの 
ま意 

-指を巧まないようま意してください。けがをする恐 
れがあります。 

-お理に巧めないでくだぞい。原稿台ガラスが破損し 
てけがをする恐れがあります。 


フイーダーにセツトする 


MF 4580 dn の場合 

1 原稿ガイドの幅を原稿の幅より少し広めにセツ 
卜します。 



2 大きいサイズの原稿をセットするときは、延長 
トレイを引き出します。 

原稿が垂れ下がる場合に弓 I き出してください。 
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3 原稿をさばいてから、平らな場所で原稿の端を 
揃えます。 


MF 4570 dn / MF 4550 d / MF 4450/ MF 4430 の場合 


少量ずつよくさばく 平らなところで軽く数回 

たたいて端を揃える 



4 読み取る面を上にして、原稿をセットします。 

積載制限ガイド （ A ) の下を通します。 

積載制限マーク （ B ) を超えていないことを確認してください。 



5 原稿ガイドを原稿の幅に合わせます。 

原稿を読み込む準備がでをました。 



1 原稿給紙トレイを開けます。 



2 原稿ガイドの幅を原稿の幅より少し広めにセツ 
卜します。 



3 大きいサイズの原稿をセットするときは、延長 
トレイを引き出します。 

原稿が垂れ下がる場合に弓 I き出してください。 



4 原稿をさばいてから、平らな場所で原稿の端を 
揃えます。 


少量ずつよくさばく 平らなところで軽く数回 

たたいて端を揃える 




5 読み取る面を上にして、原稿をセットします。 

積載制限ガイド （ A ) の下を通します。 

積載制限マーク （ B ) を超えていないことを確認してください。 



6原稿ガイドを原稿の幅に合わせます。 

原稿を読み込む準備ができました。 



(3 重要- 

原稿は35枚 （ MF 4580 dn は50枚）までセットできま 
す 

35枚 （ MF 458 日 dn は50枚）を超える原稿をセットすると、 
紙づまりが発生したり、原稿が読み込まれない場合があり 
ます。 

原稿を読み込んでいるとき 

原稿を追加したり、抜いたりしないでください。 

原稿を読み込み終わったら 

紙づまりを防ぐために原稿排紙トレイから原稿を取り出し 
てください。 

同じ原稿を30回 i 乂上読み込まない 

繰り返し読み込まれた原稿は、折りたたまれたり破れたり 
して、紙づまりを起こすことがあります。 

必ず原稿ガイドを原稿の幅に合わせる 

-ゆるすぎたりきつすぎたりすると、巧紙が正しく送られ 
なかったり、紙づまりの原因になります。 

. 本製品のプリント結果は、お使いの環境により、紙送り 
方向の長さに対して最大 1.3 %ずれる（斜めになる）場合 
があります。プリント結果のずれは、原稿を正しくセッ 
卜することで、軽減されることがあります。 
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使用できる用紙サイズはが下のとおりです。 
〇 :給紙 巧 能 


*' MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d のみ、自動両面プリントげ可能です。 
’ 2 受信文書およびレポートやリストのプリントが可能です。 

‘3封筒はふたを開じて使用してください。 

’ 4 J ■乂下のサイズのユーザー設定用紙をセツトすることができます。 

• 幅 76.2 〜216 mm 、 長さ148〜356 mm 

‘ 5 乂下のサイズのユーザー設定用紙をセツトすることができます。 

• 幅 76.2 〜216 mm 、 長さ127〜356 mm 



給紙カセット 

手差しトレイ 

A4 (210 mm X 297 mm) *1 っ 

〇 

〇 

B5 (182 mm X 257 mm) 

〇 

〇 

A5 (148 mm X 210 mm) 

〇 

〇 

リーガル (LGL) (216 mm X 356 mm) *1 

〇 

〇 

レター (LTR) (216 mm X 279 mm) •，っ 

〇 

〇 

ステートメント (STMT) (140 mm X 216 mm) 

〇 

〇 

エグゼクティブ （ EXEC) (184mm X 267mm) 

〇 

〇 

オフイシオ (216 mm X 318 mm) 

〇 

〇 

ブラジルーオフイシオ （216 mm X 355 mm) <1 

〇 

〇 

/ キシコーオフイシオ （ 216mm X 341 mm) 

〇 

〇 

ガヴァ/ントーレター (203 mm X 267 mm) 

〇 

〇 

ガヴァ/ントーリーガル (203 mm X 330 mm) 

〇 

〇 

FOOLSCAP (216 mm X 330 mm) *1 

〇 

〇 

Australian-FOOLSGAP (206 mm X 3% mm) 

〇 

〇 

はがき （100 mm X 148 mm) 

〇 

〇 

往復はがき （148 mm X 200 mm) 

〇 

〇 

4 面はがき （200 mm X 296 mm) 

〇 

〇 

封筒長お 3 号 （120 mm X 235 mm) ‘3 

〇 

〇 

封筒洋お長 3 号 （235 mm X120 mm) 

〇 

〇 

ユーザー設定用紙 

0*4 

〇パ 


用紙サイズの初期値 

巧期値は、 A 4 です。別の用紙サイズを使用する場合、用紙サイズの設定を変更してください。 
因 「用紙のサイズと種類を設定する」卜 P .2-1 旬 


使用できる用紙について 
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用紙の種類 


使用できる用紙の種類はが下のとおりです。 


用紙の種類 

プリンタードライバーの設定 

給紙部 

積載枚数(給紙カセット） 

積載枚数(手差しトレイ） 

普通紙" 1 

60〜80 g / m ] 

惜通舰 

250枚 

] 枚 

80〜卵 g / m ] 

[普通紙 L ； r 2 

170枚 

] 枚 


90〜105 g / m ' 

腹紙 1] 

170枚 

] 枚 

厚紙 

105〜120 g / m ' 

100枚 

] 枚 


120〜163 g / m ' 

腹紙 2] 

100枚 

] 枚 


60〜90 g / m ] 

[ラフ紙 1] 

100枚 

] 枚 

ラフ紙 

90〜120 g / m ' 

[ラフ紙 2] 

100枚 

] 枚 


120〜163 g / m ' 

[ラフ紙 3] 

100枚 

] 枚 

再生紙" 1 

60〜80 g / m ] 

[再生紙] 

250枚 

] 枚 

色紙 =^1 

60〜80 g / m ] 

胜紙] 

250枚 

] 枚 

OHP フイルム ; 

H 3 

[OHP フイルム ] 

50枚 

] 枚 

ラペル用紙 

[ラペル用紙] 

100枚 

] 枚 

はがき、往復はがを、4面はがを- 'A 

[はがを] 

20枚 

] 枚 

封筒 

附筒] 

20枚 

] 枚 


MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d のみ、自動両面プリントが可能です。 

[普通紙]に設定してプリントした結果、排紙された用紙がカールする（用紙が反る）場合は、[普通紙 L ] に設定してください。 
ただし、[普通紙 L ] に設定した場合、定着性が低下する場合があります。 

OHP フイルムは、レーザープリンター用のものを使用してください。 

インクジェット用の郵便はがき、郵便往復はがきを使用することはできません。 
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紙づまりを防ぐため、な下の用紙は使用しないでください。 
-しわや巧り目のある紙 
• 力ールした、または巻いた紙 
• 破れた紙 
• 湿った紙 
• 非常に薄い紙 

-熱転写プリンターでプリントされた紙（裏面にコピー 
しないでくだぞい。） 

な下の用紙ではプリントが不鮮明になります。 

• 目の粗い紙 
• つるつるした紙 
-化お紙 

用紙にホコリ、糸くず、•油のしみが付かないようにしてく 
ださい。 

用紙を大量に購入する際は、事前に用紙を試してください。 
用紙は包装紙で包み、平らな場所で保管してください。 
開封した用紙は元の包装紙で包みなおし、涼しい乾燥した 
場所で保管してください。 

用紙はま温18〜24。 C 、 相対湿度40〜60 %の場所でイ呆 
管してください。 



淡色部分は、 A 4 サイズ用紙のプリント範囲の目をです。下記の余白は目をであり、実際とは異なる場合があります。 


5 mm 5 mm 

5 mm 


5 mm 



A 注意 

吸湿している用紙にプリントすると 

下のようなことが起こる場合があります。 

-本製品の排紙部周辺から湯気が出る 
-操作/《ネルの裏面や排紙部に水滴がつく 

これは、トナーを定着するときの熱によって用紙にさ 
まれる水分が蒸発しているためですので、異常ではあ 
りません（特に、室温がほい場合に発生しやすくなり 
ます)。 

ただし、焦げ臭いにおいがした場合は、直ちに本製品 
の電源をオフにし、電源プラグを巧いて、お買いホめ 
の販売店またはキヤノンお客様相談センターにご連絡 
ください。そのまま使用すると、ル災や感電の原因に 
なります。 
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給紙カセツトや手差しトレイに用紙をセツトするち法につ 
いて説明します。 


別の用紙サイズや種類を使用する場合 

工場出お時では、用紙のサイズと種類は< A 4 >と<普通 
紙>に設定されています。別の巧紙サイズや種類を使用す 
る場合は、用紙の設定を変更してください。 

因「用紙のサイズと種類を設定する」卜 P .2-16) 


3プリントしたい面を上にして、奥にあたるまで 
ゆっくりと差し込みます。 

因「用紙のセツト可能枚数」（一の- 14) 

因「用紙のセツト向き」（一の- 14) 

用紙束は積載制限ガイド （ A ) の下を通してください。 


給系圧カセツトにセツトする前に、「用紙をセツトする 
ときのごま意」（一 P .2-13) をご覧ください。 


• メモ 

はがををセツトするとを 



セットち法が異なりますので、「はがきをセットする」（一 
P .2-12) を参照してください。 


封筒をセツトする場合1 

(1) 封筒のふたを閉じます。 


用紙カバーを開けます。 




四封筒の束を平らな場所へ置き、上面を巧して空気を巧 
し、てから、縁の巧り目をきちんと付けて、平らにします。 


2用紙ガイドを用紙より少し大きめの位置へ移動 
します。 




X セツトする用紙サイズを変更する場合は、おず「用紙 
のサイズと種類を設定する」（一 P .2-16) で用紙の登録 
を行ってください。 
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(3) 封筒の四隅の固い部分を図のように取り除き、カール 
をなおします。 



(4) 封筒を平らな場所で揃えます。 



(5) プリントしたい面を上にして、奥にあたるまでゆつく 
りと差し込みます。 

4用紙ガイドをセットした用紙に合わせます。 



5後端の用紙ガイドをセットした用紙に合わせま 
す。 



6用紙カバーを閉めます。 

A 4 サイズより長い用紙をセツトする場合 

給紙カ セツ トの前面にあるカバーを開けます。 



7排紙延長トレイを引き出して、排紙ストッパー 
を持ち上げます。 



8セットした用紙のサイズと種類を設定します。 

因「巧紙のサイズと種類を設定する」い P .2-16) 
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手差しトレイにセツトする 


封筒をセツトする場合 


手差しトレイにセットする前に、「用紙をセットすると 
きのごを意」（一 P .2-13) をご覧ください。 


給紙カセットにセットされている用紙と、種類やサイズが 
異なる用紙にコピーやプリントする場合は、手差しトレイ 
を使います。 

手差しトレイには用紙を1枚ずつセットします。 

I メモ 

はがををセットするとを 

セットち法が異なりますので、「はがきをセットする」（一 
P .2-12) を参照してください。 


1用紙ガイドの幅を紙幅より少し広めにセットし 
ます。 



2プリントしたい面を上にして、奥にあたるまで 
ゆっくりと差し込みます。 

因「用紙のセツト可能枚数」（一 P .2-14) 

因「用紙のセツト向き」（一の- 14) 

積載制限ガイド ( A ) の下を通してください。 



(1) 封筒のふたを閉じます。 



四封筒の四隅の固い部分を図のように取り除き、カール 
をなおします。 



口）プリントしたい面を上にして手差しトレイにまっすぐ 
に差し込みます。 

3用紙ガイドを用紙の幅に合わせます。 



4排紙延長トレイを引き出して、排紙ストッパー 
を持ち上げます。 




5セットした用紙のサイズと種類を設定します。 

因 「用紙のサイズと種類を設定する」卜の -16) 
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はがきをセツトする 


4用紙ガイドをセットしたはがきに合わせます。 


給紙カセツトや手差しトレイにはがきをセツトするち法に 
ついて説明します。 

給紙カセツトにセツトする， 


給紙カセツトにセツトする前に、「用紙をセツトする 
ときのごミ主意」（一 P .2-13) をご覧ください。 


用紙 カバーを 開けます。 



2用紙ガイドを用紙より少し大きめの位置へ移動 
します。 



セツトする用紙サイズを変更する場合は、必ず「用紙 
のサイズと種類を設定する」 （^ P .2-16) で用紙の登録 
を巧ってください。 

3プリントしたい面を上にして、奥にあたるまで 
ゆっくりと差し込みます。 

因「用紙のセツト可能枚数」（一の- 14) 

因「用紙のセツト向き」（一の- 14) 

はがきの束は積載制限ガイド ( A ) の下を通してください。 



•( A ) 



5小サイズ用紙ガイドを給紙カセツトから取り外 
します。 



6小サイズ用紙ガイドを図のように、真上から差 
し込み、奥側へ倒します。 



後端の用紙ガイドをスライドさせて、小サイズ 
用紙ガイドをはがきに合わせます。 



8用紙カバーを閉めます。 
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9 排紙延長トレイを引き出して、排紙ストッパー 
を持ち上げます。 



10セットしたはがきのサイズと種類を設定します。 

囚「用紙のサイズと種類を設定する」卜 P .2-16) 

手差しトレイにセツトする. 


手差しトレイにセットする前に、「用紙をセットすると 
きのごを意」（一 P .2-13) をご覧ください。 


給紙カセットにセットされている用紙と、種類やサイズが 
異なる用紙にコピーやプリントする場合は、手差しトレイ 
を使います。 

手差しトレイには、はがきを1枚ずつセットします。 

1用紙ガイドの幅を紙幅より少し広めにセットし 
ます。 


3用紙ガイドをはがきの幅に合わせます。 



4排紙延長トレイを引き出して、排紙ストッパー 
を持ち上げます。 




5セットしたはがきのサイズと種類を設定します。 

因「用紙のサイズと種類を設定する」卜の- 16) 


用紙をセツトするときのごま意 



2プリントしたい面を上にして、奥にあたるまで 
ゆっくりと差し込みます。 

因「用紙のセツト可能枚数」（一の- 14) 

因「用紙のセツト向き」（一の- 14) 

積載制限ガイド ( A ) の下を通してください。 



A ま意 

用紙の取り扱いに注意する 

用系圧の端で手を切ったりしないように、ま意してあっ 
てください。 

給紙カセットをセットするとをのま意 

指を挟まないようにしてください。 

©重要- 

おず用紙ガイドを用紙の幅に合わせる 

-ゆるすぎたりきつすぎたりすると、用紙が正しく送られ 
なかったり、紙づまりの原因になります。 

. 本製品のプリント結果は、お使いの環境により、紙送り 
方向の長さに対して最大 1.3 %ずれる（斜めになる）場合 
があります。プリント結果のずれは、原稿を正しくセッ 
卜することで、軽減されることがあります。 

裁断状態が悪い用紙を使用するとき 

裁断状態が悪い用紙を使巧すると、重なって送られることが 
あります。そのようなときは、巧紙の束をよくさばき、巧 
紙を平らな場所でよく揃えてからセットしてください。 

積載制限マークの線を超す量の用紙をセットしない 

絶対に積載制限マークの線を超えない範囲でセットしてく 
ださい。積載制限マークの線を超す量の用紙をセットする 
と、給紙不良の原因になります。 

封筒にプリントするとき 

封筒は、表面（貼り合わせのない面）を上にしてセットし 
てください。裏面にはプリントできません。また、必ずふ 
たを閉じてからセットしてください。 






用紙のセツト向き 


I メ f . . ― 

手差しトレイの用紙のセツト向を 

給紙カセツトと同じです。 


レタ-ヘッドやロゴがきの用組けレプリント紙）などにプリントする場合 

巧のように正しい向きに用紙をセットしてください。 

:給紙ち向） 



<給紙方法切替>げ<スピード優先>に設定されてぃる場合 
(工場 出 お時の設定） 

图 「プリント面を選択する （ MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d 
のみ)」い P .2-18) 

<給紙方法切替>が<プリント面優先>に設定されてぃる場合 
因 「プリント面を選がする （ MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d 
のみ)」（一 P .2-18) 

MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d のみ 


はがをがカールしているとを 

逆向をに曲げて反りをなおしてからセットしてください。 


メ ： E . . . 

使用でをる用紙の詳細 

因「使用できる用紙について」（一の-の 

給紙カセツトの用紙ガイドのサイズ表記 


用紙サイズ 

用紙ガイド 

リーガル 

LGL 

レター 

LTR 

エグゼクティブ 

EXEC 


(A) 

(B) 


郵便4面はがきは使巧できません。 



用紙の種類 

給紙部 

( A ) 

手差しトレイ 

( B ) 

給紙カセット 

普通紙 （64 g / m 2 の場合） 

1枚 

約250枚 

厚紙削 g / m 2 の場合） 

1枚 

約170枚 

厚紙 （128 g / m 2 の場合） 

1枚 

約100枚 

OHP フイルム 

1枚 

約50枚 

ラペル用紙 

1枚 

約100枚 

郵便はがき 

1枚 

約20枚 

郵便往復はがき 

1枚 

約20枚 

4面はがき* 

1枚 

約20枚 

封筒 

1枚 

約20枚 


用紙のセツト可能か数 



原稿と用紙の取り扱い 
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はがきにプリントする場合 

プリント面を上にして、巧のようにセットします。 

:給紙ち向） 

はがを 

はがきの上端が給紙カセットを手前から見て奥側にな 
るよラにセツトします。 



4面はがを 

はがきの上端が給紙カセットを手前から見て奥側にな 
るよラにセツトします。 



往復はがを 

はがきの上端が給紙カセットを手前から見て左側にな 
るよラにセットします。 



封筒にプリントする場合 

ま面（貼り合わせのない面）を上にして、次のようにセッ 
卜します。 

:給紙ち向） 

洋お長3号 

ふたが給紙カセットを手前から見て左側になるように 
セットします。 



長お3号 

ふたが給紙カセットを手前から見て奥側になるように 
セットします。 



原稿と用愛取り扱い 
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給紙カセツトまたは手差しトレイに用紙をセツトした場 
合、セツトした用紙のサイズと種類に合わせて用紙設定メ 
ニューの登録内容を変更してください。 


(3 重要 


セットした用紙サイズと設をが一致していないと 

エラーメッセージが表示されたり、正しくプリントされま 
せん。 


MF4580dn/MF4570dn/MF4550d/MF4450 


用紙設定 

7ドレス•属; <1：!- 

) 口,广 

，''か’,1 WESS I 


-口 口.广い 

02 .''か-’1 I 

03 ボ ー7 ソ ' 

ロロ ロ 

«?.««/ 

oa マンフツウ 中 I- 

J ロ ロ ロ 



1C ス • す n ン ) 



, で AIC 口 DEI 田* 

C_)QJQJ ( を） 

SGHI I.气 ，.MN0 

f 4 ) 广5 ) 广6 ) 

スバ 

ののの ® 

つ I 巧 巧ート 

をのむ 

トン浩 と) 


MF4430/MF4420n/MF441 0 



_用紙設定_ ▲▼OK _ 

1 [(^](用紙設定）を押します。 

2 [▲][▼] で<手差し>または<カセット1> 

を選択して、 [ OK ] を押します。 


用祇試定 _ 

_宜丰差し_ 


3 [▲] [▼] で用紙サイズを還択して、 [ OK ] を 

押します。 

困「使用できる巧紙につぃて」い P .2-6) 

X ユーザー設定用紙を登録する場合は、「ユーザー設定用 
紙を設定する」卜 P .2-16) を参照してくだホぃ。 

r 用紙サイズ 1 


A 5 I 

B 5 

長形3号 U 


[▲] [▼] で用紙種類を選択して、 [ OK ] を押 
します。 

因「使用できる用紙につぃて」いの- 6) 

巧紙種類 

普通紙 （60 〜90 g / m 2) [ j ] 

再生紙 

色紙 _ U _ 

r ()1 (用紙設定）を押して、<用紙設定> 
画面を閉じます。 


ユーザー設を用紙を設定する 


ユーザー設定用紙にプリントする場合は、用紙のサイズと 
種類を設定します。 


MF4580dn/MF4570dn/MF4550d/MF4450 
用紙設定 


7ルリ•の>1ュ- 

) 气广わ • 

I ■夕 <•'1 9 BS 是1 


—口 气广い • 

02 aesa j 

03 ポース パ ' 

ロロ ロ 

な 5 ilg / 

M スン7ック *_t 

」ロ ロ ロ 




テンキー 

—— I— ——I 

ァ— )3 SBC tfDBF !»■ 

口のの ® 

5加1 I'MNO — 

山山し。スぃブ 

y P0RS 1, TUV : IV)CVZ \ 

口の口 J @ 


MF4430/MF4420n/MF441 0 


ut ット 

□燈！ 


_用紙設定_ ▲▼OK _ 

1 (用紙設定）を押します。 

2 [▲][▼] で、<手差し>または<カセット1> 

を選択して、 [ OK ] を押します。 


巧紀おが _ 

目手差し_ 

wimsms^^m 


原稿と用紙の取り扱い 
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3 [▲] [▼] でくユーザー設定（カスタ厶）>を 
選択して、 [0 K ] を押します。 


用紙サイズ 
AUS-FOOLSCAP 
B-OFICIO 
Mexico-OFICIO 


ユーサー丘を /E (力乂タム) 


4 < x > ち向と < Y > ち向のサイズを設定します。 

(1)[▲] [▼] で方向を選択して、にのを押します。 


f サイズを指定 1 


,X , 

1 丫 

<確定> 

_ P. 

X:0nn 1 

Y:0mm 


四 [▲] [▼] でサイズを設定して、に K] を押します。 
MF4580dn/MF4570dn/MF4550d/MF4450 の場合は、 
テンキーを使って数値を入力することもできます D 


[ X の長さ 

取 

▲ 


150 

mm 


(77 〜 21 6) 



(3) [▲] [▼] でく確定>を選択して、防 K] を押します。 


サイズを指定 


X 




Y- 1 X: 150mm 


□ 

]Y ； Y:170mm 


5 [▲][▼] で用紙の種類を選択して、 [ OK ] を 

押します。 


用紙種類 

普通紙 (60-90 g/m 2 ) 「 


再生紙 
色紙 


6 (用紙設定）を押して、<用紙設定> 

画面を閉じます。 







両面プリント時と片面プリント時でプリント面を揃えるか 
どうかを設定します。 

本項目の設定によって、プリントされる面が変わります。 
プレプリント紙（あらかじめプリントしている紙）を使用 
するときは、「用紙のセット向き」（一 P .2-14) をよくお読 
みになり、正しい向きに用紙をセツトしてください。 


両面プリント時と片面プリント時では、プリントされる面 
がをわるので、プリント面が揃いません。 

《プレプリント紙を使用するときは、両面プリント時と片面プリ 
ント時で、セツトした用紙の表裏を入れ替えるぶ、要があります。 


次のようなときに設定します。 

-プレプリント紙を使用しないとき 
-プレプリント紙に片面プリントのみを行うとき 


両面プリント時と片面プリント時のプリント面が揃います。 
※プレプリント紙を使用するときでも、両面プリント時と片面プリ 
ント時で、セットした用紙の表裏を入れ替える必、要はありません。 


巧のようなときに設定します。 

-プレプリント紙に両面プリントと片面プリントを行う 
とを 


メニユ- 


~1 


【 つビー II フ7クス 


02 リタイの—苗 KSS 

ロロ ロ 



03 ポ ー7 レ«—卜 

ロロ ロ 



D 4 7 •ンフツウ 中に 

ロロ ロ 




7 口 OH ■電 

(苗） 

S 5 HI J JH ，‘動 

f 4 ) 广5 ) 广6 ) 

スべ 

口のの ® 

n ,/ a / 丘つ K 5 巧ート 

をのの 

—ン微 托) 


表 裏 


A 面プリ: 

雨面プリ: 


表 裏 


ち■面プリン I 


両面プリント 


▲▼OK 


1 (メニュー）を押します。 

2 [▲] [▼] でく環境設定>を選択して、 [ OK ] 
を押します。 



3 [▲] [▼] でく給紙方法切替>を選択して、 [ OK ] 
を押します。 


環境設定 


音量調整 
表71^設ぶ 

トナーセーブモード 


給紙方法切替 


4 


[▲][▼] で設定する給紙段を選択して、 [ OK ] 
を押します。 


給紙切替方法 


手差し 


カセツ h 1 


5 [▲] [▼] で<スピード優先>または<プリン 
卜面優先>を選択して、 [ OK ] を押します。 


手差し 


スヒード優先 


プリン h 面優先 


<スピード 
優先> 


<スピード優先>に設定した場合、]<乂下のように 
巧紙をセツトしてください。 

:給紙方向） 

^^横レイアウトのページをプリントする場合の 
セットち法は、「巧紙のセット向き」 （^ P .2-14) 
を参照してください。 


片面プリント時 

而面プリント時 

プリント面を上にし 
てセットします。 

! 

表面 （1 ページ目）を 
下にしてセツトします C 

屬 


<プリント面優先>に設定した場合、が下のよう 
に巧紙をセツトしてください。 

:給紙方向） 

^^横レイアウトのページをプリントする場合の 
セットち法は、「巧紙のセット向き」 （^ P .2-14) 
を参照してください。 


くプリント 
面優先> 


用紙のセットち法は、片面プリント時と 
両面プリント時で同じです。 

•片面プリント時は、プリント面を下にして 
セ、 り卜します 

•両面プリント時は、表面 （1 ページ目）を下 
にしてセットします。 



6 「( )1 (メニュー）を押してメニュー画面を 

閉じます。 


(m プリント面を選択する （IVlF4580dn/MF4570dn/MF4550d のみ ） ) 


この操作で使用するキー 


本項目を<プリント面優先>に設定した場合 


齡【離した場合 


原稿と用愛取り扱い 
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コピーする 


コピーの使いかたについて説明しています。 


Chapter 



基本的なコピーち法 _^ 

互ピゴ弓_:/を璋聲クわ h すを………………………………………_ 3う 

ストップキーで中止する 3-3 

ぜ马型/をおた:で璋 IS クお!:すを…………………………………—を3 

コピー設定一覧 _^ 

琴查を！!寧.て.互たず.を . 9づ 

星の_鸟_雪を選_んでコたすを………………………………………__3;_4 

両面コピーをする 3-5 

巧ピ雖か.互たす.を .3-6 

皂 i ： をの ) li 璋を _1 が _の 里碼に コ—ピ：7 する… (ベ ： r ブ 害が)…… 3 r _6 
夕；7：到喝ドをを夕てコ_たすを—が:7—卜)…………………………ミス 
画像のエッジをくっきりさせる（シャープネス） 3-7 

ID カードをコピーする 3-8 


コピーのデフォルト値を変更する 3-9 


3-1 













U' い!/円* C れ止 

ロロ ロ 

03 ボースレポート 

■ロ ロ C 3- 

がな巧民/ 

04 オンフック 中止 

J ロ ロ ロ 


( 二1ピー Ijl つマ。ス jl 3丰でン 1 




実行/ X モリー ェラー 


<ァ力 ABCi サ DEF> 節覃 

C Oe 2 3 J 

夕 GHI ナ化 L /\MN0 W 

t 4 乂 5 )( 61 

ストッつ 

マ PQRS サ TUV ラ WXYZ /-"S 

CI 3 CDQD 脚 


• MF4430/MF4420n/MF4410 


コピ ー/ スキでン 

口 


© 


実行/乂モリーエラー 


スタート 

0 


コピー基本画面を表示します。 

参 MF4580dn/MF4570dn/MF4550d/MF4450 

[ (コピ - I ] を押します。 

• MF4430/MF4420n/MF 4410 

コ ピー基本画面が表示されるまで、 [()]( コ 
ピー/スキヤン）を押します。 


必要に応じてコピー設定を巧います。 

設定できる項目は7項目です。 

(詳細については、 P .3-4 ~ 3-7 を参照してください。） 


〇濃度 
百画質 

曰 両面 ( MF 4580 dn / 

MF 4570 dn / MF 4550 d のみ） 


0拡大/縮小 
百縮小レイアウト 
曰ソ-卜 
0シヤープネス 


必要なコピー部数を入力します。 

参 MF4580dn/MF4570dn/MF4550d/MF4450 

テンキーを使って、必要なコピー部数り〜 99) を入 
力します。 

※コピー部数を修正するときは、 rroi (クリア） 
を巧します。 

参 MF4430/MF4420n/MF 4410 

り） [▲] [▼] で<部数>を選択して、 [0 K ] を巧します。 

(2) [▲] [▼] でお要なコピー部数り〜 99) を入力 
して、 [0 K ] を押します。 


5 [® 


] (スタート）を押します。 


ここで行う設定は、現な行っているコピー操作のみに 
ち効です。すべてのコピー操作にちタカな設定をするに 
は「コピーのデフォルト値を変更する」（一 P .3-9) を 
参照してください。 


コピ—する 
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ブを確認/中止する 


コピージョブの詳細情報を確認することができます。また、 
コピーを途中で中止することもできます。 


■ メモ 

操作/ \°ネルの実行/メモリーランプ 


点灯/点滅してい 
る場合 

コピーを実行しています。 

消灯している場合 

コピー中のジョブはありません。 


ストップキーで中止する 

J [@](ストップ）を押します。 

X コピー中または待機中のコピージョブが1つだけの場 

合は、[@](ストップ）を2回連続して押すとジョブ 
を中止することができます。 


状況確認/中止キーで確認/中止する 

J rc )1 (状況確認/中止）を押します。 

2 [ A ] [ T ] で<コピージョブ状況>を還択して、 
[0 K ] を押します。 

状況確認/中止 ' 

デバイス状況 の 


ブ状況 


ファクスジョブ状況/.. 
プリントジョブ状況 


詳細情報が表示されます。 


コピージョブ状況 


<中止> 


受付香号： 0004 
状況： コピー 中 
受付時刻：18/0316:... 


2 複数のジョブが実行中の場合、 [▲][▼] で中 
止するジョブを選択して [ OK ] を押します。 


3 < 中止 

J [▼] 1 


しますか？ >と表示されたら、 [▲] 
で<はい>を選択して、 [ OK ] を押します。 


[(§)] (ストップ）を押しても中止でをます。 
コピーが 中止されます。 


中止しますか？ 
<いいえ> 


くはい> 


詳細情報 


X [▲][▼] で<詳細情報>を選択して、 [0 口を押すと、 
ジョブを確認して中止することができます。 


• 中止する場合 

(1)[▲] [▼] で<中止>を選択して、に K ] を押します。 


コピージョブ状況 

受付香号： 0004 
状況： コピー 中 
受付時刻：18/0316:, 


(2) [◄] で<はい>を選択して、 [ OK ] を押します。 

コピーが 中止されます。 



0) [ C __ )] (状況確認/中止）を押して画面を閉じます。 

• 巧認のみの場合 


[ C ~ )] 狀況確認/中山を押して画面を閉じます。 










コピー設定一覧 


D 濃度を調整してコピーする 


コピー基本画面 


] ピ-開始：スタ-トキ- 
100% 〇 A 4 

01 




[ 

原稿の桂傑：又ぞ/与... 
両面： OFF 



[▲][▼] で < 濃度 > を選択 


0 


設定画面 

濃度 
ち動濃度 




[◄] 

コピー濃度を薄く 
します。 

[►] 

コピー濃度を濃く 
します。 



[◄][►] で濃度を調整一 [ OK ] 


X <自動濃度>を選択すると、原稿に最適な濃度でコピーします。 
<原稿の種類>が<文字>な外に設定されている場合、<自動濃 
度>を選択すると、<原稿の種類>は<文字>に変更されます。 

X <自動濃度 >、< 手動濃度 > のどちらを選択していても、 
[◄1 [►] を押すと<手動濃度>を設定することができます。 


B 原稿の画質を選んでコピーする 

設定画面 

0 


[▲] [▼] で<原稿の種類>を選択 [▲] [▼] で原稿に適した設定を選択^ [0 K ] 


<文字> 

文字のみの原稿に適しています。 

<文字/写真（高速コピー）> 

文字と写真が混在している原稿に適しています。 

原稿を低解像度で読み込みます。 

<文字/写真> 

細かい文字と写真が混在している原稿に適しています。 

<写真> 

雑誌にプリントされている写真などの原稿に適しています。 


《 <濃度>が<自動濃度>に設定されている場合、<文字/写真（高速コピー）>、<文字/ 
写真>、<写真>を選択すると、<濃度>は<手動濃度>に変更されます。 


原稿の種類 
文字 


写真(高歪コ E-g 


文字/写真 

写真 


コピー基本画面 


] ピ-開始：スタ-トキ- f \ 
100% 〇 A 4 U 

1 


1ミ 農稳 ■ ±0 「 

i 

1 ■おお お 値 

11 

1 岡垣]: Uhh L 





両面コピーをする ( MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d のみ） 

• 片面の原稿一両面にコピー 

ピー基本画面 設定画面 


]ヒ-開始：スタ-トキ -m 

100% 〇 A 4 U I 


濃 


原稳の穗絹 


片面一両面 


而面： OFF 


[▲] [▼] でく両面>を選択 


I 叫凹 一 I 叫凹 

桐面4片面 


[▲] [▼] でく片面一両面>を選択一 [ OK ] 


♦両面の原稿一両面にコピー （ MF 4580 dn のみ） 
設定画面 


P 

晒 

1 


OFF 

片面一両面 

1 

[ 

両面一耐面 

別 


両が一片面 

山 


•両面の原稿一片面にコピー （ MF 4580 dn のみ） 
設定画面 


片面一両面 


両面一片面 


[▼] でく両面一両面>を選択一 [ OK ] 

開きちを設定したい場合 

(1)[▲] [▼] でく開き方設定>を選択^ [ OK ] 

両面 _ 

片を一両面 
両を一両面 

—耐由] 一口を]_ I 


(2) [▲][▼] で両面コピーのお式を選択^防 K ] 


[▲] [▼] でく両面一片面>を選択一 [ OK ] 


開き方設定 

じ Fti I iiiiT I uT 

IcflirnElGofiSI 

阿圆一厅回 


(4) 次の画面が表示されたときは [▲] [▼] で 
原稿の開きちを選択一 [ OK ] 

「 原稿の開 ^_^ 

囚 i 上下開き 


(5) 次の画面が表示されたときは [▲] [▼] で 
I 仕上がりの開きちを選択一 [ OK ] 


仕 J ■がり.の閱まホ 
0] 上下開き 


口） [▲][▼] で原稿の向きを選択一 [ OK ] 

原稿の向 き 
PI 横長原稿 


原稿台ガラスに原稿をセットした場合 

(1) 次の原稿をセットして [©] (スタート）を巧します。 （2) [▲] [▼] で<コピー開始>を選択して、 
* すべての原稿の読み込みが完了するまで、この操作 [〇のを押します。 

を繰り返します。 

r 次の原稿を読込：スタ-トキ -1 


枚数 X 部数： 001 x 01 
濃度：±0 


[►►次ぺ—ジへ 
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ぺージ順にならベてコピーする（ソ 


コピー基本画面 


] ピ-開始：スタ-トキ- 
100% 〇 A 4 

01 

倍率：100%等倍 
ページ’集約- OFF 

1 

!1 ソート： OFF 

：3 


k ] [▼] でくソート>を選択 


設定画面 


ソート 


OFF 


、] [▼] でく 0 N > を選択一 [0 K ] 


< OFF > 


<0 N > 


ページごとに指定された部数をコピーします。 
たとえば、3ページの原稿を3部コピーすると、 
「1、1、]」、「2、2、2」、「3、3、3」の順でプリ 
ントされます。 

ページ順に指定された部数を繰り返してコピー 
します。 

たとえば、3ページの原稿を3部コピーすると、 
「1、2、3」、「1、2、3」、「1、2、3」の順でプリ 
ントされます 


画像のエッジをくっきりさせる（シャープネ, 


ピー某本画面 


] ヒ開始：スタ-トキ- 

01 

100% 〇 A 4 

ぺージ集約： OFF 


V — い OFF 



設定画面 


シャープネス 




1で<シャープネス>を選択 


[►] でシャープネスを調整一 [0 K ] 

モアレ現象（モアレと呼ばれるまだら模様が出ること）を弱める 
ことができます。 

印刷写真などの網点を使用した原稿に適しています。_ 

文字や線などのエッジをくっきりさせることができます。 

青焼き原稿や薄い鉛筆書きの原稿などの読み込みに適しています。 

























力ードの両面を用紙の片面にコピーすることができます。 


この操作で使用するキー 


MF4580dn/MF4570dn/MF4550d/MF4450 

コピー 


01 7ル； u » 巧 y ニュー 

-ロ ロロ 

山 リ9イ TVU BB が 

ロロ ロ 

03 ポ -Z v '- f —' 

ロロ ロ 

C 畑 N / 

04 7ンフブク 中止 

J ロ ロ ロ 



7 n ABC マ B け. ESI 

1 「ス丰，ン ） CiJl_LJL2J @ 

ロロロ 3ぃブ 

Ilf 、\1 7 >oss V njv vvw 口 /-S 

い （OK バ )， (◎) 

己甲導窜を励 

•行"許 Cu 

\ 

▲▼OK スター ト 


MF4430/MF4420n/MF4410 



コピー/スキャン 


OK スタート 


カードを原稿台ガラスに置いて、フィーダーま 
たは原稿台ガラスカバーを閉じます。 

カードは原稿台ガラスの左端に付けずに、5 mm 程度の隙間 
ををけて置いてください。 

また、カードの中むと矢巧を合わせてください。 

力ードを横に並べたいとき 


I I 四 



カードを縦に並べたいとき 




2 コピー基本画面を表示します。 

• MF 4580 d n/M F 45 70 d n / MF 4550 d/M F 4450 
[ C ^] を巧します。 

• MF 4430/ MF 4420 n / MF 441 0 

コピー基本画面が表示されるまで、 [ C 3] (コピー/ 
スキヤン）を巧します。 

3 [▲][▼] で<ぺージ集約>を選択して、 [0 K ] 
を押します。 


北’-開始：スタ-トキ- 

100% 〇 A 4 U I 
両面： OFF 「 

_倍率：100% _等倍_| 


4 [▲][▼] で< ID 力ードコピー>を選択して、 
[ OK ] を押します。 


ページ集約 

OFF [ j ] 

2 in 1 I 

4 in 1 _ 


5 [ 0 ] (スタート）を押します。 

原稿の読み取りが完全に終わってから、次の手順に進んで 
ください。 

6 カードを裏返して置きます。 

カードは原稿台ガラスの左端に付けずに、5 mm 程度の隙間 
を空けて置いてください。 

また、カードの中むと矢巧を合わせてください。 

力ードを横に並べたいとき 




力ードを縦に並べたいとき 


— 昼 



□ 





[ 0 ] (スタート）を押します。 


メ f - - - 

原稿（力ード）のセット 

原稿台ガラスの左半分に収まるようにセットしてください。 

コピー倍率 

自動的に < 100%>に設定されます。 

使用でをる用紙サイズ 

A 4 またはレターな上のサイズです。 

組み合わせて使えない機能 

な下の機能は、 1 D カードコピーと同時に使えません。 

. 2 in 1/4 in 1 

. ソート 
• 両面 
-倍率 


コピ—する 
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コピーのデフォルト値とは、電源を入れたときや、 [®] 
(リセット）を押したときに適用される機能です。お好み 
で変更することができます。 

が下の設定を、デフォルト値として登録することができま 
す。 

-部数 
-濃度 

-原稿の種類 

• 両面 （ MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d のみ） 

-倍率 

. ページ集約 
. ソート 
•シャープネス 


この操作で使用するキー 


MF4580dn/MF4570dn/MF4550d/MF4450 


▲▼OK 

MF4430/MF4420n/MF441 0 



▲▼OK 


1 (メニュ ー) を押します。 

2 [▲][▼] で<コピー設定>を選択して、 [ OK ] 

を押します。 


メーユー 
環境設定 
タイマー設定 


ピー設定 


ファクス送信設定 U 


3 [▲] [▼] で<デフォルト設定の変更>を還択 
して、 [0 K ] を押します。 


コピー設定 


デフォルト設定の変更 


濃度補正 


4 [▲] [▼] で設定項目を選択して、 [0 K ] を押 
します。 


デフォルト設定の変更 
<確定> [\ 


部数： 01 


准卢 . +n 

原稿の種類：文字/写... 


設定の詳細については、次の項目を参照してくだホい。 

因「濃度を調整してコピーする」い P .3-4) 

因「原稿の画質を選んでコピーする」（一 P .3-4) 

因「両面コピーをする」（一 P .3-5) 

囚「拡大/縮小コピーする」（一 P .3 -旬 

因「複数枚の原稿を1枚の巧紙にコピーする（ページ集約) 
」い P '3-6) 

因「ぺージ順にならベてコピーする（ソート）」卜 P .3-7) 

因「画像のエッジをくっきりさせる（シャープネス）」（一 
P .3-7) 

5 設定後、 [▲] [▼] で<確定>を選択して、 [ OK ] 
を押します。 


デフォルト設定の変更 


<確お> 


部数： 01 

逸卢 . +n 

原稿の種類：文字/写... 


6 rc )1 (メニュー）を押してメニュー画面を 
閉じます。 


(• コピーのデフォルト値を変更する 



n ピ—する 
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n ピ—する 
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Chapter 


コンピューターからプリントする 


コンピューターからプリントする方法を説明しています。 

X Macintosh をお使いの方は、乂下を参照してください。 

• プリンタードライバーのインストール 
ースタートアップガイドまたはプリンタードライバーガイド 
-各機能の使用方法 
ープリンタードライバーのヘルプ 

プリンタードライバーガイドやプリンタードライバーのヘルプの表示方まについては、 「 Macintosh をお使いのお 
客様へ」（一 P .11-4) を参照してください。 



プリンタードライバーをインストールする 4-2 


コンピューターからプリントする 

4-3 

拡大/縮小してプリントする 

4-3 

複数ページを1枚の用紙にプリントする 

4-4 

両面プリントを行う 


( MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d のみ） 

4-5 

プリントジョブを確認/中止する 

4-6 


4-1 






〔♦ / リンタードフイパーをインストールタ々 



プリントするにはな下の準備を行います 


Stepi 

USB で接続するか、ネットワークで接続するかを 
選択します。 

豚スタートアップ ガイド ー「4コンピューターと 接続し、 



ソフトウェアをインストールする」 

Step 2 

プリンタードライバーをインストールします。 



i メ f - - - - - - - - - - - 

本製品のポート番号を変更する場合 

本製品のポート番号を変更します。 

IE を e - マニュアルー セキュリティ ー- > ネットワークの接続を制限する （ MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4420 n のみ）ープリント時のポー 
卜番号を設定する 

コンピューターの設定を変更します。 

防 e - マニュアル ーネットワーク設定 （ MF 4580 drVMF 4570 dn / MF 4420 n のみ）ープリント/ PC ファクス送信の設定をする ーコ 
ンピューターの設定をする 

プリンタードライバーとは 

アプリケーションソフトウエアからプリントするとをにお要です。アプリケーションソフトウエアのプリントデータをプリンター 
用のデータに変換して、プリンターへ送ります。 

本製品のプリンタードライバーは、な下の特長があります。 

-プリントデータの処理をコンピューターとプリンターで負荷分散することによって、最適なま度で出力することを可能にします。 

-従来よりも高まで安定したプリントができる他、少ないメモリーでの動作を実現します。 

-プリントデータの変換な外にも、プリントデータをスプールする機能やプリント条件を設定する機能を持っており、化大/縮小 
やとじしろ調整など、さまざまなプリントの仕上がりを設定することができます。 


n /ノピ I 夕 I 261'''リントする 
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用紙サイズに合わせて、プリントデータを拡大/縮小でき 
ます 

自動的に倍率を決定するち法と、任意の倍率を指定するち 
まがあります。 


3 [出力用紙サイズ]から実際に印刷する用紙サイ 
ズを選択します。 


m Canon MF 4500 Seri 巧のプの厅ィ 
I ベ—つ i 远巧お f _| 邮抵_ 


[ページ設定]をクリックします。 

プリンタードライバー画面の表示方法については、 e - マニュ 
アルの「プリントする」または「あらかじめプリントの設 
定をする」を参照してください。 


m Caron MF 4500 S«ri 巧のプ□パ 
if ぺづ i 巧上ザ |e 巧坦ち 



1^巧巧サイズ恩： 
包出。巧!;サイズ(。 


|閒サイス闹じ _ 

- 1 单 I がり〜 99) 


ユ-ヴ-巧ち思 WU ). ベーツオブシ3ソ £) 〕I 化*ななの- 

1 OK 1 [ わ; II — 〜々 


2 [原稿サイズ]からアプリケーションソフトウェ 
アで作成した原稿のサイズを選択します。 


m Canon MF 4500 Sen がのプロパでィ 
I ぺ - ジ I 巧由よげ」脚ぉ @ 



田宿串5巧定夕 J ■(の 
巧取 3) 


r OK I r 11- へ " づ ] 

選択した原稿サイズと出力用紙サイズにより、拡大/縮小 
の倍率が自動的に設定されます。 

4 任意の倍率を指定する場合は、[倍率を指定する] 
にチェックマークを付けたあと、惟割であ大 
/縮小の倍率を指定します。 

(WCanonMM 功 OSen 巧のプ日バ 5V |^| 

Iベーコ|巧 itt 上げ」 Ensi 店ち. 


I 团语韩店が娜 ) 


【100 4 - »( 25 ~ 200 ) j 


ユ - ザ - 巧 ' I ツォブシ 3 ： XD— 1I おな巧の I I 

[OK I [ ] 一 〜レ 


5 [ OK ] をクリックします。 


7ユーヴ-巧ち思《ぶ ^ベーツオブシの-1 [ 化# CR すの 

[OK ] I キゎゎ M 〜な 


お使いのアプリケーシヨンソフトウェアによっては、ア 
プリケーション側での拡大/縮小設定が優化される場合 
があります。 

お使いの OS 、 プリンタードライバーの種類およびバー 
ジョンによって画面が異なることがあります。 


n ンピユ I 夕 I からプリントする 
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複数ぺージを 1 枚の用紙にプリントする 


連続した複数のページを用紙1枚に縮小してプリントしま 
す。用紙1枚に2、4、6、8、9、16ページ分の原稿を配 
置することができます。数枚の原稿が1枚にまとまること 
で、見やすい資料が作れます。また、用紙も節約でき、保 
管時の省スペース化にも役立ちます。 


1 [ぺージ設定]をクリックします。 

プリンタードライバー画面の表示方法については、 e - マニュ 
アルの「プリントする」または「あらかじめプリントの設 
定をする」を参照してください。 

輔 Canon MF4 撕 Sen 巧のプ日バディ 



2 [ぺージレイアウト]から [ Mini ]( N は用紙1 
枚に配置するページ数）を選択します。 



3 晒圖鼠からぺージを配置する順序を選択しま 
す。 

*l»CanoriMF4S00S«res®7CI"5V _ 

ぺ—ン開 |ft が巧福耳_ , 

わお;入口の： 夕日な36民走 - ’ I ' I ISK 3) - I : 

出力ち法 (M ) .己な■田 • .1 


4 [0 K ] をクリックします。 

i メモ 

. 本機能をお使いの場合、任意の倍率で拡大/縮小でをま 
せん。 

-本機能をお使いの場合、アプリケーションソフトウェア 
側で部単位でプリントする設定をすると、正しくプリン 
卜できないことがあります。 

-お使いの 0 S 、 プリンタードライバーの種類およびバー 
ジョンによって画面が異なることがあります。 



画面左側のプレビューに出カイメージが表示されます。 


n ンピユ I 夕 I からプリントする 
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[とじち向]からとじしろの位置を選択します 



r OK 1 r 1 r— 〜レ ^— I 


画面左側のプレビューに出カイメージが表示されます。 


m- Canon MF 4500 S«ri 巧のプ□パ 5V 

,ぺ 一 ：>»ミ-: tt 上 

け 邮お田. 


' わちに入口の： 

夕日巧史廣ち 

， i isiou ). 11 tnu ). 1 

做ち法 (M)' 

己な A 

■ 


.A4( 坦车. 














状況確認/中止 


▲▼OK 



状況確認/中止 


▲▼0 K 


1(状況確認/中止）を押します。 

2 [▲] [▼] で<プリントジョブ状況>を選択し 

て、 [0 K ] を押します。 


状況確認/中止 


デバイス状況 
コピージョブ状況 
ファクスジョブ状況/.. 


ブ状況 


3 



[▲] [▼] で確認または中止するジョブを選択 
して、 [0 K ] を押します。 


プリントジョブ状況 


11109 :42 AM プリント中 


1109 :43 AM 待機中 


点灯/点滅してい 
る場合 

ジョブを実行しています。 

消灯している場合 

メモリー内にジョブはありません。 


この操作で使巧するキー 


MF4580dn/MF4570dn/MF4550d/MF4450 


詳細情報 


く中止> 


受付ま号： 0003 
状況：プリント中 
受付時刻： 01/0109:. 


四 [◄] で<はい>を選択して、 [ OK ] を押します。 
プリントが中止されます。 


中止しますか？ 


(3) r ( )1 (状ミ兄確認/中止）を巧して状況確認/中止 

画面を閉じます。 


メ ： E - - - 

[(§)] (ストップ）でも中止でをます 

プリントジョブの中止は、[@](ストップ）を押しても 
行うことができます。 

X プリント中または待機中のプリントジョブが1つだけの 
場合は、[@](ストップ）を2回連続して押すとジョ 
ブを中止することができます。 


• 巧認のみの場合 

[ C ~三](状況確認/中止）を巧して状況確認/中止 


画面を閉じます。 


ブを確認/中止する 


詳細情報が表示されます。 


現在プリント中または待機中のジョブを確認したり中止し 
たりすることができます。 


I メモ- 


操作パネルに表示される文書る称やユーザーを 

プリントするファイルによっては、正しく表示されない場 
合があります。 

操作/ \°ネルの実行/メモリーランプ 


詳細情報 


<中止> 


受付香号： 0003 


状況：プリント中 
受付時刻： 01/0109:. 


• 中止する場合 

(1)[▲] [▼] で<中止>を選択して、 [ OK ] を押します。 


ち sali*ol-I 

S 0 S 

"0 占る"0 
_ 一 


n ンピユ I 夕 I からプリントする 
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Chapter 


アドレス帳に宛先を登録する 

(MF4580dn/MF4570dn/MF4550d/MF4450 のみ ) 


アドレス帳に宛先を登録する方法や、登録した内容を変更、消去する方法について説明してい 
ます。 



アドレス帳とは 

5-2 

ワンタッチダイヤル 

5-2 

短縮ダイヤル 

5-2 

グループダイヤル 

5-2 

ワンタッチダイヤルを登録/編集する 

5-3 

操作/《ネルから登録/編集する 

5-3 

リモート UI から登録/編集する 

( MF 4580 dn / MF 4570 dn のみ） 

5-5 

短縮ダイヤルを登録/編集する 

5-6 

操作/《ネルから登録/編集する 

5-6 

リモート UI から登録/編集する 

( MF 4580 dn / MF 4570 dn のみ） 

5-8 

グループダイヤルを登録/編集する 

5-10 

操作/《ネルから登録/編集する 

5-10 

リモート UI から登録/編集する 

( MF 4580 dn / MF 4570 dn のみ） 

5-13 


5-1 











(• アドレス帳とは 



アドレス帳とは、宛先の登録や管理をする機能です。よく 
利用する宛先を、アドレス帳のワンタッチダイヤルや短縮 
ダイヤルに登録しておくと、テンキーで宛先を入力せずに、 
原稿の送信先に指定することができます。 

また、ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルを、ひとつのグ 
ループとしてなをしておくこともできます。 

宛先の登録は、操作パネルから行います。 

XMF 4580 dn / MF 4570 dn の場合は、宛先の登録をリモート UI か 
らも巧えます。（リモート UI では、宛先名を漢字でも入力でき 
ます。） 


ワンタッチダイヤル 


ワンタッチダイヤルキーに宛先を登録し、ワンタッチダイ 
ヤルキーを押して宛先を指定します。最大4件まで登録で 
きます。 

困「ワンタッチダイヤルを登録/編集する」（一 P .5-3) 


短縮ダイヤル 


短縮を号に宛先を登録し、短縮番号を入力して宛先を指定 
します。最大100件まで登録できます。 

囲「短縮ダイヤルを登録/編集する」い P .5-6) 


グループ ダイヤル 


ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルに登録した宛先を、1 
つの グループ（最大50件まで）としてまとめることがで 
きます。グループダイヤルは、ホ登録のワンタッチダイヤ 
ルまたは短縮ダイヤルに登録します。ワンタッチダイヤル 
または短縮ダイヤルを指定するだけで、グループとして登 
録した複数の宛先を指定することができます。 

因「グループダイヤルを登録/編集する」い P .5-10) 

I メモ 

アドレス帽ファイルの巧な/読み込み 

アドレス帳は、リモート UI を使ってお使いのコンピューター 
にファイルとして保巧したり、なをしたファイルを本製品 
に読み込ませることができます。 

豚 e - マニュアル ー コンピューター からの設定や管理 ーア 
ドレス帳を管理する ( MF 4580 dn / MF 4570 dn のみ） 
ただし、ファイルとしてなをした ア ドレス帳の編集はでき 
ません。 

アドレス帳に登録した宛先の確認 

巧先一實表をプリントして、巧化を確認することができます。 
e - マニュアル ー本製品の基本操作（お使いになるおに） 
ーリストをプリントするーアドレス帳リストをプリン 
卜する （ MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d / MF 4450 の 
み） 


アドレス帳に宛先を登録する ( MF 4 结 0 dn / MF 4 く 0 dn / MF 4550 d / MF 4450 のみ) 
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ワンタッチダイヤルを登録/編集する 


が下の操作ち法について説明します。 
. ワンタッチダイヤルを登録する 
• ワンタッチダイヤルを編集する 
. ワンタッチダイヤルを削除する 


(4) [▲][▼] で<ファクス>を選択して、に口を巧 

します。 


アドレス帳 


] なと引三 

02 リ S けル S 地 S 

ロロ ロ 

03 ボ ーX レ; 

ロロ ロ 

amm/ 

04 オンソソソ 中 It 

J ロ ロ ロ 


ファクス 





7■ ノキ — 、 I- ノ 

-1=- 

- ァ - 力 4B£ 一 , Mf . 

) CiJCUCiJ t©) 

リ Gm 5- JKL nMNO 

口のの ， 

\ W マ PQRS 口 lUV ラ W け ' /-~>y 

夕 es 包苗獻 

トー。 11 ， / 【み） 

WJ 


庚る ataOK 


フアクス ]] を押します。 


[(^](アドレス帳）を押します。 

参新しくワンタッチダイヤルを登録する場合 

(1) アドレス帳に登録るみの宛先がある場合は、 [◄] を 
押します。 

巧めて宛先を登録する場合は、 （2) へ進んでください。 

口） [▲] [▼] で<アドレス帳に新規登録>を選択して、 
[ OK ] を押します。 


アドレス帳の暗証番号が設定されている場合 

テンキーを使ってアドレス帳の暗証番号を入力したあ 
と、に K ] を巧します。 

I アドしス帳の暗証香号 I 



口） [▲][▼] で<ワンタッチ>を選択して、 [ OK ] を 
押します。 


登録先 _ 

短縮ダイヤル 


宛先の種類 
グループ 


(5) [▲][▼] で登録する番号を選択して、 [ OK ] を巧 

します。 

登録香号を選択/入力 1 

02モ登録 
03モ登録 
04ホ登録 

(句 [▲] [▼] で<る称>を選択して、に K ] を押します。 


ファクス _ 

<確定> 


宛先： 

_ワンタッチ： 01_ 

のテンキーを使って<る称>を設定します。 

因け巧:の入力ち法」（一 P .1-9) 

名称 (16 文字が内） 

キヤノン ■ _ 

<確定> 

(8) [▲] [▼] で<確定>を選択して、に K ] を巧します。 


名称 (16 文字が内） 
キヤノン圆 

入カモード：カナ 


脚 [▲] [▼] で<巧先>を選択して、 [ OK ] を巧します。 

ファクス _ 

<確定> 

名称：キヤノン 


_ワンタッチ： 01_ 

(10) テンキーを使って<宛先>を設定します。 

ぷ要に応じて、に K ] を押して<詳細設定>を設定します。 


宛先 （120 巧が内） 

01234567891_ 

<確定> 


アドレス帳に宛先を登録する (IVIF4 沒 0dn/IVIF4570dn/MF4550d/IVIF4450 のみ 
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(11)[▲] [▼] で<巧定>を選択して、 [0 K ] を押します。 


宛先 (120 ti か乂内） 


01234日67891 


<確定> 


詳細設定 


(12) [▲] [▼] で<巧定>を選択して、 [ OK ] を押します。 


ファクス 


<確定> 


名称：キヤノン 
宛先： 0123456789 
ワンタッチ： 01 


♦登録•るみのワンタッチダイヤルを編集する場合 

(1)[-4] を押します。 


因巧キトノン0123456789 


〕の因 


(2) [▲] [▼] で< アドレス帳の編集> を選択して、 [0 口 

を押します。 


アドしス帳に新規登録 J ' 


アドしス帳の詳細 L 

□ladDC^d 


アドレス帳の暗証番号が設定されている場合 

テンキーを使ってアドレス帳の暗証番号を入力したあ 
と、にのを押します。 


アドしス帳の暗証香号 


4ムムムム4ム 
中やかホ中やか 


晒定： 0 K キー） 


(3) [▲][▼] で編集したい巧先を選択して、に K ] を 

巧します。 



(4) 


[▲] [▼] で編集したい項目を選択して、に K ] を 
巧します。 

• 名称 
• 巧先 

-ワンタッチ 


ファクス 


<確定> 

名称：キヤノン02 
宛先： 9876日43210 


ワンタッチ： 02 


(5) 編集後、 [▲] [▼] で<確定>を選択して、ロロを 
巧します。 

(6) [▲] [▼] で<巧定>を選択して、 [ OK ] を押します。 


ファクス 


<確定> 


名称：キヤノン02 
宛先： 9876543210 
ワンタッチ： 02 


• 登録•るみのワンタツチダイヤルを削除する場合 

(1)[-4] を押します。 



(2) [▲] [▼] で<アドレス帳から削除>を選択して、 

にのを押します。 


アドしス帳の編集 
アドしス帳の詳細_ I 

ホ似墨‘* I 

□ladDCADE 


アドレス帳の巧証番号が設定されている場合 

テンキーを使ってアドレス帳の暗証番号を入力したあ 
と、にのを押します。 


アドしス帳の暗証番号 




瞄定： 0 K キー） 


(3) [▲] [▼] で削除したい巧先を選択して、に K ] を 

巧します。 



(4) [イ]で<はい>を選択して、に K ] を巧します。 


アドしス帳から削除し 
ますか？ 


I し、し、ス 


3 [〇)]( 戻る）を押してメニュー画面を閉じます。 


アドレス帳に宛先を登録する ( MF 4 结 0 dn / MF 4 く 0 dn / MF 4550 d / MF 4450 のみ) 
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►が!*ヘイ-ん 

® インターネ W 卜1«■モード； S 巧 A ， *1100% • 

参新しくワンタッチダイヤルを登録する場合 

手順5に進みます。 

参登録•るみのワンタッチダイヤルを編集する場合 

り）番号または名前をクリックします。 

(2) [編集]をクリックします。 


1 Web ブラウザーを起動します。 

2 アドレス入力欄に 「 http :// <本製品の IP アドレ 
ス>/」を入力して、キーボードの [ ENTER ] キー 
を押します。 

入力例： http :// 192.168 .0.21 5/ 

I 4$ 空白のベージ -Windows Internet Explorer 
I 11- -i f gj http；// 192.168 .0.215 / I ■ 

ファイ J 地）法ま旧 S 示な）お雨こ入り &) ツニ JKD 〜レプ肚： 

な おをに入0 度空白のベージ i 


3 リモート UI にログオンします。 

(1) [管理者モード]を選択します。 

(2) [システム管理暗証番号]を入力します。 

(3) [ OK ] をクリックします。 


4 [アドレス]一[ワンタッチ]をクリックします。 


5 


6 


リモート UI から登録/編集する 
( MF 4580 dn / MF 4570 dn のみ） 


(3) 宛先の編集画面で必要な項目を設定して、 [ OK ] をクリッ 
クします。 

♦登録•済みのワンタッチダイヤルを削除する場合 

(1) 削除したい番号のチェックボックスを選択して、[削除] 
をクリックします。 

[未登録]または未登録の番号をクリックします。 


6 リモート川(アドレス）；！ MF4S00 Series - Windows Internet Explorer 
nKp:"19 之. 1 が. 0.2 じ,。 _iis し one. 巧 

ファイルの ga 旧表示凹お気に入り化）ツー)1/〇〇_ヘルプ脚 
, 3S* に乂〇 t リモ-卜 UK アドレス）；； MMSOOSeries 


, I fc) Bing 


I 三 Na I の 
p -I 


. L 



■、 


巧ホーち 

[PJ 


* ち-• ちが 
foi 1 田 I モ结 a j 

02 H 末ち巧 

03 〇 夫皆巧 


03 

04 田 


3任の在 g 

ホ登を 
モ豈を 
モ留を 
モ留ま 


L2J 


® インターネット|«■モード；有巧 A， み1扣 W 


[通信の種類]から[ファクス]を選択します。 


6 リモート川(アドレス）；； MF4S00 5en«s - WIndotvs Internet Explorer 
^^し )• !-ス http://lの.l泌.0.2巧'a_one_view.cgi^se^ected-，] S |"*t] X | 't> Bing 
ファイ, K£) Sa 旧おの £*(i：A0(A) ツ ー) 処 _ 〜レプ （ 

々お出こ乂り たリモート峭アドレス）；： MF< 


呂曲の 


■V レプ脚 


X 

MF 4500 Senes 

团 

1巧規宛先の登録 1 


1 OK IIキ r ン t ル1 



-ジザ&モされまレた 


01ファクス|| 

1もルづ1 


をな： 
ファクスまち 

h 


店 ECIk な信する 


送なスピード：|3—おな bps 田 

国巧送倍： 

田!内を巧 Jj 


〇インターネットI «■ モード；育巧 


な，み1扣％ • 


必要な項目を設定して、 [ OK ] をクリックします。 


4$リモート山ロドレス）； 

1玄 http;'''192.168,0,215,s_one_view,C9l»selerted-，J 目 I を「X j わ Bing 

コ，ィル(。お。）_表末凹-が5に、。出-ツ ーiWl) _〜レフ化）_ 

女綠に入。 でリモート山(ァドレス）；: MR500 Series |_ 


X 


■巧 

を S モモード 


护: ヮ ー?',千 


恥 


通信の種ち；Iっァクスり 


01ファクス 

をな； ぶ因ち拓 

フアタスを号：1234祐78 
防 ECX 拉 i 信する 
ぶ巧スビード：13360如口区 
国居送な： 面ろをる—1 


固 


迅 

〇.ぶ 


( 1 ) 


9インターネ w 卜1保 g モード；有面 


た • 巧100 W - 


タリモ ー1- 川【トツプべージ）； MF4S00 Series : HF4500 Series - Windows Internet Explorer 
@1つ- I 王 http;// 192.1助. 0.2 巧,し wel の m.cgi ，向！* »"! X j お Bing 

つァ" OWE)_ 階旧 aS(y) おまに又口 (6) ツールのへ)レプ化）_ 

み左 H に人り で_リモ_卜山（卜かブベージ）； MMSOO Series ; 


*■0-11^ liim 

p ，| 


リモート UI 



リモ-トロ 

Copyn か t CANON INC. 2010 

AU Ri 班 ts Reserved 

デバイスを： MF 4500 Scries 
裝品名； MF 4500 Series 

巧 B 巧巧： 


ブリン女一: 〇6[1耐できます。 

スキヤナー: 〇おみ込みできます。 

フ7クス： 〇ファクスてさます. 


Language:IJapsresel^ t Switch j 


ログオンするモードを宙巧してください， 


I- 宙巧ちモードI 

■ - 一み亡一む14 もバイスの詰ちや-ソ3ブの巧作が巧をです • 

システム g 狙を!正否ち： — (2) 

み—なユ—ザ—モ—ド 

このモ-ドではデ iW スや-ソがの t« 店 M め!)‘■巧巧です。 

ドキュメントのユーヴーちを入力すると，そのドすュメントに巧しジョブの i がわで可能こ U りミす。 

ユーザーを： 


じ— 0K — : JJ (3) 


Canon 


ぺージザ8(/モ2れミレた 


0イン々ーネジトI «■ モード；有巧 



アドレス帳に宛先を登録する ( MF 4 结 0 dn / MF 4 く 0 dn / MF 4550 d / MF 4450 のみ) 
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が下の操作ち法について説明します。 
-短縮ダイヤルを登録する 
-短縮ダイヤルを編集する 
-短縮ダイヤルを削除する 


操作パネルから登録/編集する 



アドレス帳 ファクス テンキー、卜ーン 



戻る ▲▼◄0 K 


1 [ ファクス ]] を押します。 

2 rc ) 1 (アドレス帳）を押します。 

♦新しく短縮ダイヤルを登録する場合 

(1) アドレス帳に登録るみの宛先がある場合は、[<^]を 
押します。 

巧めて巧化を登録する場合は、 （2) へ進んでください。 

四 [▲] [▼] で<アドレス帳に新規登録>を選択して、 
[0 K ] を押します。 



アドレス帳の暗註香号が設定されている場合 

テンキーを使ってアドレス帳の暗証番号を入力したあ 
と、 [0 K ] を押します。 



(3) [▲][▼] で<短縮ダイヤル>を選択して、 [0 口 

を巧します。 



(4) [▲][▼] で<ファクス>を選択して、にのを巧 

します。 



巧） [▲] [▼] で<る称>を選択して、にのを巧します。 



(6) テンキーを使って < る称 > を設定します。 

因「义をの入力方法」 （一 P .1-9) 



(7) [▲] [▼] で<確定>を選択して、に K ] を押します。 



脚 [▲] [▼] で<宛先>を選択して、 [0 K ] を押します。 



脚テンキーを使って < 巧化 > を設定します。 

ぷ要に応じて、 [0 K ] を押して<詳細設定>を設定します。 



(10) [▲] [▼] で<確定>を選択して、に K ] を巧します。 



アドレス帳に宛先を登録する ( IVIF 4 沒 0 dn / IVIF 4570 dn / IVIF 4550 d / IVIF 4450 のみ 
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(11)[▲] [▼] で < 短縮ダイヤル > を選択して、 [ OK ] 
を巧します。 


ファクス _ 

<確定> 

名称：キヤノン 
宛先： 0123456789 


短縮ダイヤル： 001 


(12) [▲] [▼] で登録する番号を選択して、 [0 口を押 
します。 


登録香号を選択/_入力 


001モ登録 


002モ登録 
003モ登録 
004モ登録 


(13) [▲] [▼] で<確定>を選択して、 [ OK ] を巧します。 


フアクス 


<確定> 


名称：キヤノン 
宛先： 0123456789 
短縮ダイヤル： 001 


• 登録•るみの短縮ダイヤルを編集する場合 

(1)[◄] を巧します。 




□町 sra 田 


四 [▲] [▼] で< アドレス帳の編集> を選択して、 [ OK ] 
を巧します。 


アドレス帳に新規登録 [j 

1 

■アドレス帳の編集 

1 

アドレス帳の詳細 L 


niai 全て1あ作 

] 


アドレス帳の暗証番号が設定されている場合 

テンキーを使ってアドレス帳の暗証番号を入力したあ 
と、 [ OK ] を押します。 

アドしス 帳の暗証香号 



ネネネネネネネ 

觸定： 0 K キ ー) 


扫） [▲][▼] で編集したい宛先を選択して、 [ OK ] を 
押します。 




□巧しあ J 力 iJ 田 


(4) [▲][▼] で編集したい項目を選択して、 [ OK ] を 

押します。 

• る称 
• 宛た 

-短縮ダイヤル 


ファクス _ 

<確定> 

名称：キヤノン02 
宛先： 9876日43210 


短縮ダイヤル： 002 


(5) 編集あ [▲] [▼] で<確定>を選択して、のりを 
押します。 

(句 [▲] [▼] で<確定>を選択して、に K ] を巧します。 


フアクス 


<確定> 


名称：キヤノン02 
宛先： 9876日43210 
短縮ダイヤル： 002 


• 登録•るみの短縮ダイヤルを削除する場合 

(1)[◄] を巧します。 



四 [▲] [▼] で<アドレス帳から削除>を選択して、 
[ OK ] を押します。 


アドレス帳の編集 
アドレス帳の詳細 1 

1 

■アドレス帳から削除1 

u 

nia 全て1あ阿 


アドレス帳の暗証香号が設まされている場合 

テンキーを使ってアドレス帳の暗証番号を入力したあ 
と、に K ] を巧します。 


1アドレス帳の暗証番号1 



ネネネネネネ本 

1 

觸定： 0 K キ ー) 



(3) [▲][▼] で削除したい宛先を選択して、に口を 

押します。 




□团 L ぁ JL か」田 


アドレス帳に宛先を登録する ( MF 4 结 0 dn / MF 4 く 0 dn / MF 4550 d / MF 4450 のみ) 
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(4) [イ]で<はい>を選択して、 [0K] を押します。 


4 [アドレス]一[短縮ダイヤル]をクリックします。 





短巧ダイトル 


巧ホー ■ 


度] 


表示巧囲 "oof-oio [J 


R ホ 


な-%]»}% ， 




け巧*へ'ィ ーli 



6 [通信の種類]から[ファクス]を選択します。 


タリモート山(アドレス）； 

)，Iえ http;.|.'192.1 明. 0.2 巧/ a_cod_view. 巧 》selerte<J- イ国 |'^， 「X] |り Bing 
ファ*〇咕）居里旧表示な）お寅に入り (4) ツール江）へ)レプ化） 

々左■度に乂〇 で-リモート UK アドレス）：： MF45M Series 


口抽回 



動 


MF 4500 Series 


[77 かピ 

らル-ブ I 


届信の挂預 
脚1ファクス 
をみ： 

ファクスまち： 

团 EC が M 信する 
送ちスピード： .33^-|1ロ ロ 
国巧をち：が巧を It \z] 


凹 


[ok ] G キ f ンのレ] 


I べージザ8(*5れミした 


0インターネット！ «讓モード；有巧 


5 


4リモートリ 1(アドレス）；： MF 4500 Series-Windows Internet 的 Axer (•回 

贷〇， I ち http: 悦 .1 が. 0.215 い s しの J. 巧 ，| 目 1*^1 X I た >Blng P 

_フアイルの-思!旧表示な）_おまに； kD(S) ツール狙-へ!レブ曲_ 

一 ES に入り t リモ-卜 UI (アドレス）：: MRS00 Senes 


アドレス帳から削除し 
ますか？ 


I いし、ス 


3 [(3](戻る）を押してメニュー画面を閉じます。 


リモート UI から登録/編集する 
(MF4580dn/MF4570dn のみ） 


1 Web ブラウザーを起動します。 

2 アドレス入力欄に 「 http :// <本製品の IP アドレ 
ス>/」を入力して、キーボードの [ ENTER ] キー 
を押します。 

入力例： http:// 192.168 .0.21 5/ 


S 空白のベーブ- Windows Internet Explorer 

し JU I 色 http:// 192.1的.0.215/ i ^__ ’ 

I フアイ jK £) 坦蛋些表示 ( y ) お気に入り(を）ツ ー JKD 〜レブ(与 
I なお氯に入ウ g 空白のベー安 I 


3 リモート UI にログオンします。 

(1) [管理者モード]を選択します。 

(2) [システム管理暗証番号]を入力します。 

(3) [OK] をクリックします。 


i : MF4500 Series - Windows Internet Explorer 


目拉の 



•新しく短縮ダイヤルを登録する場合 

手"眞 5 に進みます。 

• 登録•済みの短縮ダイヤルを編集する場合 

(1) 番号または名前をクリックします。 

(2) [編集]をクリックします。 

(3) 宛先の編集画面で必要な項目を設定して、 [OK] をクリッ 
クします。 

• 登録•済みの短縮ダイヤルを削除する場合 

(1) 削除したい番号のチェックボックスを選択して、[削除] 
をクリックします。 

[未登録]または未登録の番号をクリックします。 


4リモ-卜山(アドレス）；； MF 4500 Series. Windows Internet Explorer 

@1^1の 

1 ち做 P:,.' 192.1议 .0.2 巧' ajisccod. 巧 i 叫呂 1兮1 X 1 Ib Bing 

^ ’1| 

ファ《化）階旧を巧»お奇に入り边）ツール江）〜レブ化） 

―‘がに入0 宅リモート U! (アドレス）：: MPISOO Series 




X 


麵 


MF4：OOS«nes 


囲 


短紀ダイヤル 


II 巧§|型§|§|§|雌巡壁壁壁 


アドレス帳に宛先を登録する ( MF 4 结 0 dn / MF 4 く 0 dn / MF 4550 d / MF 4450 のみ) 




S 


gBDBD 已田已田 BD 


料 0 ii §111巡峨盤11 §111 日 I 


着 I 
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必要な項目を設定して、 [0 K ] をクリックします。 





X 

^ BI 2 iSaHd 

巧# モ—ド 

1 晒 i MF 45 C 0 S « i " な] 

新規巧先のを録 n 

1^ 。 2 風 1 

ジョブ_1 

0017ァタス • IP 

^ g ^^ S||||H 

r メ ュ 1 

さな； は屋よが II 

フ 7 クス 丢 ち： 1234 扣巧 /1 

因 ECMi が g する \ 

SUS スビード： 133600 bps Izl 1 

因巧ち信： 面巧ち信1 一 1 

Mt 理•へ夕ール 

の 

® インターネヴト | g まモード； g 奇 な- み1的％ - 




















• グループダイヤルを登録/編集する 


が下の操作を行ラことができます。 

. グループダイヤルを登録する 
. グループダイヤルに宛先を追加する 
. グループダイヤルから宛先を削除する 
-グループ名を変更する 
. グループダイヤルを削除する 


(3 重要 


グループダイヤルを登録する前に 

. 未登録のワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルに登録 
します。グループダイヤル用としてワンタッチダイヤル 
または短縮ダイヤルを空けておいてください。 

. ワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルに宛先を登録し 
ておいてください。 


操作パネルから登録/編集する 


アドレス帳 

0, レ3つ; ■ I- 

02 IJ5 ィ巧レ sags 

ロロ ロ 

03 7 レづ一_ — 

。しが'^/ 

04 スン7ッロ 中上 

」ロ ロ ロ 


ファクス 


； テンキー、トーン 

- i - 

* — T 。が ！:- •» DEF 。, 

J 巧ぃ J CiJCiDQD @ 

に5のの かけ 

^ イ OK) ► ル I r^rT~)rT~) C@) 
国^^ ©位西ぶ s 
す 占 心 ull; 一， 


おる ▲▼◄()[< 


1 [ ファクス ]] を押します。 

2 (アドレス帳）を押します。 


因をキヤノン010123456789 


因巧キヤノン02 9876543210 
因キヤノン03 0011223344 

nm のぁの 

参新しくグループダイヤルを登録する場合 

り） [◄] を巧します。 

口） [▲] [▼] で<アドレス帳に新規登録>を選択して、 
にのを巧します。 


了 ドレス帳の暗証番号が設定されている場合 

テンキーを使ってアドレス帳の暗証番号を入力したあ 
と、にのを巧します。 

I アドしス帳の暗証番号 I 



口） [▲] [▼] で<ワンタッチ>または<短縮ダイヤル> 
を選択して、にのを巧します。 


登録先 . 

短縮ダイヤル 


(4) [▲] [▼] で<グループ>を選択して、にのを押 

します。 


宛先の種類 _ 

フアクス 


(5) 手順 (3) で < ワンタッチ > を選択した場合、 [▲] 
[▼] で登録する番号を選択して、 [ OK ] を押します。 

登録香号を選択/入力 
01因キヤノン01012345丘.. 

02因キヤノン02 987654 3... 


04モ登録 

(旬 [▲] [▼] で<る称>を選択して、にのを押します。 

グループ _ 

<確定>_ 


宛先： 000件 
ワンタッチ： 03 

(7) テンキーを使って < る称 > を設定します。 
因 「文字の入力方法」（一 P .1-9) 


名称 (16 文字な内） 

ダル-グ ■ _ 

<確定> 


アドレス帳に宛先を登録する (IVIF4 沒 0dn/IVIF4570dn/IVIF4550d/IVIF4450 のみ 
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(8) [▲] [▼] で < 確定 > を選択して、に K ] を押します。 


名称 (16 文字 L 乂内) 
ゲループ ■ 


<確定> 


入カモード：カナ 


脚 [▲] [▼] で<宛先>を選択して、に K ] を巧します。 


グループ 
<確定> 

名称：ゲル-プ 


宛先： 000件 


ワンタッチ： 03 


(10) [▲] [▼] で<追加>を選択して、 [ OK ] を巧します。 


宛先 
<確定> 


<追加> 


(11)[▲] [▼] で追加したい巧たを選択して、 [ OK ] を 
押します。 


e 巧キヤノン02 9876543210 
因キヤノン03 0011223344 

□四しあ J 力 iJ 面 


(12) 手順（10)、 （11) を繰り返して、登録する宛先を選択 
します。 

(13) [▲] [▼] で<確定>を選択して、に K ] を巧します。 


宛先 


<確定> 


<追加> 

因キヤノン010123456789 
因キヤノン02 9876543210 


(14) [▲] [▼] で<確定>を選択して、に K ] を巧します。 


グループ 


<確定> 


名称：ゲル-プ 
宛先：日02件 
ワンタッチ： 03 


参登録•るみのグループダイヤルに宛先を追加する場 

ム 

(1)[◄] を巧します。 

四 [▲] [▼] で< アドレス帳の編集 > を選択して、 [ OK ] 
を巧します。 


アドレス帳に新規登録 T 
アドレス帳の詳細 L 

n aa i^Ti & ifn 


アドレス帳の暗証香号が設まされている場合 

テンキーを使ってアドレス帳の暗証番号を入力したあ 
と、に K ] を押します。 


1アドレス帳の暗証香号1 



ネネネネネネネ 

1 

觸定： 0 K キ ー) 



(3) [▲] [▼] で巧先を追加するグループダイヤルを選 

択して、にのを巧します。 


因をキヤノン02 98765432... 
e 巧キヤノン03 00112233... 


ng-ai あ I かの 


(4) [▲] [▼] で<宛先>を選択して、に K ] を巧します。 


グループ 
<確定> 

名称：ゲル-プ 


宛先： 002件 


ワンタッチ： 03 


(5) [▲] [▼] でく追加>を選択して、に K ] を押します。 


宛元 
<確定> 


<追加> 


因キトノン010123456789 
因キトノン02 9876543210 


脚 [▲][▼] で追加する宛先を選択して、 [0 口を押 
します。 


因巧朴ノン010123456789 
因巧朴ノン02 9876543210 

あ」 L か应 


の [▲] [▼] で<確定>を選択して、に K ] を巧します。 


宛先 



<追加> 

1 

因キヤノン01 

0123456789 

因キトノン02 

98765432 loU 


(8) [▲] [▼] で<確定>を選択して、に K ] を巧します。 


グループ 


<確定> 


名称：ゲル-プ 
宛先： 003件 
ワンタッチ： 03 


アドレス帳に宛先を登録する (MF4 结 0dn/MF4 く 0dn/MF4550d/MF4450 のみ ) 
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♦登録•るみのグループダイヤルから宛先を削除する場 

ム 

(1) [◄] を巧します。 

(2) [▲] [▼] で< アドレス帳の編集 > を選択して、 [0 口 
を巧します。 


アドレス帳に新規登録 T 

nai ' 

アドレス帳の詳細 L 

全て I あ迈 


アドレス帳の暗証番号が設定されている場合 

テンキーを使ってアドレス帳の暗証番号を入力したあ 
と、 [0 K ] を巧します。 


アドしス帳の暗証ま号 




觸定： 0 K キ ー) 


(3) [▲] [▼] で巧化を削除するグループダイヤルを選 

択して、 [0 K ] を巧します。 


因ろキヤノン02 98765432...「 
6巧キヤノン03 00112233.. 





(4) [▲] [▼] で<巧化>を選択して、にのを巧します。 


グループ 


<確定> 

名称：ゲル-プ 


宛先： 003件 


ワンタッチ： 03 


间 [▲][▼] で削除する宛先を選択して、防 K ] を押 
します。 


宛先 

く追加> 



因キヤノン01 

0123456789 


因キヤノン02 

9876543210 

1 



山 


脚 [▲] [▼] でくグループから削除>を選択して、 [ OK ] 
を押します。 


グループ 


<グループから 削除> 


名称：キヤノン03 
宛先： 0011223344 
短縮ダイヤル： 001 


(7) [イ]で<はい>を選択して、 [ OK ] を押します。 



(8) [▲] [▼] で<確定>を選択して、に K ] を巧します。 


宛先 


<確定> 


<追加> 

因キヤノン010123456789 
因キヤノン02 9876543210 


脚 [▲] [▼] で<確定>を選択して、に K ] を巧します。 


グループ 


<確定> 


名称：ゲル-プ 
宛先： 002件 
ワンタッチ： 03 


• 登録•るみのグループダイヤルのグループをを変更 
する場合 

(1) [◄] を巧します。 

(2) [▲] [▼] で< アドレス帳の編集> を選択して、 [ OK ] 
を巧します。 


アドレス帳に新規登録 T 

アドレス帳の詳細 L 
n ra 全て II あ阳 


アドレス帳の暗証香号が設定されている場合 

テンキーを使ってアドレス帳の暗証番号を入力したあ 
と、 [ OK ] を押します。 


アドしス帳の暗証番号 




備定： 0 K キ ー） 


(3) [▲] [▼] でグループ名を変更するグループダイヤ 

ルを選択して、防 K ] を押します。 


且巧キトノン02 98765432…- 
因ろキトノン03 00112233..., 





(4) [▲] [▼] で<る称>を選択して、にのを巧します。 


グループ 


<確定> 


名称：クルーフ 


宛先： 002件 
ワンタッチ： 03 


アドレス帳に宛先を登録する ( MF 4 结 0 dn / MF 4 く 0 dn / MF 4550 d / MF 4450 のみ) 
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S リモ—卜 UI (アドレス）；； MF 4500 Series - Windows Internet Explorer 
貸こ), I た http ソ192.1设 .0.2 巧, sjis し one.cgl 

フ7イ; Ka お6旧表を00 お历こ入り的ツ-，の）〜レプ化） 
_1■お S に乂り たリモート UI 【アドレス）；: MF 4500 Series 


4 [アドレス]一[ワンタッチ]または[短縮ダイ 
ヤル]をクリックします。 




(旬 [▲] [▼] で<確定>を選択して、に K ] を巧します。 

名称 (16 文字 L 乂内） 

ゲル—プ AI _ 


入カ モード ： aA 


[▲] [▼] で<確定>を選択して、に K ] を巧します。 


1 Web ブラウザーを起動します。 

2 アドレス入力欄に 「 http :// <本製品の IP アドレ 
ス>/」を入力して、キーボードの [ ENTER ] キー 
を押します。 

入力例： http :// 192.168 .0.21 5/ 

卜 "■ 甲 m ™ ■ ， 5 ■ •.卜 . ■ ■ ^ 

.色 空白のベージ- Windows Internet Explorer 

(_J し )— |[€ http;// 192.1 的 .0.215 / I _ ， 

_ファイ jKE ) 病ま思き示 ( y ) お夏に人り(公）ツールの〜レブ出 
みお気に入ウ g 空白のベージ I 


• 登録•済みのグループダイヤルを削除する場合 

(1) [◄] を押します。 

(2) [▲] [▼] でくアドレス帳から削除>を選択して、 
[ OK ] を押します。 


3 リモート UI にログオンします。 

(1) [管理者モード]を選択します。 

(2) [システム管理暗証番号]を入力します。 

(3) [ OK ] をクリックします。 


(5) テンキーを使ってく名称 > を変更します。 
因「文字の入力ち法」（一 P .1-9) 


3 [()] (戻る）を押してメニュー画面を閉じま 
す。 




r 名称 (16 文字 L 乂内） 

ゲル-プ AI _: 

<確定> 


e 巧キヤノン02 98765432...- 
e 巧キヤノン03 00112233..., 


め I 力、 



グループ 

名称：ゲル-プ A 
宛先：日02件 
ワンタッチ： 03 




アドレス帳に宛先を登録する (fvlF4 沒 0 dn / MF 4570 dn / IVIF 4550 d / MF 4450 のみ 
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•新しくグループダイヤルを登録する場合 

手"眞 5 に進みます。 

• 登録•るみのグループダイヤルに宛先を追加する場合 

(1) 番号またはを前をクリックします。 

(2) [編集]をクリックします。 

(3) [アドレス帳]をクリックします。 

(4) プルダウンリストから[ワンタッチダイヤル]または[短 
縮ダイヤル]を選択して、グループに追加する番号の 
チェックボックスを選択して [0 K ] をクリックします。 

•登録•るみのグループダイヤルから宛先を削除する場 

ム 


( 1 ) 

( 2 ) 

口) 

(4) 


番号またはを前をクリックします。 

[編集]をクリックします。 

削除する宛先を〇ンバーリスト]から選択して[削除] 
をクリックします。 


[0 K ] をクリックします。 

•登録•済みのグループダイヤルのグループをを変更 
する場合 

(1) 番号またはを前をクリックします。 

(2) [編集]をクりックします。 

(3) [グループを]のを前を変更して、 [0 K ] をクリックします。 

• 登録•済みのグループダイヤルを削除する場合 

(1) 削除したい番号のチェックボックスを選択して、[削除] 
をクリックします。 

5 [未登録]または未登録の番号をクリックします。 


タリモート UK アドレス） 

@〔) , Iち http;/,' 192.1设 .0.2 巧,' aJist_one.cgi 


，|-因卜, T x'lfCa B*g 

ファみ惦）里旧 a^) お奇に入り (4) ツール江）へ)レブむ!） 

.去 A に乂〇 %リモート UI (アドレス）；： MF 4500 Senes 


互の 

■P ，| 



麵 


MF 4500 Series 


凹 


巧先 一 S 


8巧ち挣 

已ホ隔太巧 


4巧の S 巧 

フ7クス 
モ畳巧 
ホ留ま 
ホ登巧 


9インターネットI度麵モード； g 巧 


6 [通信の種類]から[グループ]を選択します。 

S リモ ーhUI (アドレス）；： MF 4500 Series. Windows Internet Exptorer 

I た 明. 0.2 巧/ a_one_view, 巧み lected- ，"[呂 |-*#T X I |b Bing 

ファみ化）居產旧を巧のお奇に A り边）ツール江）へ)レブ化） 

.お至に乂〇 たリモート UI (アドレス）：: MR500 Series 


X 



’ジザ8(/モ5れまレ; 



a 巧の苗 g 

02フ7クス1 


さな： 

ファクスを号： 

田 ECMS 倍する 


を语スビード：两690 bps 曰 


国ち送信：曲日き1|_山 


9インターネットI«譲モード； g 巧 


' か00% , 


[グループ名]に名前を入力して、[アドレス帳] 
をクリックします。 


タリモート山(アドレス,；； MMS00 Senes - Windows Internet Explorer 

) • i を http。。 の. 1 设 .0.2 巧。 _0f>e_view.C5iMalty[)e- |*tfx | 't> Bing 

ファみ化）臨旧扇;凹お奇に A り化）ツづ畑〜レプ凹 


bT ぷ1 回 


ィおまに乂〇 たリモート UK アドレス）； 


I畑へ 



__ァドレス_I 


MFIJOO Se 


图 


[~〇り厂キ，ンのレ] 


通ほの a 扇：南 r- ブIこ 


02グルーブ 

グル-ブち：〔 

昭晚 il (1) 

メンバ ーU スト 



ァルス*... |||.(2)3 


ぺージザ奇乐されまレた 


〇イン々ーネタト！ «■ モード；有巧 


A ，み做％ 


8 


プルダウンリストから[ワンタッチダイヤル] 
または[短縮ダイヤル]を選択して、グループ 
に登録する番号のチェックボックスを選択して 
[ OK ] をクリックします。 


'S リモート UI (アドレス）：：： MF4500 Series - WirKlows Internet らが orer 

タミ〔 1-b；hrtf)./‘:192'16B'0'215/aaddboolr'cgi ••■[国 |V»] x | 「6> Bi 

フアイル© 表す,(のお奇1こ\口 (6) ツール田）〜レプ化） 




( 2 ) - 



ぺージが表示されミレた 


9 [メンバーリスト]に登録した宛先が表示されて 
いることを確認し、 [ OK ] をクリックします。 


A リモ-卜川ヴドレス）： 


>s - Windows Internet Explorer 




谷 1)，I ち http:,1 


■I 呂 |*»| X I |t> BiW 


ファイル旧の 5 の表示山）お$に A り出ツ - jK!) 〜レプ(出 
f お気に乂り でリモート UI (アドレス）：: MF 4500 Senes 



MF 4500 Sr 


囲 

犀 !- (2) 雨 ■ 


适信の话萬：;ヴル-ブ巴 
02グルーブ 
グル—ブさ：お引ホ 
:メン"ーリスト 


か 


ベージザ g 示を打ました 


アドレス帳に宛先を登録する ( MF 4 结 0 dn / MF 4 く 0 dn / MF 4550 d / MF 4450 のみ) 
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ファクス送信の基本的な操作の流れを説明します。 


7 原稿をセットします。 

W 「原履;ホわ 'V レオス I (•- 


囚「原稿をセツトする」（一 P .2-3) 

因「使用できる原稿について」（一の- 2) 



ブ [ ファクス 


] を押します。 


宛先を指定します。 

巧化の指定ち法は、夕の種類があります。 

(詳細については、 P .6-4 ~ 6-5 を参照してください。） 

〇ファクス 番号 入力 0 グループダイヤル 

〇 ワンタッチダイヤル 百 アドレス帳 
II 短縮ダイヤル . 同報送信い P .6-9) 


01 アドレス唯属)メニコー 

口 ロ ロ 

02 リタイサル用巧設定 

ロロ ロ 

03 ポープレポート 

ロロ ロ 

巧巧お認/ 

04 オンフック 中止 


C コピー ^1 77クス "]J ス牛ヤン ) 

たツト 

L ] 5 © 


ア カ ABC サ DEF 節空 

口のの (5) 

夕 GHI. Jr J<L AMNO 

山。。ストップ 

マ PQRS サ TUV ラ WXYZ /-"X 

CDCDCD (损） 


実行/ X モ U-I エラー 


"了 /*、'I ワ ■おち 

czIcidJid 

卜 _ シ * ィク 


スた卜 

© 


' 必要に応じて原稿の読み込みを設定します。 

設定できる項目は4項目です。 

(詳細については、 P .6-3 を参照してください。） 

〇画質の設定 
Q 濃度の設定 

0両面原稿の開き方の設定 （ IVIF 4580 dn のみ） 

シャープネスの設定 

ここで行う設定は、現在行っている送信操作のみ 
に有効です。すべてのファクス操作に有効な設定 
をするには「ファクスのデフォルト値を変更する」 
(一 P . 6 - 18 ) を参照してください。 


5 [@]( スタート）を押します。 

フィーダーに原稿をセツトした場合 


フィーダーに原稿をセットした場合 

原稿の読み込みを開始します。読み込みが完了したら、ファ 
クスが送信されます。 

原稿台ガラスに原稿をセットした場合 

次の操作を行います。 

(1) [▲] [▼] で原稿のサイズを選択して、 

[ OK ] を押します。 

(2) 次の原稿を原稿台ガラスにセットして、[(^](スター 
卜）を押します。 

原稿を1枚読み込むごとに [ r か）](スタート）を押し 
てください。 

(3) すべての原稿の読み込みが完了したら、 [▲] [▼] 
でく送信開始>を選択して、 [ OK ] を押します。 

ファクスが送信されます。 


フアクス機能を使う IVIF45sodn/IVIF4570dn/f\/IF4550d/IVIF4450 のみ 
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0 シャープネスの設定 


巧刷写真などの網点をきれいに読み込む場合、<一>側に調節します。モアレ現象 
(モアレと呼ばれるまだら模様が出ること）を弱めることができます。_ 

文字や線を鮮明に読み込む場合、く+>側に調節します。青焼き原稿や薄い鉛筆書 
きの原稿などの読み込みに適しています。 
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0 ワンタッチダイヤルキーを使って送信先を指定する 


01.アドレス*角 X ニュー 

CD a 

02 ij タイでル冉巧設定 

CD a 

03 ポースレポート 

ロ ロ ロ 

がな巧巧/ 

04 ■オンフック 中止 




登録先のワンタッチダイヤルキー （01 〜 04) を押します。 

この機能を使うには、あらかじめワンタッチダイヤルキーに宛先を登録しておく必要 
があります。 

囚「ワンタツチダイヤルを登録/編集する」（一 P .5-3) 


間違ったキーを押した場合 

(1) [ CO ] (クリア）を押します。 

(2) [イ]で<はい>を選択して、 [ OK ] を押します。 

※原稿の読み込み設定から操作をやり直したい場合は、[(ろ](リセット）を 
押してください。 


百短縮ダイヤルを使って送信先を指定する 

ファクス基本画面 


宛先を指定してください 
2010 01/01 12:52 AM 

_ 后二 ■ _ 


し夕 B ホお前、/綱お_ JI I 

、] [▼] でく宛先指定>を選択 


4^0 


設定画面 


短縮香号を入力 

,_, 

1*001 I 


力 ABC サ DEF ■ 


CID のの 

夕 GHI ナ JKL 八 MNO 

マ PQRS VTUV ラ WXYZ 

C 7つ [ 8 ) 广9 ) 

カナ/巧/堅 ヮ 記号 


宛先指定 _ 

ファクス悼斤親） 

_アドしス鴨からホ旨を 


.][▼] で<短縮ダイヤルから指定> を選択 


テンキーで3がの登録先番号（001〜100)を入力 

この機能を使うには、あらかじめ短縮ダイヤルに宛先を登録しておく 
必要があります。 

困「短縮ダイヤルを登録/編集する」い P .5-6) 



• 宛先を指定する 


宛先を指定する 


D フアクス番号を入力して送信先を指定する 


_ァ_ 力 ABC サ DEF 節電 

ののの@ 

夕 GHI ナ JKL /\MNO 

ののの ル。 

\ マ PQRS ヤ TUV ラ WXYZ 

づ’リ し7^し8つ〔 9 ) 炒 


カナ/実/泣 ワ_ 記号— ス: 

ののの じ 



テンキー'、 [ (* ) ] (卜ーン)、[こ互こ)](記号）を使って、相手先のファ 
クス番号を入力します。 

宛先を訂正する場合 
-宛先をキャンセルするとき 

[ C ^] (クリア）を長押しします。 

-入力中の最後の1文字を削除するとき 
[ m ] (クリア）を押します。 


フアクス機能を使う IVIF45sodn/IVIF4570dn/f\/IF4550d/IVIF4450 のみ 
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ファクス基本画面 


宛先を指定してください 
2010 01/01 12:52 AM 
_ お =■ _ 


ァ カ ABC サ DEF 

〇のの 

夕 GHI ナ JKL /\ MN 0 


• ワンタッチダイヤルに登録されている場合 

グループ宛先が登録されているワンタッチダイヤルキ- 
(01 ~ 04) を押します。 


• 短縮ダイヤルに登録されている場合 


リ1 1 I 、レ-*\1の マい L — 

- CD 

02 ij タイVル巧巧設定 

ロロ ロ 

03 ポーブ レポート 

ロ ロ 

I 巧 i 兄再度/ 

04 Iオンフック 中止 




□ グループダイヤルを使って送信先を指定する 


[▲] [▼] で<宛先指定>を選択 

40 

設定画面 

宛先指定 _ — 

ファクス诗斤規） 

_ァ K しス It ! から指を_ 


[▲] [▼] で<短縮ダイヤルから指定>を選択 



カナ/ま/墅 ワ . 記号 

CZD のの 


テンキーで 3 巧の登録先番号 （001 〜 10 0) を入力 

この機能を使うには、あらかじめグループダイヤルに宛先を登録して 
おく必要があります。 

因「グループダイヤルを登録/編集する」い P .5-10) 



百アドレス帳を使って送信先を指定する 


操作パネルから文字を入力して、登録してあるアドレス帳（ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、グループダイヤル）から相 
手先の略称を検索し、ディスプレーに表示します。表示された宛先を送信先として指定することができます。 

この機能を使うには、あらかじめ宛先を登録しておく必要があります。 

因「アドレス帳に宛先を登録する （ MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d / MF 4450 のみ)」（一 P .5-1) 


1 [^ Z )] (アドレス帳）を押します。 

2 [◄] [►] で、宛先を絞り込みます。 

. く全て>を選択すると、すべての宛先が表示されま 
す。 

-左端の<〇1>を選択すると、宛先の新規登録や編 
集を行うことができます。 

因「アドレス帳に巧先を登録する ( MF 4580 dn / 
MF 4570 dn / MF 4550 d / MF 4450 のみ)」（一 P .5-1) 


3 [▲][▼] で宛先を選択して、 [0 K ] を押 
します。 

* 

因キヤノン0123456789 [ j ] 

おグル-プ A 02件 I 

r:TiiTB;d ■• げ巧 I 

□田® d □田 


^ ゲル-フ’ A 02件 

且巧 1- ザ-010123456.. 

。因 



WXYZ 
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リダイヤル 


5 [®] (スタート）を押します。 


メ f - - - 

リダイヤルでをる宛先 

-テンキーで入力された宛先 

(テンキーで入力された宛先で电、一度に複数の巧先に送 
信した場合はリダイヤルできません。） 

-過去3件までの宛先 

([ CZ3 ] (オンフック）を使用した場合は、直前 1 件 
の宛先） 

送信機能をお限されている場合 

リダイヤル機能は使用できません。 

因 「履歴からの送信を制限」 P .6-25) 

本 製品の電源を切った場合 

保をされたリダイヤルの宛先は、削除されます。 

自動でリダイヤル送信する場合 

因 「自動リダイヤル」い P .6-21) 


この操作で使用ずるキー 




リダ r ル フア I クス 


リダイヤルする（手動リダイヤル) 


直前にダイヤルした宛先を呼び出すことができます。 
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7 ーゥ A8C trOBf 

口のの ® 

SQHI 7-IKL I'MNO — 

【 Q ぃ If 6 ) 

\ スト’:./ 

\ '巧 n で Tiw 5WX 口 

►い , I ( 7 )( 8 ) ぃ） 


I 

スタート 

1 外付け電話機またはオプションのハンドセット 
を本製品に接続します。 

接続方法については、な下を参照してください。 
m - e - マニュアル^設置、設定ーファクスの初期設定と電 
話線の接続を巧う （ MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d / 
MF 4450 のみ）^電話線を接続する 

2 原稿をフィーダーにセットします。 

因 「原稿をセットする」（一 P .2-3) 

因「使用できる原稿について」（一 P .2-2) 

3 [[ファクス I ] を押します。 

4 必要に応じて原稿の読み込みを設定します。 

因「ファクス設定一覧」（一 P .6-3) 

5 外付け電話機またはハンドセットの受話器を取 
り、発信音を確認します。 

「プ ー 」という発信音が鳴ります。 

6 ホ目手先のファクス番号をダイヤルします。 

7 受話器でホ目手と話します。 

「ピー」という音が聞こえた場合、手順9に進んでください。 

8 ファクスの受信準備をするようホ目手先に依頼し 
ます。 

9 「ピ -」 という音が聞こえたら、 [©] (スター 
卜） を押し、受話器を置きます。 

読み取り動作の終了を、送信されます。 


銀行や航空会社、ホテルなどが提供するプッシュホンサー 
ビスの 中には、 プッシュ回線での利用を前提とするものが 
あります。本製品がダイヤル回線に接続されている場合は、 
が下の手順で一時的にトーン信号を送出することができま 
す。 



1 [[ファクス I ] を押します。 

2 (オンフック）を押し、発信音を確認 

します。 

「プ ー 」という発信音が鳴ります。 

3 テンキーを使って、情報サービスにダイヤルし 
ます。 

宛先を指定してください 
2010 01/01 12:52 AM 

因 =012 XXXXXXX _ 

受信スタート の 

解像度： 2朋 X 100 d ...[| 

4 情報サービスの録音メッセージが応答したら、 
[〇〇](トーン）を押します。 

トーン発信に切り替わります。 

宛先を指定してください 
2010 01/01 12:52 AM 
因 =012)() QOQO(XT 
受信スタート の 

解像度： 200 X 100 d...U 


が下の場合は手動で送信してください。 

• 原稿を送信する前に相手と話したい場合 
-相手先のファクス機が自動受信できない場合 



ファクス テンキー 


手動送信時の制限事項 

-原稿台ガラスは使巧できません。 

. グループダイヤルの機能は使巧できません。 

-両面原稿は使用できません。（片面原稿として読み込まれ 
ます。） 

ファクス香号を入力する前に発信音を確認してください 

発信音を確認する前に番号を入力すると、通じなかったり、 
間違った番号にかかったりすることがあります。 


S S S 

10 loss 

wo るろと 
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5 テンキーを使って、情報サービスに必要な番号 
を入力します。 


宛先を指定してください 
2010 01/01 12:52 AM 
丘 =012 XXXXXXXT 3456 
受信スタート II 

解像度： 200 X 100 d ...[ 


6ファクスを受信する場合は、 [©] (スタート） 
を押します。 

i メモ 

通話するには 

外付け電話機またはオプションのハンドセットを本製品に 
接続するお要があります。 

ファクス番号を入力する前に発信音を確認してください 

発信音を確認する前に番号を入力すると、通じなかったり、 
間違った番号にかかったりすることがあります。 


あ外にファクスを送る（ポーズの挿入) 


ミ毎外へのファクス送信時、ファクス番号にポーズの挿入が 
必要な場合があります。 

ミ毎外との通信は、通信距離が長く、ルートも複雑になりま 
す。このため、一度に国際電話識別番号、国番号、相手先 
ファクス番号をダイヤルしても相手にうまくつながらない 
ときがあります。このようなときは、国際電話識別番号の 
あとにポーズを入れます。ポーズを入れるとポーズを入れ 
た箇所に待ち時間を入れてダイヤル送信するため、相手に 
つながりやすくなります。 


この操作で使用するキー 


ファクス テンキー 



1原稿をセットします。 

因 「原稿をセットする」い P .2-3) 

困「使巧できる原稿につぃて」い P .2-2) 

2 [[ファクス I] を押します。 

3必要に応じて原稿の読み込みを設定します。 

因「ファクス設定一覧」卜 P .6-3) 


4テンキーを使って国際アクセス番号を入力しま 
す。 

国際アクセス番号については、ご契約の電話会社にお問い 
合わせください。 


[ ファクス香号 1 



1 丘=0121 1 

瞄定： 0 K キ ー) 


5必要に応じて(ポーズ）を押し、ポー 
ズを入力します。 

-ポーズを意巧する< P >が表示されます。 

-ポーズ1つにつき2秒間のポーズ時間が設定されます。 
ポーズ時間を変更するには、「ポーズ時間セット」（一 
P .6-21) を参照してください。 

. ポーズを連続して入れる場合は、もう一度 r ( )1 

(ポーズ）を巧してください。 


[ ファクス香号 1 



1 因 =012 P | 1 

確定： 0 K キ ー) 


6テンキーを使って相手先の国番号、エリア番号、 
ファクス/電話&番号を入力します。 


[ ファクス香号 1 



|[ a =012 p 031 XXXXXX | 1 

瞄定： 0 K キ ー) 


7必要に応じて(ポーズ）を押し、ファ 
クス/電話番号の末尾にポーズを入力します。 

-ファクス番号の末尾に< P >が表示されます。 

-モ尾のポーズは、10秒間固定です。 


1 ファクス香号 1 



■ n 己百，脈胤1画: f 側 ■ 

確定： 0 K キ ー) 


8 [®] (スタート）を押します。 


フアクス機馨使ミ MF4580dn/MF4570dn/MF4550d/MF4450 のみ ) 
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一度に複数の宛先に同じ原稿を送信することかできます。 



テンキー 


▲▼0 K スタート 

1原稿をセットします。 

因「原稿をセットする」（一の- 3) 

囚「使用できる原稿について」（一の- 2) 

2 [▲][▼] で<宛先指定>を選択して、 [0 K ] 
を押します。 


3 [▲][▼] で宛先の指定ち法を選択して、 [0 K ] 

を押します。 

-ファクス往斤規） 

-アドレス帳から指定 
-短縮ダイヤルから指定 
因「宛先を指定する」い P .6-4) 


4手順 2 〜 3 を繰り返し、すべての宛先を入力し 
ます。 

5 (スタート）を押します。 


同報送信でをる宛先数 

な下の巧化を複合して選択することができます。 

-テンキーで巧先指定：10件まで 
-ワンタッチダイヤル： 4件まで 
. 短縮ダイヤル：100件まで 

テンキーを使って宛先を指をする場合 

番号を入力したあとに [ OK ] を押してください。 

指を•るみの宛先を確認する場合 

[▲] [▼] で < 宛先確認/編集 > を選択して、 [0 口を巧 
します。 



宛先を指定してください 
2010 01/01 12:52 AM 

因1 

_宛先指定_ r 


宛先を指定してください 
2010 01/01 12:52 AM 

因1 

宛先確認/編集 li 


哲 S も 

loioslo 

"0 UQ U コ Mo 
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外付け電話を接続しない場合 

か付け電話を接続した場合 

♦目手がファクスの場合 巧手が電話の場合 

自動的に受信します 本製品は応答しません 




着信音が設をした回数鳴ります 



受信モードについて 


ファクスを自動受信します。 

外付け電話またはハンドセット(オプション)の接続の有無で着信時の動作が変わります。 


ファクスの受信には、本製品か自動で応対するものやお客様か手動で応対するものなど、いくつかのち法かあります。 
が下をもとに、用途にあったファクスの受信方法を選択してください。 

工場出荷時は<自動受信>に設定されています。 



ファクスの受信方法について説明します。 


フアクス機能を使う (IVIF4580dn/IVIF45sdn/IVIF4550d/IVIF4450 のみ ) 
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FAX / TEL 切替モード 


着信時の動作 


ファクスを自動受信します。谱信音が鳴ります。着信音を鳴らさないようにするには、「着信呼出」卜 P .6-23) を参照して 
ください。） 

電話は受話器を取って応答します。 


着信音が設定した回数鳴ります* 1 


設定回数内に受話器を取らなかった場合 


着信がファクスか電話のどちらなのかを 
本製品が判断します* 2 


相手がファクスの場合 

自動的に受信します 


着信音が鳴っている間に 
受話器を取った場合 

そのまま通話します 


相手が電話の場合 

着信音が鳴ります*が 4 


着信音が鳴っている間に 
受話器を取らなかった場合 

電話を切断するか、ファクスの受信モ 
-ドに切り替わります *5 


設定回数内に受話器を取った場合 


相手がファクスの場合 

「ピー」とし、う音が聞こえます。 
i 乂下の手順にしたがってファク 
スを受信します。 

(1) [ファクス]を押します。 

(2) [▲][▼] でく受信ス 
夕ート>を選択し、 [0 K ] 
を押します。 

(3) 受話器を置きます。 



*1 着信音を鳴らす回数は、「着信呼出」（一 P .6-23) で変更で 
きます。 

*2 判断にかかる時間は、<呼出開始時間>で蜜更できます。 
*3 着信音を鳴らす時間は、く呼出時間>で変更できます。 

*4 <音声応答>を <0 N > にすると、相手ちに応答メッセー 
ジが流れます。 

*5 どちらの動作にするかは、<呼出後の動作>で設定します。 

上記の*2〜*日の設定は、 「 FAX / TEL 切替モード詳細設定」 
(一 P .6-12) で設定できます。 


留守 TEL 巧続モード 


着信時の動作 


ファクスを自動受信します。 

電話の場合は、留守番電話機が伝言を録音します。 


留守香電話機に設定されている回数だけ着信音が鳴ります* 1 


着信音が鳴っている間に受話器を取った場合 


相手がファクスの場合 

「ピー」という音が聞こえます。 
な下の手順にしたがってファク 
スを受信します。 

(1) [ファクス]を押します。 

(2) [▲][▼] でく受信ス 
タート>を選択し [0 K ] 
を押します。 

(3) 受話器を置きます。 


留守番電話が起動した場合 


相手が電話の場合 

相手がファクスの場合 

相手が電話の場合 

1 そのまま通話します 1 

1 自動的に受信します 

,相手方の伝言を録音します* 2 J 


*1 着信音が1〜2回鳴ったあとで留守番機能が起動するように設定してください。 
*2 事前に留守番^ッセージを電話磯に録音してください。 

(最初の4秒間程度を無音状態にするか、もしくは全体の長さを20秒が内にする 
ことをおすすめします。） 


フアクス機能を使ラ羣 4580dn/MF ミ odn/MR5§/M2450 のみ ) 
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I メモ 

接続する電話機の種類によっては 

発信や着信が正常に動作しなし、ことがあります。 


FAX / TEL 切替モード詳細設定 


FAX / TEL 切替モード時の呼び出し時間や動作を設定します。 


この操作で使用するキー 


ファクス 


1 [I ファクス I ] を押します。 


2 [▲][▼] で<受信モード>を選択して、 [0 K ] 
を巧します。 


宛先を指定してください 
2010 01/01 12:52 AM 
因 =■ 


受信モード：自動受信 I 


辟イ象度： 200 X 100 d ] I 


受信モードを変更する 


用途に合わせてファクスの受信モードを設定します。 


この操作で使用するキー 


ファクス 



1 [万アクス I ]を押します。 


2 [▲][▼] で<受信モード>を選択して、 [ OK ] 
を押します。 


宛先を指定してください 
2010 01/01 12:52 AM 

丘 ■ 


受信モード：自動受信 I 


鮮像度： 200 X 100 d ] I 


3 [▲] [▼] で受信モードを選択して、 [ OK ] を 

押します。 


受信モード 


自動受信 


FAX/TEL 切替 
手動受信 
留守 TEL 接続 


< FAX / TEL 切替>を選択して、にのを押した場合は、詳 
細設定が必要です。 「 FAX / TEL 切替モード詳細設定」 
P .6-12) を参照して設定を行ってください。 


手動ま信モード 


着信時の動作 


電話もファクスも着信時に着信音が鳴りますので受話器をとって手動で応対します。 
ファクスよりも電話を多く使う場合に適したモードです。 


外付け電話機が鳴ります 


電話機が鳴っている間に受話器を取った場合 


電話機が鳴っている間に受話器を取らなかった場合 


電話もファクスも受けることはできません* 1 


相手がファクスの場合 

「ピー」という音が間こえます。 
が下の手順にしたがってフアク 
スを受信します。* 2 


( 1 ) 

( 2 ) 


口） 


[ファクス]を巧します。 
[▲] [▼] でく受信ス 
タート>を選択し、 [ OK ] 
を押します。 

受話器を置きます。 


相手が電話の場合 

そのまま通話します 


*1 「自動受信切替」い P.6-23) をく ON> に設定すると、着信音が一定時間鳴り 
つづけた場合、ファクスの受信動作に自動的に切り替わります。 

*2 「リモート受信」（一 P.6-23) が設定されてぃる場合は、お使ぃの電話機からの 
ダイヤル操作でファクスを受信することもできます。 
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3 [▲][▼] で < FAX / TEL 切替>を選択して、 [ OK ] 
を押します。 


受信モーど_ 


自動受信 


FAX/TEL 切替 


手動受信 
留守 TEL 接続 


4 [▲][▼] で設定する項目を選択して、 [0 K ] 
を押します。 


FAX/TEL 切替 


<確定> 


呼出開始時間： 


呼出時間：15 
音声応答： OFF 



<呼出開始時間> 

着信してから着信音を鳴らす前に、本 
製品がファクスかどうかを検出する時 
間を設定します。 4 秒〜 30 秒の間で 
設定して、にのを押します。 

<呼出時間> 

着信音を鳴らす時間を設定します。 15 
秒〜 300 秒の間で設定して、にの 
を押します。 

<音声応答> 

応答メツセージを流すかどうかを設定 
します。 < OFF > または < ON > を選択し 
て、に K ] を押します。 

• < OFF > :巧手ちには応答メ ツセー ジを 
流しません。 

• < ON > :相手ちに応答メ ツ セージを流 
します。 

< ON >に設定した場合、状況に応じ 
てが下の応答メツセージを巧手ちに流 
します。 

<呼出後の動作> 

呼び出し中に受話器を取らなかったと 
きの動作を設定します。<終了>また 
は<受信>を選択して、にのを押し 
ます。 

- <終了> :通信を切断します。 

- <受信> :ファクスを受信します。 


I 応答メッセージ 


状況 

メッセージ 

呼び出し中 

「ただいま電話を呼び出しておりま 
す。そのまましばらくお待ちくださ 
し、。 ファクシミリの方は送信してく 
ださい。」 

受話器をとらなかった 
とき A (< 呼出後の動 
作>が<終了 >の場合） 

「呼び出しましたが近くにおりませ 
ん。申し訳ございませんが後ほどお 
かけ直しください。」 

受話器をとらなかった 
とき B (< 呼出後の動 
作>が< 受信>の場合） 

「呼び出しましたが近くにおりませ 
ん。ファクシミリをご利用のちは送 
信してください。」 


5 [▲][▼] で<確定>を選択して、 [0 K ] を押 
します。 

受信モードが変更されました。 


FAX/TEL 切替 


<確定> 


呼出開始時間： 
呼出時間：15 
音声応答： OFF 


フアクス機能を使ラ羣 4580dn/MF ミ odn/MR5§/M2450 のみ ) 
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メモリーにあるファクス受信文書を別の宛先へ転送する（手動転送) 


メモリーに保をされている文書を宛先を指定して送信しま 
す。 


状況確認/中止 


6 転送先を指定します。 

宛先は、な下の方法でのみ指定できます。 

因「ワンタッチダイヤルキーを使って送信化を指定する」 
い P .6-4) 

因「短縮ダイヤルを使って送信化を指定する」卜 P .6-4) 
因「アドレス帳を使って送信先を指定する」い P .6-5) 


スタート 


1 (状況確認/中止）を押します。 

2 [▲] [▼] で<ファクスジョブ状況/履歴>を 

選択して、 [0 K ] を押します。 


[@](スタート）を押します。 


3 [▲] [▼] で<受信ジョブ状況>を選択して、 
[0 K ] を押します。 


4 [▲][▼] で転送したいジョブを選択して、 [0 K ] 
を押します。 

な下の場合は転送することがでをません。 

• 受信中である場合 

. 受信が終了し、正常にプリント中である場合 


5 [▲][▼] で<転送>を選択して、 [0 K ] を押 
します。 


詳細情報 
<削除> 


受付香号： 0004 
状況：受信待機中 


ファクスシ’ョフ’状況/履歴 
送信ジョブ状況 


ジョブ履歴 


皆ゲル- フ’ A 02件 
因巧ユ-サ ' -01 0123456.. 


状況確認/中止 
デバイス状況 
コピージョブ状況 


プリントジョブ状況 


ファクス受信ジョブ状況 
12:52 AM 受信中 


受信ジョブ状況 


12:54 AM 受信待機中 
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参メモリーにあるファクス文書を確認/操作する 


メモリーにあるファクス文書の状況を確認したり操作する 
ことができます。 


クス送信文書を確認/中止する 


送信中または送信待機中になっているファクス文書の詳細 
情報を確認できます。不要な文書があれば削除することも 
できます。 


この操作で使用するキー 



2 


(状況確認/中止）を押します。 

[▲][▼] で<ファクスジョブ状況/履歴>を 
選択して、 [0 K ] を押します。 


状況確認/中止 


デバイス状況 
コピージョブ状況 


ファクスジョブ状況周 


プリントジョブ状況 


3 [▲] [▼] で<送信ジョブ状況>を選択して、 
[0 K ] を押します。 


ファクスゾヨフ’状況/履歴 


ブ状況 


受信ジョブ状況 
ジョブ履歴 


4 [▲] [▼] で確認または中止するジョブを選択 

して、 [0 K ] を押します。 


ファクス送信ジョブ状況 
12:52 AM 送信中 


12:54 AM 読込待機中 


詳細情報が表示されます。 


中止する場合 

(1)[▲] [▼] で<中止>を選択して、 [0 K ] を押します。 


詳細情報 


く中止> 


受付香号： 0004 
状況：送信中 
受付時刻： 01/01 12 :.... 


(2) [イ]で<はい>を選択して、 [ OK ] を巧します。 



送信ジョブが中止されます。同報送信の場合は、すべ 
ての巧先への送信が中止されます。 

(3) [( Z 3] (状況確認/中止）を巧して画面を閉じます。 

メ f . 

[@](ストップ）でも中止でをます 

ファクスジョブの中止は、[@](ストップ）を押しても 
巧うことができます。 

送信中または送信待機中のファクスジョブが]つだけの 
場合は、 [(§)] (ストップ）を2回連続して巧すとジョ 
ブを中止することができます。 


確認のみの場合 

[(=)] (状況確認/中止）を巧して画面を閉じます。 


クス受信文書をプリントする 


メモリーに保をされているファクス文書をプリントします。 

• メモ 

受信文書をプリントするとをは 

-受信文書を選んでプリントすることはできません。メモ 
リーになをされているファクス文書をすべてプリントし 
ます。 

-受信文書のプレビュー機能はありません。 

<メモリー受信時刻設ま>で時刻が設まされているときは 

<メモリー受信終了時刻>になると自動的にファクス文書 
がプリントされます。 


この操作で使用するキー 


1詳細情報 1 

<中止> 「 

1 

1受付香号： 0004 


状況：送信中 

■ 

受付時刻： 01/01 12 :.... 

」 


フ 7 クス機能を使ラ (M258Gdn/MF ミ Gdn/MR 客 d/M2450 のみ ) 





曇 

メ IU iO S ち 
"0 ろろろ 
_ _ 


6-15 















状況確認/中止 ▲▼◄()[< 


メモリーに巧なされている文書 

巧先を指定して転送することができます。 

因 「メモリーにあるファクス受信文書を別の宛先へ転送す 
る（手動転送)」（一 P .6-14) 

プリントすることができます。 

因 「ファクス受信文書をプリントする」（一 P .6-15) 


メモリーに保をされているファクス文書の詳細情報を確認 
することができます。また、不要な文書は削除することも 
できます。 


メモリーになをされているファクス文書かプリントされま 
す。 

6 「( )1 (メニュー）を押してメニュー画面を 

閉じます。 


5 [▲] [▼] で< OFF >を選択して、 [0 K ] を 
押します。 


3 [▲] [▼] で<通信管理設定>を選択して、 [0 K ] 

を押します。 



4 [▲] [▼] で<メモリー受信設定>を選択して、 
[0 K ] を押します。 

<メモリー受信設定暗証番号>が設定されている場合は、テ 
ンキーで入力して、 [0 K ] を巧します。 


システム管理暗証番号か設定されている場合 

システム管巧暗証番号を入力します。 

因 「文字の入力方法」（一 P .1-9) 

入力が終わったら、 [▲] [▼] で<確定>を選択して、 [0 K ] 
を押します。 


1 [(^)] (メニュ ー) を押します。 

2 [▲] [▼] で<システム管理設定>を選択して、 

[0 K ] を押します。 


ブ状況 

12:54 AM 受信待機中 



システム管理暗証香号 
*******1 


1234567890 

< BS > 


通信管理設定 _ 

ファクス設定 


> —ュー 

ファクス受信設定 
調整/メンテナンス 


メニューの初期化 


ファクスゾョフ’状況 y 履歴 
送信ジョブ状況 


ジョブ履歴 


状況確認/中止 
デバイス状況 
コピージョブ状況 


プリントジョブ状況 


ファクス受信文書を確認/削除する 


システム管理設定 


<確定> 


メモリー受信設定 


受信ジョブ状況 


OFF 



12:52 AM 受信中 
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(2) [イ]で<はい>を選択して、に K ] を巧します。 



巧認のみの場合 

[(=)] (状況確認/中止）を押して画面を閉じます。 


送受信るみ文書の履歴情報を確認することができます。 



6 [(^](状況確認/中止）を押して画面を閉 

じます。 



詳細情報が表示されます。 


4 [▲][▼] で確認するジョブを選択して、 [0 K ] 
を押します。 

詳細情報が表示されます。 


ファクスジョブ履歴 

12:54 AM NG #099 
12:59 AM NG #995 



詳細情報 
<転送> 

受付香号： 0004 
状況：受信中 


ファクスシ’ヨブ状況/履歴 
送信ジヨブ状況 
受信ジョブ状況 


詳細情報 

結果 ： NG #995 
開始時刻： 01/0112:... 
通信時間： 00 '00 
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ファクスのデフオルト値を変更する 


ファクスのデフォルト値とは、電源を入れたときや、 
[ 0 ] (リセット）を押したときに自動的に適用される機 
能です。お好みで変更することができます。 

が下の設定を、デフォルト値として登録することができま 
す。 

-解像度 
-濃度 

. 両面原稿 （ MF 4580 dn のみ） 

•シヤープネス 


5 [▲][▼] で設定項目を選択して、 [ OK ] を押 
します。 

-絕像度/濃度/両面原稿/シャープネス 

設定の詳細については、「ファクス設定一覧」（一 P .6-3) 
を参照してください。 


ク - L- 

I 


6 設定後、 [▲] [▼] で<確定>を選択して JOK ] 
を押します。 


1 (メニユ ー) を押します。 

2 [▲][▼] で<ファクス送信設定>を選択して、 

[ OK ] を押します。 


r ()1 (メニュー）を押してメニュー画面を 
閉じます。 


メニユー 

環境設定 
タイマー設定 
コピー設定 


3 [▲][▼] で<送信機能設定>を選択して、 [ OK ] 
を押します。 


4 [▲] [▼] で<デフォルト設定の変更>を選択 
して、 [ OK ] を押します。 


送信機能設定 
E 畑送信 

ポーズ 時間セット 
自動リダイヤル 


ファクス送信設定 
基本設定 

ファクス設定ナビ 


デフォルト 設定の変更 

解像度： 200 X 100 d ... 
濃度：±0 
両面原稿： OFF 


デフォルト 設定の変更 


濃度：±0 
両面原稿： OFF 


この操作で使用するキー 


送信機能設定 


フアクス機能を使う IVIF45sodn/IVIF4570dn/f\/IF4550d/IVIF4450 のみ 
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▲▼OK 

1[^3] (メニユ ー) を押します。 

2 [▲][▼] で<ファクス送信設定>を選択して、 

[0K] を押します。 

メニユー 

環境設定 [ j ] 

タイマー設定 I 

コピー設定 


基本設定 


送信機能 
設定 


因 r ューザー電話香号の登録」い P .6-20) 

因「回線種類の選択」（一 P .6-20) _ 

因「公を回線接続」卜 P .6-20) 

因「オフフックアラーム」（一 P.6-20) 

因「発信元記録」い P .6-20) _ 

因「デフォルト設定の変更」い P .6-20) 

因 「 ECM を信」い P .6-20) 

因「ポーズ時間セット」（一 P .6-21) 

因「自動リダイヤル」い P .6-21) 

因「送信前のダイヤルトーン確認」（一 P .6-21) 


3 [▲] [▼巧<送信機能設定>を選択して、 [0K] ザ-®§称の登録 


を押します。 


ファクス送信設定 
基本設定 

ファクス設定ナビ 


4 [▲][▼] で< ECM 送信>を選択して、 [0K] 
を押します。 

送信機能設定 _ 

デフォルト設定の変更1 


本製品の名称として会社名や個人名などを登録します。 
登録した名称は、発信元記録として相手先の記録紙に 
プリントされます。 

設巧の表示ちま 

防「 （ ）1( メニュ ー） 一< ファクス送信設を >一<基 
本設定>一<ューザー略称の登録> 

設を巧を 

文字を入力します（最大24文字)。 

因「文字の入力ち法」 （^ P .1-9) 


ポーズ 時間セット 
自動リダイヤル 




「ューザー略称の登録」（一 P .6-19) 


ファクス送信設定 


ファクス送信設定には、次の項目があります。 


ァ T1 ABC V DFC na 

口のの减 

SfiHI 3- IKI "UNO 

い）い）い） 

ストッブ 

T PORS riuv う WXV/ 

口 QDCD 喊 

: "r/a/B 0 け スタ;-卜 

をの CD / fS , 

，-掛 の 


• ファクス設定を変更する（[メニュー]ボタンで設定する項目) 


ファクスの送受信の設定を変更します。 

設定ちま（設定の流れ）または設定項目一覧については、 
次の項目を参照してください。 

因「ファクス送信設定の流れ」（一 P .6-19) 

因「ファクス送信設定の設定項目一覧」（一 P .6-19) 

因「ファクス受信設定の流れ」（一 P .6-21) 

因「ファクス受信設定の設定項目一覧」（一 P .6-22) 

因「システム管理設定の流れ」（一 P .6-23) 

因「システム管理設定の設定項目一覧」（一 P .6-24) 


ファクス送信設定は、次の手順で行います。 

例として、 rECM 送信」の設定を変更する手順を説明します。 


5 [▲] [▼] で< OFF >または< ON >を選択 
して、 [0K] を押します。 



X 画面に<確定>が表示されている場合は、設定をに<巧 
定>を選択して [0 K ] を押す必、要があります。 

6 r( )1 (メニュー）を押してメニュー画面を 

閉じます。 

設定が完了します。 


フアクス機能を使う MF45sodn/IVIF4570dn/MF4550d/MF4450 のみ 
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パ- - 

ユーザー略称の使われち 


設定内容 

(太き：工場出荷時の設定） 


登録した発信元の情報は、ファクスを送信したときに、発 
信元記録として相手の出力紙にプリントされます。 


ファクス/電話番号 
(ユーザー電話番号） 

電話番号マ-ク 発信元略称 

送信の日付/時刻 （ユーザー略称） 


謂の日付/時刻 

1 1 

1201101/01 02:07出 H 田な1 


ぺージ数 



ユーザー電話香号の登録 

本製品のファクス番号を登録します。 

設定の表示ちま 

腐" [につ] (メニュー）一< ファクス送信設定 >一<基 
本設定>一<ユーザー電話番号の登録> 

設定巧を 

テンキーで番号を入力します（最大20文字)。 

回線種類の選択 

工場出な時は< 自動>に設定されているため、設定を 
変更する必要はありませんが、構内交換機 ( PBX ). ホー 
ムテレホン、ビジネスホンに接続している場合や、ファ 
クスの送信ができないときは設定を変更します。 
電話回線の種類がわからないときは、ご利用の電話会 
社にお問い合わせください。 

設をの表示ちま 

が「（ ） 1( メニュ ー ） -»< ファクス 送信設を >一< 基 
本設定>^<回線種類の選択> 

設ち巧を 

(太字：工場出巧時の設定） 


自動 

自動で回線種類を判別します。本製 
品の電源を入れたときに判別をしま 
すので、電源を入れたまま電話線を 
接続したときは、電源を入れなおし 
てください。 

手動 

ダイヤル20 PPS 、 
ダイヤル10 PPS 、 
プッシュ 

手動で回線種類を設定します。 


公衆回線接続 

ファクスの受信モードを< FAX / TEL 切替>に設定する 
と、が下の症状が発生する場合があります。 

. 外付け電話機またはオプションのハンドセツトから着信 
音が鳴らない 

. 外付け電話機またはオプションのハンドセツトから電話 
をかけられない 

このような場合に、本項目の設定を変更することで、 
問題を解みすることができます。 

設をの表示ちま 

防 [( _ )] (メニュ ー） 一<ファクス送信設定>一<基 

本設定>^<公衆回線接続> 


直接接続 

通ちはこの設定にしておきます。 

アダプタ接続1 

アダプタ接続2 

<直接接続 > に設定して、問題が発生し 
た場合に設定します。 

<アダプタ接続]>に設定しても問題が 
解ミ央しない場合に設定します。 


オフフックアラーム 

電話機またはハンドセット（オプション）の受話器が 
外れているとき、警告音を鳴らすかどうかを設定します。 
また、警告音の音量を設定することができます。 

設をの表示ちま 

际" [( _ )] (メニュ ー） 一<ファクス送信設定>一<基 

本設定>一<オフフックアラーム> 

設定内容 

(太字：工場出巧時の設定） 


OFF 

警告音を鳴らしません。 

ON 

オフフックアラーム音量： 

1〜 5 

設定した音量で警告音を 
鳴らします。 


発信元記録 

送信する文書に発信元記録をつけるかどうかを設定し 
ます。 

発信元記録は送信文書の上部にプリントされます。こ 
ちらのファクス番号や名前などがプリントされるので、 
相手先で誰から送信されてきた文書かを確認すること 
ができます。 

設をの表示ちま 

防「（ ）1( メニユ ー）-»< ファクスを信設を >-»< 基 
本設定>^<発信元記録> 

設ち巧を 

(太字：工場出巧時の設定） 


つけない 

発信元記録をつけません。 

つける 

印字位置： 

画像の内側、 画像の外側 

発信元記録をプリントす 
る位置を選択します。 

電話番号マーク： 

FAX 、 TEL 

電話番号のおにつける文 
字を選択します。 


デフォルト設をのを更 

電源を入れたときや、 [®] (リセット）を押したとき 
の設定を変更できます。 

設ちの表示ちま 

防* [こコ](メニュ ー） 一<ファクス送信設定>一<送 
信機能設定>一<デフォルト設定のを更> 

設定巧を 

設定ち法は、次の項目を参照してください。 

困「ファクスのデフォルト値を変更する」（一 P .6-18) 

ECM 送信 

ECM (エラー訂正モード）とは、ファクス通信中のエラー 
を 自動的に検知 し修正する機能です。 ECM 機能を使う 
と、電話回線の状態が悪い場合でも送信エラーを軽減 
することができます。 
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▲▼OK 


1 (メニユ ー) を押します。 

2 [▲] [▼] で<ファクス受信設定>を選択して、 

[0 K ] を押します。 


メーュー 
タイマー設定 
コ ピー設定 
ファクス送信設定 


ファクス受信設定 


3 [▲][▼] で<ファクス設定>を選択して、 [0 K ] 

を押します。 


ノアフ乂又イ己日又疋 

受信機能設定 


ファクス設定 


4 [▲] [▼] で < ECM 受信>を還択して、 [0 K ] 
を押します。 


ファクス設定 


ECM 受信 


着信呼出 
リ モート受信 
自動受信切替 


OFF 

発信音の確認をしません。 

ON 

発信音を確認してからダイヤルしま 
す。 


ファクス受信設をの流れ 


ファクス受信設定は、次の手順で行います。 

例として、 「 ECM 受信」の設定を変更する手順を説明します。 


この操作で使用するキー 


設定の表示ちま 

防「（ ）1( メニユ ー） 一<ファクスち信設を>一<送 
信機能設定>一< ECM 送信> 


設定内容 

(太き：工場出荷時の設定) 


OFF 

ECM 機能を使用しません。 

ON 

ECM 機能を使用します。 


ポーズ時間セット 


[(=)] (ポーズ）を押したときのポーズの秒数を設定 
します。 

ポーズの入力ち法は、「ミ毎外にファクスを送る（ポーズ 
の挿入)」（一 P .6-8) を参照してください。 

設定の表示ちま 

防「（ ）1( メニユ ー） 一<ファクスち信設を>一<送 
信機能設定>一<ポーズ時間セット> 

設定内容 

(太字：工場出荷時の設定） 

り〜2〜15 (秒)] 

自動リダイヤル 

自動リダイヤルは、ファクス送信時に相手先が話し中 
などで送信できない場合や送信エラーが発生したとき 
に、自動的に再送信する機能です。 

リダイヤルする回数や間幅などを設定することができ 
ます。 

設定の表示ちま 

防「（ ） 1 ( メニユ ー ） 一 <ファクス 送信設を>一<送 
信機能設定>一<自動リダイヤル> 


設定巧を 

(太き：工場出巧時の設定) 


OFF 

自動リダイヤルしません。 

手動でリダイヤルするときは、「リダ 
イヤルする（手動リダイヤル)」（一 
P .6-6) を参照してください。 

ON 

リダイヤル回数： 

1〜2〜15 (回） 

リダイヤルする回数を設定します。 

リダイヤル間隔： 

2〜99份） 

リダイヤルする間隔を設定します。 

送信 エラー 時リダ 
イヤル： 

OFF、ON 

送信エラーが発生したときにリダイ 
ヤルするかどうかを設定します。 


■ メモ 

巧手機側の設巧も確認してください 

本製品と巧手機側の双ちで設定がち効になっている場合に 
のみ ECM 機能を使用できます。 

ECM 機能をち効にしても 

電話回線の影響でエラーになることがあります。 

ECM 機能をち効にすると 

電話回線にトラブルが発生した場合、を信に時間がかかる 
ことがあります。 


送信前のダイヤルトーン確認 

ファクスを送信するときに、発信音を確認してからダ 
イヤルするかどうかを設定します。 

設をの表示ちま 

防「（ ）1( メニユ ー）-»< ファクス送信設を >— »<送 
信機能設定>一<送信前のダイヤルトーン確認> 

設ち巧を 

(太字：工場出巧時の設定） 


フアクス機能を使う lvlF4580dn/lvlF45sdn/IVIF4550d/IVIF4450 のみ 



I ザ匡 W 幕〇 

メ IQ S S 
占るとろ 

i _ 


6-21 













5 [▲] [▼] で < OFF > または < ON > を選択 
して、 [0 K ] を押します。 


E 畑受信 
OFF 


ON 


X 画面に<確定>が表示されている場合は、設定をに<巧 
定>を選択して [0 K ] を押す必、要があります。 

6 rc )1 (メニュー）を押してメニュー画面を 
閉じます。 

設定が完了します。 


クス受信設定の設定項目一覧 


ファクス受信設定には、次の項目があります。 


送信/受信設定 

受信機能 
設定 

因 「両面記録 （ MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d の 
み)」い F >'6-22) 

因 「画像縮小」卜 P .6-22) 

因 「受信情報記録」卜 P .6-22) 

因 「トナー残りわずか時の印字継続」い P .6-22) 

フアクス 

設定 

因 「 ECM 受信」卜 P .6-22) 

因 「着信巧 出」 い P .6-23) 

因 「リモ-卜受信」い P .6-23) 

因 「自動受信切替」（一 P .6-23) 


両面記録 ( MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d のみ) 


受信文書を用紙の両面にプリントすることで、用紙を 
節約することができます。 

設定の表示ちま 

防 ■ [^)] (メニュー）一<ファクス受信設定>一 

<受信機能設定>^<両面記録> 


設を巧客 

(太字：工場出巧時の設定) 


OFF 

両面にプリントしません。 

ON 

両面にプリントします。 


画像縮小 


受信文書の画像を、セットしてある記録紙のサイズに 
合わせて自動的に縮小したり、決められた倍率で縮小 
したりすることができます。 

設をの表示ちま 

防[(^)] (メニュー）一<ファクス受信設定>一 
<受信機能設定画像縮小> 


設定巧を 

(太字：工場出巧時の設定) 


OFF 

画像を縮小しません。 

ON 

縮小率：自動、 
97%. 95%. 
90%. 75% 

<自動>:縮小率を自動調整して画像 
を縮小します。 

< 97〇/〇 >、< 95% >、< 90〇/〇 >、 

< 75% > :設定した倍率で、画像を 
縮小します。 

縮小方向： 

縦横、縱のみ 

<縦横> :縦横方向に縮小します。 

<縦のみ > :綱方向にのみ縮小します。 


受信情報記録 

受信文書をプリントするとき、受付日、受付曜日、受 
付時刻、受付番号、ページ番号を、原稿のいちばん下 
にプリントするかどうかを設定できます。 

設ちの表示ちま 

防[こつ](メニュー）一<ファクス受信設定>一 
<受信機能設定 >->< 受信情報記録> 


設巧巧を 

(太字：工場出巧時の設定) 


つけない 

受信情報をつけずにプリントします。 

つける 

受信情報をつけてプリントします。 


トナー巧りわずか時の印字継続 

トナーカートリツジが残りわずかになった場合に、受 
信中の文書のプリントを継続するかどうかを設定しま 
す。 

(3 重要- 

<トナー巧りわずか時の印字継続>を<する>に設を 
した場合 

途中でプリントが薄くなったり、かすれたりすることがあ 
ります。ただし、メモリー巧の受信データはプリントと同 
時に消'えるため、再度、プリントすることはできません。 


設ちの表示ちま 

が[^)] (メニュー）一<ファクス受信設定>一 
<受信機能設定>一< トナー残りわずか時の巧字 
継続> 


設定巧を 

(太字：工場出巧時の設定) 


しない 

プリントを停止します。 

する 

プリントを継続します。 


ECM 受信 


ECM (エラー訂正モード）とは、ファクス通信中のエラー 
を 自動的に検知 し修正する機能です。 ECM 機能を使う 
と、電話回線の状態が悪い場合でも受信エラーを軽減 
することができます。 

i メモ 

巧手機側の設まも確認してください 

本製品と巧手機側の双ちで設定が有効になっている場合に 
のみ ECM 機能を使用できます。 

ECM 機能をち効にしても 

電話回線の影響でエラーになることがあります。 

ECM 機能をち効にすると 

電話回線にトラブルが発生した場合、受信に時間がかかる 
ことがあります。 


フアクス機能を使ミ MF4580dn/MF4570dn/MF4550d/MF4450 のみ ) 
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設定の表示ちま 

防[仁つ](メニュー）一<ファクス受信設定>一 
<ファクス設定>一< ECM 受信> 

設定巧を 

(太字：工場出巧時の設定） 


着信呼出 

<受信モード>が< 自動受信>または< FAX/TEL 切 
替>に設定されている場合、着信があったときに外付 
け電話機またはハンドセット（オプション）を鳴らす 
かどうかを設定します。また、呼び出し回数も設定で 
きます。 

設定した呼び出し回数分の着信音が鳴った後は、着信 
がファクスのときは自動的に受信を開始します。電話 
のときは、<受信モード>が< FAX/TEL 切替>の場合 
のみ、巧度外付け電話機またはハンドセット（オプショ 
ン）の着信音が鳴ります。 

設定の表示ちま 

防[仁二)](メニュー）一<ファクス受信設定>一 
<ファクス設定>一<着信呼出> 

設定内容 

(太字：工場出巧時の設定） 


リ モート 受信 

外付けの電話機を接続している場合、通話中に電話機 
のダイヤルボタンでファクス受信用の I D 番号をダイヤ 
ルすると、その場でファクス受信動作に切り替えるこ 
とがでをます。 

設定の表示ちま 

防 [ ( )] (メニュー）一< ファクス受信設定>一 
<ファクス設定>一<リモート受信> 

設定内容 

(太字：工場出巧時の設定） 


自動受信切替 

<受信モード > が < 手動受信> に設定されている場合 
に、着信音が一定時間鳴り続けると受信を開始するよ 
うに設定することができます。 

設定の表示ちま 

防 [ ( )] (メニュー）一< ファクス受信設定>一 
<フアクス設定>一< 自動受信切替> 


設巧巧を 

(太字：工場出巧時の設定) 


システム管理設定は、巧の手順で行います。 

例として、「受信スタートスピード」の設定を変更する 
手順を説明します。 


メニュー 


▲▼0 K 


1 [^ 3 ] (メニュ ー) を押します。 

2 [▲][▼] で<システム管理設定>を選択して、 

[0 K ] を押します。 


システム管理ち註香号が設定されている場合 

システム管理暗証番号を入力します。 

因「文字の入力ち法」（一 P .1-9) 

入力が終わったら、 [▲] [▼] で<確定>を選択して JOK ] 
を押します。 


3 [▲][▼] で<通信管理設定>を選択して、 [0 K ] 

を押します。 


システム管理設定 
システム管理者情報 ... T 
デバイス情報の設定 I 
ネットワーク設定_ 


4 [▲][▼] で<ファクス設定>を選択して、 [0 K ] 
を押します。 


通信管理設定 


メモリー受信設定 


OFF 

自動受信しません。 

ON 

呼出秒数：1〜15 
〜99 (秒） 

<呼出秒数>で設定した時間が 
経過すると受信を開始します。 


OFF 

ECM 機能を使巧しません。 

ON 

ECM 機能を使巧します。 


システム管理暗証ま号 
******** 

I 

1234567890 

< BS > 


メニ: 


ファクス受信設定 
調整/メンテナンス 

メニューの初期化 


OFF 

リモート受信機能を無効にします。 

ON 

リモート受信 ID : 

00〜25〜99 

リモート受信機能を有効にします。 

<リモート受信の> でファクス受 
信用の ID 番号を設定します。 


OFF 

着信音を鳴らしません。 

ON 

呼出回数： 

1〜2〜99個） 

着信音を鳴らします。 

<呼出回数>で鳴らす回数を設定 
します。 


ファクス設定 


通信管理設定 


く確疋> 


システム管理設定 


この操作で使用するキー 


システム管理設定の流れ 


フアクス機能を使ラ羣 4580dn/MF ミ odn/MR5§/M2450 のみ ) 
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$[▲][▼] で < 送信スタートスピード > を選択 
して、 [0 K ] を押します。 


ファクス設定 



受信スタートスピード 


6 [ A ] [ T ] で送信スタートスピードを選択して、 

[0 K ] を押します。 


送イ言乂夕ートノ S 巳ート 


33600 b| 


14400 bps 
9600 bps 
7200 bps 


續 画面にく確定 > が表示されている場合は、設定後にく確 
定>を選択して [ OK ] を押す必要があります。 

7 rc )1 (メニュー）を押してメニュー画面を 
閉じます。 

設定が完了します。 


システム管理設定の設定項目一覧 


ファクスの送受信に関するシステム管理設定には、次の項 
目があります。 


システム管理設定 

通信管理 
設定 

ファクス設定 

因「送信スタートスピード」卜 P .6-24) 
因「受信スタートスピード」卜 P .6-24) 

因「メモリー受信設定」（一 P .6-24) 

送信機能 
の制限 

因「アドレス帳の暗証番号」（一 P .6-25) 

困「新規宛先の制限」い P .6-25) 

困「ファクスドライバーからの送信を許可」 P .6- 
25) 

「ファクスドライバーからの送信を許可」（一 P .6-25) 
困「履歴からの送信を制限」（一 P .6-25) 

国「ファクス香号入力時の確認入力」（一 P .6-25) 

面「同報送信の制限」（一 P .6-25) 


送信スタートスピード 

回線の状態が悪く、送信が始まるまでに時間がかかる 
ときは、送信開始スピードを変更します。 

設巧の表示ち法 

防 [ c ^] (メニュー）一<システム管理設定>一<通 
信管理設定> 一<ファクス設定>一<送信スター 
トスピード> 

設定巧を 

(太字：工場出巧時の設定） 

33600 bps . 14400 bps. 9600 bps、 7200 bps. 

4800 bps、2400 bps_ 


受信スタートスピード 

回線の状態が悪く、受信が始まるまでに時間がかかる 
ときは、受信開始スピードを変更します。 

設巧の表示ちま 

防「 （ つ "! (メニュー）一<システム管理設定>一<通 
信管理設定>一< ファクス設定>一<受信スター 
トスピード> 

設を巧を 

(太字：工場出巧時の設定） 

33600 bps 、 14400 bps、 9600 bps、 7200 bps、 

4800 bps、2400 bps_ 


メモリー受信設定 

受信した文書は通常すぐにプリントされますが、プリ 
ントしないでいったんメモリーに保をしておくことが 
できます。なをした文書はいっでも好きなときにプリ 
ントしたり、不要な場合は消去して使用する用紙を節 
約することができます。 

設をの表示ちま 

防[こつ](メニュー)一<システム管理設定>一<通 
信管理設定>一<メモリー受信設定> 


設を内容 

(太字：工場出巧時の設定) 


OFF 

メモリー受信を使用しません。 

ON 

y モリー受信 
設定暗証番 
号： 

7おの番号 

暗証番号を設定すると、メモリー受信 
の設定内容を変更するときやメモリー 
受信を解除するときに暗証番号の入力 
が必要になります。 

レポート 

プリント： 

OFF 、 ON 

ファクスを受信したときに受信結果レ 
ポートをプリントするかどうかを設定 
します。 

「受信結果レポート」もく ON >にする 
麻要があります。 

y モリー受信 
時刻設定： 

指定しない、 

指定する 

<指をする>に設定すると、設定した 
時間内のみ/モリー受信されます。 

く メモリー受信開始時刻 > とく メモ 
リー受信終了時刻>をそれぞれ入力し 
てください。 


■ メモ 

メモリー受信設定暗証番号について 

. 暗証番号を設定しない場合は、何も入力しないで [ OK ] 
を押します。 

. く 0000000 > のような「0」だけの連数字を暗証番号とし 
て登録することはできません。 

.く日 >で始まる数字を登録した場合はが下のようになり 
ます。 

例：く 02 > やく 002 > など入力一く 0000002 > と設定 
されます。 


フアクス機馨使ミ MF4580dn/MF4570dn/MF4550d/MF4450 のみ ) 
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アドレス帳の暗証香号 

アドレス帳に暗証番号を設定します。 

暗証番号を設定すると、宛先を登録/編集/消去する 
際に設定した暗証番号を入力する必要があります。 

設定の表示ちま 

陪 [ c ^] (メニュー）一<システム管理設定>一<送 
信機能の制限>一<アドレス帳の暗証番号> 

設定内容 

7 がの数字を入力します。 

番号を入力しないで、 [0 K ] を押すと、暗証番号による 
制限を解除することができます。 

新規宛先の制限 

指定できる宛先を登録済みのワンタッチダイヤルと短 
縮ダイヤルに限定します。制限機能を有効にすると、 
が下の操作はできなくなります。 

• テンキーを使って宛先を指定する 
•アドレス帳/ワンタッチダイヤル/短縮ダイヤルに新 
しい宛先を登録する 

•アドレス帳/ワンタッチダイヤル/短縮ダイヤルに登 
録ミまみの宛先を変更する 

設定の表示ちま 

防 [ CZ 3] (メニュー）一<システム管理設定>一<送 
信機能の制限>一<新規宛先の制限> 

設定内容 

(太字：工場出巧時の設定） 


OFF 

制限しません。 

ON 

制限します。ワンタッチダイヤルと短縮ダイヤルか 
ら宛先を指定します。 


ファクスドライバーからの送信を許可 

ファクスドライバーを使ったコン ピュー ターからの 
ファクス送信を許巧するかどうかの設定をします。 

設定の表示ちま 

防「 （ つ "! (メニュ ー） 一<システム管理設定>一<送 
信機能の制限>一<ファクスドライバーからの送 
信を許可> 

設定内容 

(太字：工場出巧時の設定） 


OFF 

ファクスドライバーから送信できません。 

ON 

ファクスドライバーから送信できます。 


履歴からの送信を制限 

履歴からの送信を制限するかどうかを設定します。 

設定の表示ちま 

が「 （ つ "! (メニュ ー） 一<システム管理設定>一<送 
信機能の制限>一<履歴からの送信を制限> 

設定内容 


(太字： 

工場出荷時の設定） 

OFF 

履歴から送信できます。 

ON 

履歴から送信できません。 


ファクス香号入力時の確認入力 

ファクス送信の宛先指定時に、ファクス番号の再入力 
画面をま示させるかどうかを設定します。ファクス番 
号を2度入力することで、指定した宛先に誤りがない 
ことを確認してから原稿を送信することができます。 

設をの表示ちま 

防[こつ](メニュー）一<システム管理設定>一<送 
信機能の制限>一< ファクス番号入力時の確認入 
力> 


設を内を 

(太字：工場出巧時の設定) 


OFF 

再入力画面を表示しません。 

ON 

再入力画面を表示します。 


同報送信の制限 

ファクスを送信するときに、複数の宛先に送信する場 
合の制限を設定します。 

設をの表示ちま 

防[(^] (メニュー）一<システム管理設定>一<送 
信機能の制限>一<同報送信の制限> 

設ち巧を 

(太字：工場出巧時の設定） 


OFF 

複数の宛先への送信を許可します。 

同報送信の確認 

複数の宛先への送信時に確認画面が表示さ 
れます。 

同報送信不可 

複数の宛先への送信を禁止します。 


フ 7 クス機能を使ラ (M258Gdn/Mssdn/MR 客 d/M2450 のみ ) 
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(• ファクスの通信を中止する 



送信中のジョブを中止します。 

1 [ I ファクス I] を押します。 


2 [(§)] (ストップ）を押します。 

《送信中のファクスジョブが1つだけの場合は、 [(§)]( ス 
トップ）を2回連続して押すとジョブを中止することが 
でをます。 

3 <中止しますか？ >と表示されたら、 [▲] 
[▼] で<はい>を選択して、 [0 K ] を押します。 

[(§)] (ストップ）を押しても中止できます。 

送信が中止されます。 


フアクス機能を使う (IVIF4580dn/IVIF45sdn/IVIF4550d/IVIF4450 のみ ) 
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Chapter 


スキヤン機能を使う 


本製品の/《ネル操作のみで、読み込んだ原稿をかんたんにコンピューターに保存することがで 
きます。 

《 Macintosh をお使ぃのちは、スキャナードライバーガイドを参照してくださぃ。 

スキャナードライバーガイドの表示ちまにつぃては、 「 Macintosh をお使ぃのお客様へ」い P .11-4) を参おしてく 
ださぃ。 

スキヤンの基本的な操作ち法 7-2 
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操作パネルのキーを操作して、原稿を読み込むことができ 
ます。 


コンピユーター側の操作で原稿をスキヤンするには 

e - マニュアルの「スキャンする」を参照してください。 


3 [▲][▼] で< PC >を選択して、 [0 K ] を押 
します。 

「スキヤンの種類を遇択し1 
ください 


リモートスキヤナー 


この操作で使用するキー I 


MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d / MF 4450 

スキヤン 


-ロ ロロ 

02 リター P ル田 BBS 

ロロ ロ 

03 ■: -7 レ. r- 卜 

ロロ ロ 

RSnK/ 

04 マン7ツブ 中:！ • 

J ロ ロ ロ 




ァ 方 W "7 Mf ■■ 

CiJQJCiJ ( 出） 

5GHI J la "MHO 

(4 )广 Q いつ 

マの U ，刪 ュ只 

ののの @ 

こ J/S/ C で が ス5-卜 

をの dD 

一な の J 


▲▼OK 


MF 4430/ MF 4420 n / MF 441 0 

コピー/スキヤン 


_I_ 



▲▼OK 

I 原稿をセットします。 

因「原稿をセットする」い P .2-3) 

因「使巧できる原稿につぃて」い P .2-2) 

メ f . 

操作パネルからスキヤンする場合 

原稿台からは複数枚読み込むことはできません。 


2 スキャン基本画面を表示します。 

. MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d / MF 4450 

[ I スキでン) ]を押します。 

• MF 4430/ MF 4420 n / MF 441 0 

スキャン基本画面が表示されるまで、「( )1 (コピー 
/スキャン）を巧します。 

スキャン基本画面が表示されます。 


スキヤンの種類を選択し 
てください。 

リモー h スキヤナー 


4 [▲][▼] で宛先を指定し、 [ OK ] を押します。 

-複数台コンピューターが接続されている場合 

USB 接続されているコンピューターが一番上に表示され 
ます。 

-を続しているコンピューターが1台で USB 接続の場合 
この画面は表示されません。 

•ネットワークでり台な上のコンピューターがを続されて 
いる場合 

11台目な降のコンピューターは表示されません（スキャ 
ンできません)。 

本製品にネットワークで接続されているコンピューター 
の数を減らしてくだホい。 

腐 = e - マニュアルースキヤンする一 MF Network Scan 
Utility にスキャナーを登録する（ネットワークを続の 
み） 

X 表示されるコンピューターの名称は、変更することが 
でさます。 

n ぞ e - マニュアルースキヤンする一 MF Toolbox の使いか 
た 


宛先を指定してください 

EXAMPLE2 


5 [▲] [▼] でスキヤン設定を指定し、 [ OK ] を 
押します。 

スキャン設定は、デフォルトで巧のとおりに設定されてい 
ます。 



スキヤン 
モード 

解像度 

ファイル 
の種類 

PDF 設定 

カラー 
スキヤン 

カラー 

300 dpi 

PDF 

テキスト検索可能 
(サーチヤブル） 
/局圧縮 

白黒 

スキヤン 

白黒 

300 dpi 

TIFF 

- 

カスタム1 

カラー 

300 dpi 

JPEG/Exif 

- 

カスタム2 

カラー 

300 dpi 

PDF 

テキスト検索可能 
(サーチヤブル） 
/標準圧縮 


スキヤンの種類を選択 
スキヤン開始： 0 K キー 

白黒スキヤン 
カスタム！ 


読み込み動作が開始され、なを終了を、スキャン基本画面 
に戻ります。 


スキヤン機能を使ラ 
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スキャンでをなかつたとをは 

MF Toolbox の設定画面が表示されているとスキャンできま 
せん。[@]をクリックして設定画面を閉じてからスキャ 
ンしてください。 


( を、^ /户、 をミ J ■ン两■ル白-け sff し mm。 ァコり 

9 ス申トンの I 巧 

届柏の A で 3 IQ ) 3-トモード - 



読み込んだ画像のななホ 

読み込み終了時に、画像を保ちしたフォルダーが自動 
的に開をます。 

デフォルト状態では、[ピクチャ]フォルダーに、読み 
込んだ日付のフォルダーが作成されます。 

(Windows 2000 / XP では、[マイドキュメント]巧の[マ 
イピクチャ]フォルダーに作成されます。） 


• メモ 

スキャン設をを変更するには 

保存先の変更やファイル形式の変更、お像度の変更などが 
コンピューターから行えます。 

腐 e - マニュアルースキャンする^ MFToolbox の使いかた 











スキヤン機能を使ぅ 



Chapter g 

曰常のメンテナンス 

ここでは、本製品のお手入れや移動、トナーカートリッジの交換のしかたなど本製品の調整に 
ついて説明しています。 


曰常のお手入れ _^ 

を伴马を壬みか 8-2 

内部のお手入れ 8-2 

を宣舉马ををれ…………………………… … 8 う 

原搞台カフスのお手入れ 8-4 

フイーダーのお手入れ 

(MF4580dn/MF4570dn/MF4550d/MF4450/MF4430 のみ） 8-4 
a 羣 C 0 を壬みれ^す琴与章をごを琴……— 8^5 

トナーカートリッジの交換 _^ 

メ ッセー ジが表示されたときは 

( MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d / MR 450 のみ） 8-6 

プリント結果に白いすじ（繳が入ったり、 

かすれやムラが出る 8-7 

同おされているトナーカートリッジについて 8-7 

莖醇昂.]：ホ::马-七ツ.ツ.著に:？*::;'て . る rl 

卜す;亡り_ッ_ジ马卑ツ舉 し、………………………………………… 8：^ 

トナー残量を確認する 

(MF4580dn/MF4570dn/MF455 日 d/MF4450 のみ） 8-8 

トナーを節約する 8-9 

とす;7：を一七ツツタを辜舉すを菌[こ 8-10 

.]： ホ-を-七乂兰之をを舉すを 8：11 

卜す一をートリッジ卓辜跨するとさ马写ミち臺 8-12 

塑趣马(のご導み相扉莖马 8-14 

本製品を移動するとき _ 8-15 

本製品を移動するとをのごミ主意 8-16 
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(• 日常のお手入れ 


本体のお手入れ 


本体外部や通気□を清掃します。 

1電ミ原スイッチを切り、電ミ原コードを巧きます。 

2水または薄めた中せ洗剤をさませた柔らかい巧 
をかたく絞り、本体の表面をおきます。 



3完全に乾いてから電ミ原コードを接続し、電ミ原ス 
イッチを入れます。 


内部のお手入れ 


プリントエリアを定期的に清掃し、トナーの粉や紙ぼこり 
がたまらないよラにしてください。 

1電ミ原スイッチを切り、電ミ原コードを巧きます。 

2操作パネル部を持ちます。 



3操作パネル部を持ち上げます。 




操作パネル部が持ち上げられないとを 

フィーダーまたは原稿台ガラスカバーが完全に閉まってい 
るか確認してください。 

無理に持ち上げると、故障の原因になります。 

原稿台ガラスに本などの厚手の原稿をセットしていると、 
フィーダーまたは原稿台ガラスカノ く一が完全に閉まりませ 
ん。このようなときは、原稿を取り出してください。 


4 トナーカバーの左手前にあるつまみを持ちます。 



5 トナーカバーを持ち上げます。 



6 トナーカートリツジを取り出します。 



日蒙メンテナンス 
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ブ清潔で柔らかい、乾いた、糸くずの出ない巧で、 
内部からトナーの粉や紙ぼこりを取り除きます。 

8 トナーカートリッジを取り付けます。 

左右の突起 （ A ) をトナーカートリッジガイドに合わせて、 
奥に当たるまで確実に押し込みます。 

( A ) 



9 トナーカバーを閉めます。 



トナーカバーが閉まらないとき 

トナーカートリツジが正しくセツトされているか確認して 
ください。 

無理に閉めると、故障の原因になります。 


10操作パネル部をおろします。 

11電源コードを接続し、電源スイッチを入れます。 


を着器のお手入れ 


が下の場合、定着器がミちれている可能性があります。定着 
器をクリーニングしてください。 

-プリントされた用紙に黒いスジが現れる場合 
• トナーカートリツジを交換したとき 


この操作で使用するキー 


MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d / MF 4450 
メニュ ー 



▲▼OK 


MF 4430/ MF 4420 n / MF 441 0 



▲▼OK 


2 [▲] [▼] で<調整/メンテナンス>を選択し 

て、 [0 K ] を押します。 


メ^ュー 

コピー設定 「 
ファクス送信設定 I 
ファクス受信設定_| 


調整/メンテナンス 


3 [▲][▼] で<定着器のクリーニング>を選択 
して、 [0 K ] を押します。 


調整/メンテナンス 
特殊処理 


定着器のクリーニング 


4 手差しトレイに、 A 4 サイズの普通紙をセットし 
て、 [0 K ] を押します。 

クリーニングが開始されます。約90砂かかります。 


定着器のクリーニング 
手差しに M / LTRW 上の 
用紙をセットしてください 


開始 


《定着器のクリーニングに使用する用紙は普通紙を推奨 
します。 


〇 

開始されないとをは 

メモリーにジョブがある場合、クリーニングできません。 


5 rc )1 (メニュー）を押してメニュー画面を 
閉じます。 


[^ Z )] (メニュー）を押します。 












原稿台ガラスのお手入れ 


が下の手順で、原稿台ガラスおよびフィーダーの下面の清 
掃をしてください。 

1 電ミ原スイッチを切り、電ミ原コードを巧きます。 

2 フィーダーまたは原稿台ガラスカバーを開けます。 


フイーダーのお手入れ （ MF 4580 dn / 
MF 4570 dn / MF 4550 d / MF 4450/ MF 4430 のみ) 


フィーダーを使用して原稿を読み取ったときに、口ーラー 
についた鉛筆の粉な どのために原稿がミちれ、 原稿にないも 
のがプリントされていることがあります。この場合は読み 
取りエリアと□—ラーを清掃してください。 

1 電ミ原スイッチを切り、電ミ原コードを巧きます。 


2フィーダーカバーを 開けます。 

. MF 4580 dn 


3原稿台ガラスとフィーダーの下面を拭きます。 

(1) 水をさませてかたく絞った巧で拭きます。 

(2) 乾いた柔らかい巧でなきます。 



• MF 4570 dn / MF 4550 d / MF 4450/ MF 4430 


(3 重要- 

原稿台ガラスを清掃するとをのま意 

原稿台ガラスの左端にある透明のシート （ A ) を折り曲げないよ 
うを意してください。 


3 


水をさませた巧で、フィーダー内部のローラー 
( A ) をおきます。次に、乾いた柔らかい巧でお 
さます。 


- l \/ lF 4580 dn 


4フィーダーまたは原稿台ガラスカバーを閉じます。 
5電源コードを接続し、電源スイッチを入れます。 








• MF 4570 dn / MF 4550 d / MF 4450/ MF 4430 



4 フイーダーカバーを閉じます。 

5電源コードを接続し、電ミ原スイッチを入れます。 


日常のお手入れをするときのごま意 

本 製品のお手入れをする前に、が下のことをご確認くださ 
い。 

• メモリーにジョブが蓄積されていないことを確認して 
から、電源スイッチを切り、電源コードを抜いてくだ 
さい。 

-本 製品に傷が付かないよう、柔らかい巧をお使いくだ 
さい。 

-ティッシュぺーパー、紙タオルなどは使わないでくだ 
さい。内部のち K 品に付着したり、静電気発生の原因に 
なることがあります。 

A ま意 

フイーダーまたは原稿台ガラスカバーを閉めるとを 

指を挟まないようま意してください。 

を着器 （ A ) には触れない 

使用中に高温になり、やけどの原因になることがあり 
ます。 



巧月区や手がトナーで巧れないようにま意する 

ホ服や手が'汚れた場合は、直ちに水で洗い流してくだ 
さい。 

温水で洗うとトナーが定着し、ミちれがとれなくなるこ 
とがあります。 


(3 重要- 

フィーダーを清掃するとをのま意 

水分を含ませすぎた巧で拭くと、原稿が破れたり、本製品を損 
傷したりする可能性があります。 

ローラ （ A ) には触れない 

本製品を損傷することがあります。 



■ メモ 

ファクスの送受信 

電源プラグを抜いている間は、送受信できません。 

プリント待機中のデータがある場合 

電源スイッチを切るとデータは消去されます。 

メモリー受信されたデータや送信予約など 

電源プラグを抜いてから約 5 分間は保持されます。 y モリー 
に保をされたジョブを確認するには、が下を参照してくだ 
さい。 

因「/モリーにあるファクス文書を確認/操作する」 
P .6-15) 
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トナーカートリッジは消耗品です。トナーカートリッジが 
寿命に近づくと、メッセージがま示されたり、次のような 
を状が出たりします。メッセージや症状に応じて適切に巧 
処してください。 


メッセージが表示されたときは ( MF 4580 dn / 
MF 4570 dn / MF 4550 d / MF 4450 のみ） 

本製品の使用中にトナーが少なくなると、デイスプレーに 
メッセージがま示されます。 


メッセージ表示 

MF 4430/ MF 44201 VMF 4410 の場合は、トナーの残量が少な 
くなっても、メッセージは表示されません。 


メ ッセー ジがま示される ( MF 4580 dn / MF 4570 dn / 
MF 4550 d / MF 4450 のみ） 

因 「メッセージが表示されたときは ( MF 4580 dn / MF 4570 dn / 
MF 4550 d / MF 4450 のみ)」（一 P .8-6) 

白いすじ（線）が入ったり、かすれやムラが出る 

因 「プリント結まに白いすじ（線）が入ったり、かすれやム 
ラが出る」（一 P .8-7) 


(3 重要 


トナーカートリッジについて 

トナーカートリッジの印字可能枚数や取り扱い、トナーの節 
約や残量の確認ち法については、权下を参照してください。 

困「同捆されているトナーカートリッジについて」 （^ P .8-7) 
国「交換用トナーカートリッジについて」い P .8-7) 

因「トナーカートリッジの取り扱い」い P .8-7) 

困「トナー残量を確認する ( MF 4580 dn / MF 4570 dn / 
MF 4550 d / MR 450 のみ)」 P .8-8) 

因「トナーを節約する」い P .8-9) 

困「消耗品のご購入相談窓口」い P .8-14) 

※本製品に同捆されているトナーカートリッジと交換用の卜 
ナーカートリツジでは、印字可能枚数が異なります。 


メッセージ 


トナーカー 
トリツジを 
準備してく 
ださい。 


表ルされる 
時期 


トナーカート 
リツジの交換 
時期が近づい 
たとき。 


トナーが残 
りわずかで 
す 


トナーカート 
リツジが寿命 
に近づいたと 
も 


内容および 
対処 

トナーカートリッジの中のトナー 
を均一にならしてくださぃ。 

因「トナーカートリッジを交換 
する前に」い P .8-10) 

大量にプリントするときは、卜 
ナーカートリッジを交換すること 
をおすすめします。 

困「トナーカートリッジを交換 
する」 （^ P .8-11) 

トナーカートリッジの中のトナー 
を均一にならしてく ださぃ。 

因「トナーカートリッジを交換 
する前に」い P .8-10) 
y ッセージが引き続き表示された 
場合は、新しぃトナーカートリッ 
ジに交換してくださぃ。 

困「トナーカートリッジを交換 
する」（一 P .8-11) 

この/ッセ ージが表示されてぃる 
ときは、受信したファクスはプリ 
ントされず、メモリに保存されま 
す。また、レポートの自動出力を 
設定してぃても、プリントされま 
せん。 

<受信機能設定>のくトナー残り 
わずか時の印字継続>を<する> 
に設定すれば、プリントを継続す 
ることができますが、プリント結 
果に白ぃすじ（線）が入ったり、 
かすれやムラが出る可能性があり 
ます。 

咳^ e - マニュアル^基本操作一 
レポートの自動出力を設定す 
る ( MF 4580 dn / MF 4570 dn / 
MF 455 日 d / MF 445 日のみ） 

困「トナー残りわずか時の印字 
継続」い P .6-22) 


(3 重要 


白いすじ（線）が入ったり、かすれやムラが出る 

プリント結果に白いすじ（線）が入ったり、かすれやムラが 
出る場合は、ツセージが表示されなくても、トナーカート 
U ツジの寿命がきていることが原因です。印字品質がイ氏下し 
たら、次の項目を参照して対処してください。 

困「プリント結果に白いすじ（線）が入ったり、かすれやム 
ラが出る」（一 P .8-7) 
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プリント結まに白いすじ（線）が入ったり、かす 
れやムラが出る 


トナーカートリツジが寿命に近づくと、プリント結ま 
に白いすじ（線）が入ったり、かすれやムラが出ます。 


※プリント結果に白いすじ（線）が入ったり、かすれやムラ 
が出たときを交換の目安としてください。 


▼このようなを状が出たら 


トナーカートリツジを交換する前に、次に記載されて 
いる操作をしてみてください。トナーが完全になくな 
るまで、しばらくの間プリントできることがあります。 
图「トナーカートリツジを交換する前に」（一 P .8-10) 


▼プリント結まが改善されないとを 


上記の操作をしてもプリント結まに白いすじ（線）が 
入ったり、かすれやムラが出るときは、新しいトナー 
力ートリ ツ ジに交換してください。 

因「トナーカートリツジを交換する」（一 P .8-11) 


同姻されているトナーカートリッジについて 


同おされているトナーカートリツジの平均印字巧能枚数は 
巧のとおりです。 


Canon し artridae 328 Starter 

(キヤノンカートリツジ 平均巧字可能枚数’':1,000枚 

3 2 8 スタータ ー) 


‘1平ち印!字可能枚数は、 riSO / lEC 19752 J ’ 2 に準拠し、 A 4 サイ 
ズの普通紙で、印字濃度が工場出お初期設定値の場合です。 

ッ riSO / lEC 19752 J とは、国際標準化機構 （International 
Organization for Standardization ) より発巧された「巧字巧 
能枚数の測定ち法」に関する国際標準です。 

交換用のトナーカートリッジの平均印字可能枚数は、同個 
されているトナーカートリッジと異なります。 


交換用トナーカートリツジについて 


トナーカートリツジは、本製品をお買い求めの販売店など 
でお買い求めください。 

トナーカートリツジは、次のまの記載を目をに交換してく 
ださい。ただし、本製品の設置環境やプリントする用紙サ 
イズ、原稿の種類によって、記載の寿命より早く交換がお 
要になる場合があります。 


トナー カー トリ ッジ 

交換の目を 

し anon Cartridge 328 

(キヤノンカートリッジ 3 2 8) 

平均印字可能枚数" 1 : 
2,100枚 


‘1平ち EP 字可能枚数は、 nsO/lEC 19752 J ’ 2 に準拠し、 A4 サイ 
ズの普通紙で、 EP 字濃度が工場出お初期設定値の場合です。 

っ nsO/lEC 19752 J とは、国際標準化機構 （International 
Organization for Standardization ) より発行された「巧字巧 
能枚数の測定ち法」に関する国際標準です。 

¢1重要- 

交換用トナーカートリッジについて 

最適な巧刷品位のため、交換用トナーカートリッジは、キヤノ 
ン純正トナーカートリッジのご使用をお薦めします。 


機種名 

対応するキヤノン純正 
トナー カー トリ ッジ 

MF 4580 dn / MF 4570 dn / 

MF 4550 d / MF 4450/ 

MF 4430/ MF 4420 n / 

MF 4410 

し anon Cartridge 328 

(キヤノンカートリッジ 3 2 8) 


トナーカートリッジの取り扱い 


トナーカートリツジのお取り扱いには、が下の点にごを意 
ください。 

A ま意 

トナーカートり ツジを火の中に巧げ入れない 

トナーが発义してやけどの原因になることがあります。 
トナーカートリツジからトナーが漏れたとを 
吸い込んだり直接皮膚につけたりしないようにを意し 
てください。皮膚についた場合は、石験を使い水で洗 
い流し、刺激が残る場合や吸い込んだ場合には直ちに 
医師に相談してください。 

トナーカートリツジを本体から取りかすとを 
トナーが飛び散って目や□などにトナーが入らないよ 
うに、 T 寧に取り出してください。トナーが目や□に 
入った場合は、直ちに水で洗い流し、医師と相談して 
ください。 

トナーなどの•消耗品は幼児の手が届かないところへ巧 
管してください 

もしトナーを飲んだ場合は、直ちに医師と相談してく 
ださい。 

トナーカートリツジは分解しないでください 

トナーが飛び散って目や□などに入ることがあります。 
トナーが目や□に入った場合は、直ちに水で洗い流し、 
医師と相談してください。 
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ァ わ MC け Off MB 

口口の ® 

一 :5 ■石 HI T-JKl ,'WNO. 、一 
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ストッブ 

V PQRS V WV ラ WV/ 

口の口 ® 

む'4/己 つ K スミート 

をのな / C \ 


「偽造品」を使用されますと、印字品位の低下など、機械本体 
の本来の性能が十分に発揮されない場合があります。 

「偽造品」に起因する故障や事故につきましては、責任を負い 
かねますのでご了承ください。 

詳しくは下記ホームページをご覧ください。 
http :// www . canon . com/counterfeit 


• トナーカートリッジは保護袋に入れて保管し、本製品に取 
り付けるまで保護袋から取り出さないでください。 

• トナーカートリッジの保護袋は保管しておいてください。 

本製品を移動するときなどに/必要になります。 

• トナーカートリッジを、塩分を含んだ空気や、エアゾール 
スプレーなどから出る腐食性ガスが充満している場所に保管 
しないでください。 


■ 必要なときが外は、 
ください。 


トナーカートリツジを取り外さないで 


トナーカートリッジの「偽造品」が流通していることが確認 
されています。 


-トナーカートリッジを立てて置いたり、逆さにしたりしな 
いでください。トナーカートリッジ内部でトナーが固まって 
しまい、振っても元に戻らなくなることがあります。 

-使用済みトナーカートリッジを廃棄する場合は、トナーカー 
卜りッジを保護袋に入れてトナーが飛び散らないようにし、 
自治体の指示にしたがって処理してください。 

トナーカートリツジの偽造品にご注意ください。 


• トナーカートリッジを取り扱う際は、ドラムに触れないよ 
うに必ず取っ手を持ってください。 


ドラム表面を光にさらしたり、傷つけたりすると、プリン 
卜品質が低下する恐れがあります。 


(3 重要- 

トナーカートリッジの取り扱い 

-トナーカートりッジをコンピューター画面やディスクドラ 
イブ、フ□ッピーディスクなどに近づけないでください。卜 
ナーカートリッジ内部のマグネットによって破損する恐れが 
あります。 

-トナーカートリッジは、高温多湿や急激に温度が変化する 
ような場所および火気のある場所に保管しないでください。 

-トナーカートリッジを、直射日光や電灯の光に5分峽上さ 
らさないでください。 


トナー残量を確認する ( MF 4580 dn / 
MF 4570 dn / MF 4550 d / MF 4450 のみ) 


I メモ 

トナー巧量の確認 

MF 4430/ MF 44201 VMF 4410 の場合は、トナー残量を確認す 
ることはでをません。 


この操作で使用するキー 




を_しの 


状況確認/中止 


▲▼0 K 


[ C ^] (状況確認/中止）を押します。 

[▲][▼] で<デバイス状況>を選択して、 [0 K ] 
を押します。 


[▲][▼] で< トナー残量>を選択して、 [0 K ] 
を押します。 


トナー残量が表示されます。 


トナー残量 
良好 


デバイス状況 


給紙情報 

カウンター確認 


状況確認/中止 


コピージョブ状況 
ファクスジョブ状況/., 
プリントジョブ状況 


トナー残量 


デバイス状況 


iosil 
響み 

"Q sQ sQ 占 


翻 
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MF4580dn/MF4570dn/MF4550d/MF4450 


く OFF > 

トナーセーブモードを使巧しません。 

< ON > 

トナーセーブモードを使巧します。 


i メモ 

< トナーセーブモード>を< ON >に設をしたとを 

トナーの'消費量は節約できますが、プリント結果が薄くな 
り、細い線や濃度の薄いプリントが不鮮明になることがあ 
ります。 


6 rc )1 (メニュー）を押してメニュー画面を 
閉じます。 


4 [] (状況確認/中止）を押して、<トナー 
残量 > 画面を閉じます。 


コピー時やファクス時に、トナーの消費量を節約するかど 
うかを設定します。 

I メモ 

プリント時にトナーを節約したいとを 

プリンタードライバーの [EP 刷品質]ページにある[トナー 
節約モード]を設定してください。 

B ぞ e- マニュアループリントするープリント機能の紹介 
一 [巧刷品質]ページ 


4 [▲][▼] で設定する機能を還択して、 [0 K ] 
を押します。 


5 [▲] [▼] で< OFF >または< ON >を選択 
して、 [0 K ] を押します。 


■ メモ 

トナー巧量の表示 

3段階で表示されます。 

• く良好> 

. く少ない> 

ディスプレーにくトナーカートリツジを準備してくださ 
し、。> が表示されます。 

. く残りわずか> 

ディスプレーにくトナーが残りわずかです>が表示され 
ます。 

対処ち法については、が下を参照してください。 

e- マニュアル^トラブルシューテイング^メツセー 
ジが表示されたら 


2 [▲] [▼] でく環境設定>を選択して、 [0 K ] 
を押します。 


3 [▲][▼] でくトナーセーブモード>を選択し 
て、 [0 K ] を押します。 


トナ—セ— J え — 


ファクス 


コピー 


0 FF 


メニ: 


タイマー設定 
コピー設定 
ファクス送信設定 


環境設定 


音量調整 
表巧鼓化 


給紙方法切替 


▲▼0K 

MF4430/MF4420n/MF441 0 


メニユー 



この操作で使用するキー 


ON 


ピー 


トナーを節約する 


トナーセーブモード 


環境設定 


li 

メ 


S © 货 
进1思0を 

S を进。四€ 

夏證 i 
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UiO 岩 S 
ム&ろろ 


日常のメンテナンス 


8-9 















トナーカートリツジを交換する前に 


トナーカートリツブの交換を始める前に、「トナーカートリツ 
ジを交換するときのごま意」（一 P .8-12) をご覧ください。 


トナーカートリツジの寿命か近づいたら、交換する前に次 
の操作をしてみてください。トナーが完全になくなるまで、 
しばらくの間プリントできることがあります。 

1操作パネル部を持ちます。 



2操作パネル部を持ち上げます。 



操作パネル部が持ち上げられないとを 

フィーダーまたは原稿台ガラスカバーが完全に閉まってい 
るか確認してください。 

無理に持ち上げると、故障の原因になります。 

《原稿台ガラスに本などの厚手の原稿をセットしていると、 
フィーダーまたは原稿台ガラスカバーが完全に閉まりま 
せん。このようなときは、原稿を取り出してください。 


3 トナーカバーの左手前にあるつまみを持ちます。 



4 トナーカバーを持ち上げます。 



5 トナーカートリッジを取り出します。 



6 トナーカートリツジを図のように 5 〜 6 回振つ 
て、内部のトナーを均一にならします。 



7 トナーカートリッジを取り付けます。 

左ちの突起 （ A ) をトナーカートリッジガイドに合わせて、 
奥に当たるまで確実に押し込みます。 
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8 トナーカバーを閉めます。 


トナーカバーが閱まらないとを 

トナーカートリツジが正しくセツトされているか確認して 
ください。 

無理に閉めると、故障の原因になります。 


9操作パネル部をおろします。 


トナーカートリツジを交換する 


トナーカートリツジの交換を始める前に、「トナーカートリツ 
ジを交換するときのごま意」（一 P .8-12) をご覧ください。 

V 


I メモ 

トナーカートリツジの状態を確認する （ MF 4580 dn / 
MF 4570 dn / MF 4550 d / MF 4450 のみ） 

操作パネルでトナーカートリツジの状態を確認することが 
できます。 

因「トナー残量を確認する ( MF 4580 dn / MF 4570 dn / 
MF 4550 d / MF 4450 のみ)」（一 P .8-8) 


1操作パネル部を持ちます。 



2操作パネル部を持ち上げます。 




操作パネル部が持ち上げられないとを 


フィーダーまたは原稿台ガラスカバーが完全に閉まってい 
るか確認してください。 

無理に持ち上げると、故障の原因になります。 

X 原稿台ガラスに本などの厚手の原稿をセツトしていると、 
フィーダーまたは原稿台ガラスカバーが完全に閉まりま 
せん。このようなときは、原稿を取り出してください。 


3 トナーカバーの左手前にあるつまみを持ちます。 



4 トナーカバーを持ち上げます。 



5 トナーカートリッジを取り出します。 
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6 新しいトナーカートリツジを、保護袋から取り 
出します。 

保護袋は、切り込みの部分から手で開けることができます。 



トナーカパーが閱まらないとを 

トナーカートリツジが正しくセツトされているか確認して 
ください。 

無理に閉めると、故障の原因になります。 


n 操作パネル部をおろします。 

トナーカートリツジを交換するときのごま意 



7 トナーカートリツジを図のように5〜6回振つ 
て、内部のトナーを巧一にならします。 


「を全にお使いいただくために」の「保守/点検につい 
て」（一 P . xiv ) もご覧ください。 



8 トナーカートリッジを平らなところに置いて、 
タブを取り外してからシーリングテープをゆつ 
くりと完全に引き抜きます。 

シーリングテープの長さは、約50 cm です。 



9 トナーカートリッジを取り付けます。 


A 警告 

使用•るみのトナーカートリツジを火中に投じない 

トナーカートリツジ内に残ったトナーに引义して、や 
けどや乂災の原因になります。 


A を意 

巧服や手がトナーで巧れないように注意する 

衣服や手がミちれた場合は、直ちに水で洗い流してくだ 
さい。 

温水で洗うとトナーが定着し、ミちれがとれなくなるこ 
とがあります。 

トナーがおび散らないように注意する 

シーリングテープを勢いよく引き抜いたり、途中で止 
めたりしないでください。 

トナーが目や□に入ったときは、直ちに水で洗い流し、 
医師に相談してください。 

操作パネル部をおろすとをのま意 

指を挟まないようにしてください。 


(3 重要- 

交換用トナーカートリツジについて 


左ちの突起 （ A ) をトナーカートリッジガイドに合わせて、 
奥に当たるまで確実に押し込みます。 


最適な印刷品位のため、交換巧トナーカートリッジは、キ 
ヤノン純正トナーカートリツジのご使用をお薦めします。 


機種名 

対応するキヤノン純正 
トナー カー トリ ツジ 

MF 4580 dn / MF 4570 dn / 

MF 4550 d / MF 4450/ 

MF 4430/ MF 4420 n / 

MF 4410 

し anon Cartridge 328 

(キヤノンカートリツジ 3 2 8) 


トナーカートリツジはセツトする前に振る 

トナーが均一になっていないと、プリント品質が低下します。 



1 Q トナーカバーを閉めます。 








トナーカートリツジは正しく持つ 

トナーカートリツジを取り扱うときは、図のように正しく 
持ってください。立てたり、裏返したりしないでください。 



トナーカートリッジメモリー （ A ) や電気接点部 （ B ) 
には触れない 

故障の原因になることがあります。 





ドラム保護シャッター （ A ) は開けない 

内部の感光ドラムを手で触れたり、傷を付けたりすると、 
印!刷品質が低下します。絶対に手で触れたり、ドラム保護 
シャッター （ A ) を開けないでください。 



シーリングテープを 引き巧くときは 

. 曲げて引いたり、横向きに引っ張らないでください。シー 
リングテープが途中で切れ、完全に引き抜けなくなるこ 
とがあります。 



. 途中で引っかかっても、シーリングテープを最後まで完 
全に引き抜いてください。 

. シーリングテープがトナーカートリッジ内に残っている 
と、印字不良の原因になります。 

取りかしたシーリングテープについて 

地域の条例にしたがって処分してください。 

保護袋は捨てずに保管する 

トナーカートリッジが入っていたイ呆護袋は、捨てずに保管 
しておいてください。本製品の/ンテナンスなど、トナー 
カートリッジを取り外したときに必要になります。 

高圧接点部 （ A ) には触れない 

故障の原因になることがあります。 



トナーカートリッジを取り付けた状態で、トナーカバー 
を開けたまま長時間が置しない 

プリント品質低下の原因になることがあります。 
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• メモ 

捆包材について 

捆包材は予告なく位置-お状が変更されたり、追加や削除 
されることがあります。 

ファクス受信中に < トナーが巧りわずかです > と表示 
された場合 

受信したデータはプリントされずにメモリーに保存されま 
す。 

<トナー巧りわずか時の印字継続>を<する>に設を 
している場合 

トナーカートリツジを交換しなくても、受信したデータやレ 
ポートを続けてプリントすることができます。ただし、を 
中で印字が薄くなったり、かすれて読み取りができなかっ 
たりすることがあります。しかし、メモリー巧の受信デー 
夕はプリントと同時に消えるため、再度プリントすること 
はでをません。 

因 「トナー残りわずか時の巧字継続」（一 P.6-22) 

使用•るみトナーカートリツジの回収にご協力ください 

因 「資源再利用について」い P.xvii) 


消耗品のご購入相談窓 □ 


お買い求めの販売店またはお近くのキヤノン販売店にてお 
買い求めください。 

ご不明な場合は、「キヤノンお客様相談センター」までお 
問い合わせください。 
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(• 本製品を移動するとき 


移動を始める前に、「本製品を移動するときのごま意」 
(一 P .8-1 负をご覧ください。 


メンテナンスや移転などで本製品を移動するときは、がず 
巧の手順にしたがってください。 

1本製品とコンピューターの電ミ原を切ります。 



2接続されているケーブルやコードを取り外しま 
す。 



ケーブルやコードの取り外しかた 


USB ヶーブル* 

(1) 本製品から抜く 

LAN ヶーブル* 

(2) 本製品から抜く 

電源コード 

(3) 電源プラグを電源 コンセン トから振 
< 

(4) アース 線を専巧の アース 線端子から 
取り外す 

(5) 本製品から板く 

電話線* 

(6) 本製品から板く 


接続の有無は、お使いの環境によって異なります。 


続いて、手順3に進みます。 

X MF 4580 dn の場合は、原稿給紙トレイから原稿を取り出 
してから手順4へ進んでください。 

MF 4420 n / MF 4410 の場合は、手順4進んでください。 


3原稿給紙トレイを閉めます。 



I メモ- - - 

原稿がセツトされているとを 

原稿給紙トレイから原稿を取り出します。 


4排紙ストッパーを巧りたたみ、排紙延長トレイ 
を本体内部に押し込みます。 



I メモ- -— 

用紙が排紙されているとき 

扫觸トレイから用紙を取り出します。 


5用紙カバーを開けます。 



I メモ 

手差しトレイに用紙がセツトされているとを 

手差しトレイから用紙を取り出します。 
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6 用紙を取り出します。 



i メモ 

後端の用紙ガイドが給紙カセツトからはみ出ていると 
を 

後:端の用紙ガイドを、給紙カセツトに収まる位置まで戻し 
ます。 


7用紙カバーを閉めます。 

8給紙カセットを閉めます。 



9設置場所から移動します。 

カバーやトレイが閉まっていることを確認し、本製品の前 
面から取っ手に手を巧けて運んでください。 

本製品の重さを確認してから、無巧のないように持ち運ん 
でください。 

因 r 本体仕様」い P .11-2) 


10移動場所にゆつくりとおろします。 

• メモ 

設置手順について 

本製品に付属のスタートアップガイドを参照してください。 


移転や引っ越しなどで本製品を輸送するとを 

輸送中の破損や故障を避けるため、次のようにしてく 
ださい。 

-トナーカートリッジを取り外す 
-購入時のパッケージ（箱）や個包がを使ってしっか 
りと個包する 

※購入時のパッケージ（箱）や捆包材がないときは、 
適した大きさの段ボールや適当な捆包材を使って 
しっかりと個包してください。 


本製品を移動するときのごま意 


A 警告 

本製品を移動させるとを 

必ず本製品とコンピューターの電源をオフにし、電源 
プラグを巧き、インターフェイスケーブルを取り外し 
てください。 

そのまま移動すると、電源コードやインターフェイス 
ケーブルが傷つき、ル災や感電の原因になります。 


A ま意 

ゆっくりと慎重におろす 

手や指などを巧むと、けがの原因になることがあります。 


(3 重要- 

カパーやトレイが開いた状態で本製品を持ち運ばない 

必ず操作ノ くネル部や給紙カセットなどが閉まっていること 
を確認してから持ち運んでください。 











困ったとさには 



用紙や原稿がっまったら _^ 

^イ^た[こつをっを犀瑪を單ツ略く … …9う 

MF4580dn の場合 9-3 

MF4570dn/MF4550d/MF4450/MF4430 の場合 9-4 

を伴巧肆にっ幸っを里を氏を巧り断く … … 9 づ 

メッセージが表示されたら _^ 

エラーコード 9-7 

く用紙と設定サイズが不一致>と 

表示された場合 _^ 

故障かな？と思ったら _^ 

琴却 U ： 整し J くをさし、……… … ………… 9う 

軍看哇みスてし^幸すを?…………………………………………………—…を9 

電源を入れたばかりではありませんか？ 9-9 

スリープモードになっていませんか？ 9-9 

実をで;をな し、 華牵がされてぃまを / u ろ、? ……… …… 9-9 

エラーランプが点火 T/ 点滅していますか？ 9-9 

デイスプレーにメッセージが表示されていますか？ 9-10 

電話回線は正しく接続/設定されていますか？ 
(MF4580dn/MF4570dn/MF4 巧 0d/MF445 日のみ） 9-10 

そ;だでを卜うブルが解をし:^ぃ攝を 9-10 

プリント結果が良くなし、 _ 9-11 

を!聲が;^;ルず—^ 9：11 

西雖がしを tC をを 9-11 

巧字ムラが出る 9-12 

自く萃巧^ 9-13 

とホ;7：马を葺 I きが萃し、 9-13 

がが毎驾れが啦 .9-14 

文字やパターンのまわりにトナーが 

雨が聲っをようを啤ががく 9-14 

巧きが拿评巧に墨碑. .9-15 

コピ -： した:を字ゃ粗*!がかずれる 9-15 

:七しをノト:コドがを單れをし、_ 9-15 

両面プリント時に紙づまりが頻繁に起こる 9-16 


Chapter Q 


悼電のときには 

9-17 

トラブルが解みしない場合 

9-17 
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MF4430/MF4420n/MF4410 



ディスプレーに < 用紙がつまりました。> とま示された場 
合は、フィーダーか本体内部で紙づまりが起きています。 
画面にま示された手順にしたがって、つまった原稿や用紙 
を取り除いてください。巧の手順をま示するには、 [►] 
を押してください。 


の用紙がつまりました。 

[►] キーで次の手順 
を表示します。 ► 


因「フィーダーにつまった原稿を取り除く」（一 P .9-3) 

因「本体内部につまった用紙を取り除く」い P .9-4) 

A 警告 

つまった原稿や用紙を取り除くとを 

原稿や用紙の端で手を切らなぃようま意してくださぃ。 

つまった用紙を取り除くとをや、本体巧部を点検する 
とを 

ネックレス、ブレスレットなどの金属製品が本体内部 
の部品と接触しなぃようにしてくださし、。やけどや感 
電の恐れがあります。 



この操作で使用するキー 


MF4580dn/MF4570dn/MF4550d/MF4450 


A ま意 

手や巧類にトナーが付着した場合 

冷水で洗ってください。温水で洗ラとトナーが定着し、 
をちなくなります。 

つまった原稿や用紙を取り除くとを 

を圧づまり時には、画面にま示されているメッセージに 
したがって、つまっている用紙を機械内部に紙片が残 
らないように取り除いてください。また、ま示な外の 
箇所には無理に手を入れないでください。けがややけ 
どの原因になることがあります。 

ま着器 （ A ) には触れない 

使用中に高温になり、やけどの原因になることがあり 
ます。 



(3 重要- 

用紙が破れた場合 

切れ端がつまらないように、すべて取り除いてください。 

紙づまりが繰り返し起こる場合 

な下を確認してください。 

- ATF の旧包材が取り外されているかを確認してくだホし、。 



-本製品に用紙をセツトする前に、平らな場所でそろえて 
くださぃ。 

-お使ぃの用紙が本製品に適してぃるか確認してくださぃ。 

因「使巧できる用紙につぃて」い P .2-6) 

-つまった用紙の切れ端が本体内部に残ってぃなぃか、確 
認してくださぃ。 

口ーラー ( A ) には触れなぃ 

本製品を損傷することがあります。 



(• 用紙や原稿がつまったら 




困つたとさには 


I 口 10岂 W 

J 口 10 S S 

"□るる占 

_ _ 
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8 圧解除レバー （ A ) を元の位置に戻します。 




MF 4570 dn / MF 4550 d / MF 4450/ MF 4430 の場合 

1 フィーダーにセットされている原稿を取り除き 
ます。 

2フィーダーカバーを 開けます。 



3原稿をゆっくり引っぱって取り除きます。 



4フイーダーカバーを閉めます。 



5原稿をフイーダーにセットします。 


本体内部につまった用紙を取り除く 


画面にま示される処理ち法を参考にしながら、が下の手順 
にしたがって原稿を取り除いてください。 


1操作パネル部を持ちます。 




• メモ 

操作パネル部が持ち上げられないとを 

フィーダーまたは原稿台ガラスカバーが完全に閉まってい 
るか確認してください。 

無理に持ち上げると、故障の原因になります。 

^原稿台ガラスに本などの厚手の原稿をセットしていると、 
フィーダーまたは原稿台ガラスカバーが完全に閉まりま 
せん。このようなときは、原稿を取り出してください。 


困つたとさには 
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5 トナーカバーの左手前にあるつまみを持ちます。 




5トナーカートリッジを取り出します。 



5用紙をゆっくり引っぱって取り除きます。 



つまった用紙の先端が出ていない場合 

無理に弓 I っぱらずに手順7に進んでください。 


7緑色のボタン （ A ) を押しながら、排紙ガイド 
を手前に引き出して、開けます。 



8用紙をゆっくり引っぱって取り除きます。 



つまった用紙の先端が出ていない場合 

無理に弓 I っぱらずに手順9に進んでください。 

9 排紙ガイドを持ち上げて、確実に閉めます。 

左右をしっかりと閉めてください。 



10用紙をゆっくり引っぱって取り除きます。 

(1) 定着器 （ A ) と ローラー （ B ) の間につまった巧紙を、 
先端が見えるまで下ち向に静かに引き出します。 



圆 


(B) 


面 




(2) 巧紙の先端が出たら、つまった用紙をゆっくり引っぱつ 
て取り除きます。 



n 用紙をゆっくり引っぱって取り除きます。 



12用紙カバーを開けます。 



13用紙をゆっくり引っぱって取り除きます。 



14用紙をゆっくり引っぱって取り除きます。 



15給紙カセットに用紙をセットして、用紙カバー 
を閉めます。 

. MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d の場合 
引き続き、手順16に進みます。 

. MF 4450/ MF 4430/ MF 4420 n / MF 441 0の場合 
B 赏手順19に進みます。 

16後ろカバーを開けます。 



17用紙をゆっくり引っぱって取り除きます。 



18後ろカバーを閉めます。 

19トナーカートリッジを取り付けます。 

左右の突起 （ A ) をトナーカートリッジガイドに合わせて、 
奥に当たるまで確実に押し込みます。 


( A ) 

( 




トナーカパーが閱まらないとを 

トナーカートリツジが正しくセツトされているか確認して 
ください。 

無理に閉めると、故障の原因になります。 


21操作パネル部をおろします。 

プリント巧能な状態になります。 


困つたとさには 
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(• メッセージが表示されたら 


ディスプレーにメッセージがま示された場合、が下を参照して、対処してください。 
cr e - マニュアルートラブルシューテイングーメッセージがま示されたら 


(• 1フ —J — ド 


エラーコー ドは、 エラーが 起きた場合に エラーの 履歴として記録される3巧の コー ドです。 
巧の箇所で確認することができます。 



• エラー送信レポート 

ファクスジョブのエラーコード 

. エラー受信レポート 
. システム状況画面のジョブ履歴 


201101/01 02:07 IM P.001 


*** *** 
*************************** 

次(?：^^は城了しました 


刻赌号 

0123 

辟妝ドレス 

0123456789 

辟免略称 

name 

聞冊 IJ 

01/01 0207 PM 

測誠間 

0115 

嫌 

1 

mm ^ 

NG 


[#018 j 話し t 


T 

エラーコード 


レポートの詳細については、が下を参照してください。 

防 e - マニュアルー基本操作ーレポートの自動出力を設定する ( MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d / MF 4450 のみ) 
エラーコー ドがま示されたときの対処ち法については、が下を参照してください。 


#001 

原因 

原稿がつまっている可能性がある。 

処置 

つまっている原稿を取り除いてください。 

#003 

原因 

データ量が大きすぎるため、原稿を送信/受信するのに時間がかかる。 

姐置 1 

読み取り時の解像度を下げて送信してください。 

姐置 2 

読み取り時の解像度を下げるか、原稿を分割して送信するよう、相手先に連絡してください。 

#005 

原因 1 

相手先が 35 秒な内に応答しなかった。 

処置 

もう一度はじめからやりなおしてくださし、。また、相手先にファクス機を確認してもらうよう連絡してくだ 
さい。海外へ送信する場合は、ファクス番号にポーズを入れてください。 

原因 2 

巧手先のファクスが G 3 ファクスでない可能性がある。 

処置 

相手先に確認し、 G 3 ファクスに送信してくださし、。相手先が G 3 ファクスを持っていない場合は、相手先のファ 
クスが対応している通信モードを使って送信しなおしてください。 

#012 

原因 

相手機の記録紙がなくなったため送信できなかった。 

処置 

相手先に巧紙を補給してもらうよう連絡してください。 


困ったときには 
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原因 1 

リダイヤルしても応答がなかった。相手先が通話中などで応答がなかったため送信できなかった。 


赃置 

しばらく待ってからもう一度やりなおしてみてください。それでも送信できない場合は、相手先のファクス 
の電源が入っているかどうか確認してもらってください。ホ目手先が通話中の場合は、時間をおいてから送信 
しなおしてみてください。 


原因2 

相手が通話中などで送信できなかった。 

#018 

処置 

相手先が通信可能な状態であることを確認して、もう一度やりなおしてください。 


原因3 

相手機との設定不一致のため送信できなかった。 


処置 

相手先が通信可能な状態であることを確認して、もう一度やりなおしてください。 


原因4 

海外へファクス送信するときにポーズを挿入しなかった。 


赃置 

国番号または宛先のファクス番号のあとにポーズを挿入し、もういちどダイヤルしてください。ワンタッチ 
に登録済みの宛先に送信するときは、詳細設定画面で国際送信設定を変更してください。 


原因 

コンピューターからファクス送信が制限されている。 

#022 

赃置 

制限を解除するぶ、要があります。詳しくは、管理者にお問い合わせください。 

腐=6-マニュアル^セキュリティー-> 宛先操作/送信機能を制限する^コンピューターからのファクス送信を 
制限する 


原因 1 

メモリーげいっぱいになっている。 


処置 1 

y モリーに保存されている原稿をプリント、送信、または削除してください。 

#037 

処置2 

コピージョブの場合、原稿を分けてコピーするか、く原稿の種類>の設定を<文字/写真（高速コピー）> 
にしてコピーしてください。 

D ^ e - マニュアル^ コ ピーする^原稿の画質を選んで コ ピーする 


原因2 

メモリーの客量 i •乂上のデータサイズである。 


赃置 

データの解像度を下げるまたはファイルお式を変更するなどして、容量を小さくしてください。 

#099 

原因 

送信中または受信中のジョブをユーザー操作で中止した。 

赃置 

必要に応じてジョブをやり直してください。 

#995 

原因 

送信待機中または受信待機中のジョブをユーザー操作で中止した。 

処置 

'ぶ、要に応じてジョブをやり直してください。 


(• く用紙と設定サイズが不一致 > と表示された場合 


<用紙設定>メニューの<カセット1>または<手差し>に設定されている用紙サイズと、給紙カセットまたは手差し卜 
レイにセットされている用紙サイズが異なる場合にま示されます。このメッセージがま示された場合、次の操作を行います。 

• メモ 

プリンタードライバーからプリントしているとをは 

[▲] [▼] で<再開>を選択して、 [0 K ] を押すと、メッセージを無視して、現在セットホれている用紙にプリントすることが 
できます。ただし、画像が欠けるなど、正しくプリントされないことがあります。 


セツトされている用おサイズに合わせて、<用紙設を>メニューを変更する 

ジョブを中止してから、「用紙のサイズと種類を設定する」（一 P .2-16) を参照して、< 用紙設定 > を変更してくださし、。 

©重要- 

プリンタードライバーからプリントしているとをは 

コンピューター側で用紙サイズの設定が正しいかも確認してください。 


<用紙設を>メニユーに設をされているサイズの用紙をセットする， 

(1) 「用紙をセットする」（一 P .2-9) を参照して、< 用紙設定>メニユーで設定した用紙をセットしなおします。 

(2) [▲] [▼] で<再開>を選択して、 [0 K ] を押します。 





(• 故障かな？と思ったら 


本製品のご使用中にトラブルや問題が発生したときは、修理を依頼される前にが下の項目をご確認いただき、処置を行つ 
てください。 


最初に確認してください 


電源は入つていますか？ 


電源コードが、本製品とコンセントに確実に差し込まれているか確認してくださし、。 


電源コードから電気が供給されているか確認してください。 

別の電源コードを使うか、コードが途中で切れていないか電圧計で確認してください。 


電源スイツチをオンにしてください。 


問題がなかった場合 


電ミ原を入れたばかりではありませんか？ 


本製品が起動するまで、しばらくお待ちください。 


問題がなかった場合 


スリープモードになっていませんか？ 


操作パネルの [(§)] (節電）を押して、スリープモードを解除してください。 


問題がなかった場合 


実行でをない設定がされていませんか？ 


[®] (スタート）を押しても入力無効音が鳴り、動作を開始しない場合は、本製品で実行できない組み合わせが設 
定されている可能性があります。設定内容を、巧度確認してください。 


問題がなかった場合 


エラーランプが点灯/点滅していますか？ 


給紙カセツトまたは手差しトレイに用紙が正しくセツトされているか確認してください。 
因「用紙をセットする」（一 P .2-9) 


紙づまりが起きているかどうか確認してください。 
因「用紙や原稿がつまったら」（一 P .9-2) 


本製品の電源スイッチをオフにし、10秒が上待ってからスイッチをオンにしてください。 

問題が解みするとエラーランプが消え、ディスプレーは基本画面に戻ります。 

エラーランプが点滅したままの場合は、電源コードを抜き、お近くのキヤノン販売店または「キヤノンお客様相談セン 
ター」にご連絡ください。 


問題がなかった場合 



















デイスプレーにメッセージが表示されていますか？ 


操作パネルのディスプレーにエラーメッセージがま示されているときは、 t 乂下の項目を参照して、処置を行ってください。 
因 「メ ッセー ジがま示されたら」（一 P .9-7) 

通信管理レポートをプリントして、エラーが発生していないか確認してください。 

防 e - マニュアルー基本操作ーリストをプリントする一通信管理レポートをプリントする ( MF 4580 dn / MF 4570 dn / 
MF 4550 d / MF 4450 のみ） 


問題がなかった場合 


電話回線は正しく接続/設定されていますか？ ( MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d / MF 4450 のみ) 


電話線コードが正しく接続されているか確認してください。本体の裏側にある電話回線端子と外部機器端子に接続する 
ケーブルが逆に接続されていないか確認してください。 
m - スタートアップガイドー「3ファクスの設定と接続をする」 


電話回線の種類（ダイヤル/プッシュ）が正しく設定されているか確認してください。電話回線の種別は自動的に判別 
されるように設定されています。自動的に判別するには、<回線種類の選択>が<自動>に設定されているか確認して、 
本製品の電源スイッチをオフにし、10秒 t 乂上待ってからスイッチをオンにしてください。そのあと、ファクスを送信 
してください。 

上記の手順を行ってもファクスを送信できない場合（特にファクスを受信できても送信できない場合）は、電話回線の 
種別が自動で判別されていない可能性があります。この場合は、電話回線の種別を自動ではなく手動で設定してください。 
因「回線種類の選択」（一 P .6-20) 

©重要- 

構内交換機 （ PBX )、 ホームテレホン、ビジネスホンに接続している場合 

電話回線の種別は自動的に判別されません。このような場合も、電話回線の種別を手動で設定してださい。 


電子レンジなど、電磁波を発生する機器が近くにないか確認してください。電話回線の状態に影響を及ぼすことがあり 
ます。 


トラブルが解みしない場合 


それでもトラブルが解みしない場合 


e - マニュアルの「トラブルシューテイング」を参照して、トラブルを瞄ミ夫してください。 


困つたとさには 
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(• プリント結果が良くない 



■ メモ 

キヤノンお客様相談センターについて 

e - マニュアルに 記載されていない症状が起こったときや、記載されている対処をしてもなおらないとき、原因がどうしてもわから 
ないときは、「キヤノンお客様相談センター」にお問い合わせください。 


用紙が力ールする 



原因に応じて次の対処を行ってください。 


<原因 1 >吸湿した用紙を使用している 

対処1 

ホ開封の新しし、用紙に交換してくださし、。 

因「使用できる用紙について」（一 P .2-6) 

対処2 

普通紙 （60 〜 90 g / m うを使用している場合は、プリンタードライバーで次の操作を行います。 

1. [ページ設定]ページを表示する 

2. [用紙種類]を[普通紙 L ] に設定する 

対処3 

操作パネルで < 特殊モード V >の設定を変更してください。 

臨^ e - マニュアルー; ン了ナ ンスー特殊モードー覧 
改善効果は次の順序で強くなります。 

く OFF >一くモード1 >一くモード2 >一くモード3 > 

(効果：弱） （効果：強） 

^^巧紙の種類や使用環境を変えることで設定を変更しなくても、カールが改善することがあります。その場合、設定値を 
く OFF >にしてご使巧ください。 

^^本項目は、次のいずれかの場合にのみ有効です。 

-く用紙サイズ>がく目5 >、く A 5>、 く STMT >、 く EXEC >に設定されている 

. <用紙種類>が<普通紙>、<普通紙1_>、<再生紙>、<色紙>、くラフ紙1>、く封简>に設定されている 
^^改善効果を強くすると、プリント速度が遅くなります。 


<原因 2 > 適切な用紙を使用していない 

対処 

本製品で使用できる用紙に交換してくださし、。 

因「使用できる用紙について」（一 P .2-6) 


用紙がしわになる 



原因に応じて巧の対処を行ってください。 


<原因 1 >用紙が正しくセツトされていない 

対処 

用紙を正しくセットしてください。 

因「用紙をセットする」（一 P .2-9) 


困 n たとさには 
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操作パネルで < 特殊モード」>の設定を< ON >にしてくたさい。 

咳' e - マニュアル— ン了ナ ンスー特殊モードー覧 

^^く特殊モード」>を <0 N >に設定すると、が下の現象が発生することがあります。 
-精細さが低下する 

-新品のトナーカートリツジ使用時にプリントしない部分にトナーが載る 
. トナーの消費量が増える 


対処 


<原因4 >細線をプリントした場合に、ムラが出ることがある 


新しいトナーカートリッジに交換してくたさい。 
因「トナーカートリツジの交換」（一 P .8-6) 


対処 


<原因3 > トナーカートリッジ内のドラムが劣化している 


トナーカートリッジを取り出して、ゆっくり5〜6回振ってトナーをならしてからセットしなおします。 
因「トナーカートリツジを交換する前に」（一 P .8-10) 


対処 


<原因2> トナーが残り少なくなっている 


ホ開封の新しい用紙に交換してくたさい。 
因「使用できる用紙について」（一 P .2-6) 


対処 


>用紙が湿っている、あるいは乾燥している 


操作パネルで<特殊モード V > の設定を変更してくたさい。 

咳' e - マニュアル ー;?^ ンてナン スー 特殊モードー 覧 
改善効果は次の順序で強くなります。 

く OFF > 一くモード 1 > 一くモード 2 > 一くモード 3 > 

(効果：弱） （効果：強） 

^^巧紙の種類や使用環境を変えることで設定を変更しなくても、しわが改善することがあります。その場合、設定値を 
く OFF >にしてご使巧ください。 

^^本項目は、次のいずれかの場合にのみ有効です。 

-く用紙サイズ>がく B 5 >、く A 5>、 く STMT >、 く EXEC >に設定されている 

. <用紙種類>が<普通紙>、<普通紙1_>、<再生紙>、<色紙>、くラフ紙1>、く封筒>に設定されている 
^^改善効果を強くすると、プリント速度が遅くなります。 


対処 


<原因5 >用紙の種類や使用環境によっては、用紙がしわになることがある 


本機の内部にある異物を取り除いてください。 


対処 


<原因4 >本機の内部に異物がある 


本製品で使用できる用紙に交換してくたさい。 
困「使用できる用紙について」（一 P .2-6) 


対処 


<原因3 >適切な用紙を使用していない 


ホ開封の新しい用紙に交換してくたさい。 
因「使用できる用紙について」（一 P .2-6) 


対処 


<原因2 >吸湿した用紙を使用している 


困つたとさには 































白く巧ける 



原因に応じて巧の対処を行ってください。 


<原因 1> 適切な用紙を使用していない 

対処 

本製品で使用できる用紙に交換してくださし、。 

因「使用できる用紙について」（一 P .2-6) 


<原因 2 > 吸湿した用紙を使用している 

対処 

ホ開封の新しい用紙に交換してください。 

因「使用できる用紙について」（一 P .2-6) 


<原因 3 > トナーカートリ ツジ 巧のドラムが劣化している 

対処 

新しいトナーカートリッジに交換してください。 

因「トナーカートリッジの交換」（一 P .8-6) 


<原因 4 > 濃淡の強い文書をプリントした場合、文をや画像の輪郭が白く巧けることがある 

対処 

プリンタードライバーで[特殊印字処理]の設定を[特殊設定 2] にしてください。 

腐' e - マニュアル ー; ン了ナ ン スー 特殊モードー 覧 

^^[特殊設定2]に設定すると、[しない]や[特殊設定 1] に比べプリント濃度が薄くなります。また、文字や線がかすれ 
ることがあります。 


トナーの定着性が悪い 



原因に応じて巧の対処を行ってください。 


<原因 1 >用紙の種類の設定が正しくない 

対処 

用紙の種類を正しく設定してください。 

^^表面の粗い用紙を使巧している場合は、次のいずれかに設定してください。 

. くラフ 紙 1 > (60 〜 90 g / m 2) 

. くラフ 紙 2 > (90 〜 120 g / m 2) 

. くラフ 紙 3 > (120 〜 163 g / m 2) 

因「用紙のサイズと種類を設定する」（一 P .2-16) 


<原因 2 > 適切な用紙を使用していない 

対処 

本製品で使用できる用紙に交換してくださし、。 

因「使用できる用紙につぃて」い P .2-6) 


<原因 3 > 使用環境（特に低温度環境）によっては、十分にトナーが定着されずに、プリントがかすれてしまうことがある 

対処 

操作パネルで < 特殊モード K > の設定を < ON >にしてください。 

臨" ■ e - マニュアルー; ン了ナ ンスー特殊モード ー 覧 

^^使用環境を変えることで設定を変更しなくても、定着性が改善することがあります。 

本項目を < ON >に設定すると、プリント連度が遅くなります。 


困 n たとさには 
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すじ状の巧れが付く 



原因に応じて巧の対処を行ってください。 


<原因1 >用紙の種類や使用環境によっては、すじ状の'汚れが付くことがある 

対処1 

ホ開封の新しし、用紙に交換してくださし、。 

因「使用できる用紙について」（一 P .2-6) 

対処2 

コピ ー、 ファクス受信プリント時 

操作ノ《ネルで < 特殊モード Z >の設定を変更してください。 

コンピューターからのプリント時 

プリンタードライバーで[特殊印字モード]の設定を変更してください。 

陵 ■ e - マニュアルーメ 、ノ了 十 ンスー特殊モードー覧 
改善効まは次の順序で強くなります。 

< OFF >一<モード1 >一<モード2 >一<モード3 >一<モード4 > 

励ま：弱） 励ま：弓宝） 

※用紙の種類や使用環境を変えることで設定を変更しなくても、プリントした用紙にすじ状の-舌れが付着しなくなること 
があります。 

※改善効果を強くすると、プリント濃度が薄くなります。また、輪郭がはっきりしなくなったり、粗さが多少目立つこと 
があります。 

対処3 

ファクス受信プリント時 

操作パネルで<特殊モード C >の設定を < ON >にしてください。 

コピー、コンピューターからのプリント時 

操作パネルで<特殊モード D >の設定を < ON >にしてください。 

防 ■ e - マニュアルーメ ン了ナ ンスー特殊モードー覧 

※用紙の種類や使用環境を変えることで設定を変更しなくても、プリントした用紙にすじ状の-舌れが付着しなくなること 
があります。 

《<特殊モード Z >に比べ改善効果は強くなりますが、プリントを度が遅くなります。 

※本項目を< ON >に設定すると、<特殊モード Z >の設定は無視されます。 


<原因2 > トナーカートリツジを交換した、またはプリントを長期間行わなかった 

対処 

操作パネルで < 特殊モード B >の設定を変更してください。 

咳' e - マニュアルー; ン了ナ ン スー 特殊モードー覧 
改善効果は次の順序で強くなります。 

く OFF >一くモード1 >一くモード2 >一くモード3 > 

(効果：弱） （効果：強） 

^^設定を変更しなくても、プリントした用紙にすじ状の汚れが付着しなくなることがあります。 

^^改善効果を強くすると、プリント速度が遅くなります。 



原因に応じて次の対処を行ってください。 


<原因1>適切な用紙を使用していない 

対処 

本製品で使用できる用紙に交換してくださし、。 

因「使用できる用紙について」（一 P .2-6) 


:トナーが飛び散ったような跡が付く 


文字やパターンのまわり I 


困つたとさには 
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<原因2 >用紙の種類（特に厚紙）や使用環境（特にほ湿度環境）によっては、トナーが飛び散ったような跡が付くこ 
とがある 

対処 

操作パネルで<特殊モード1) >の設定を< ON >にしてください。 

陵* e - マニュアルー; ン了ナ ンスー特殊モードー覧 

^^本項目は、通常< OFF >に設定してご使用くださし、。上記の症状が発生したときのみ、本項目の設定を変更してくださし、。 

^^本項目を<01^>に設定すると、用紙の種類（特に薄紙）や使用環境（特に高湿度環境）によっては、プリント品質が低 
下することがあります。 


印字が全体的に黒ずむ 


姑杂 


原因に応じて巧の対処を行ってください。 


<原因1>コピー時の濃度の設定が適切でない 

対処 

操作ノ \°ネルで < 濃度 > または < 濃度巧正 > を薄くなるよう調整してください。 

因「濃度を調整してコピーする」 （一 P .3-4) 

i ®" e - マニュアルー コピーする 一 濃度を調整してコピーする 一 濃度を微調整する 


<原因2>プリンターが直射日光または強い化が当たる場所に設置されている 

対処 

本製品を移動してください。 

咳' e - マニュアル^;ンてナンスー特殊モードー覧 


ピーした文字や細線がかすれる 



巧の対処を行ってください。 


<原因><原稿の種類>の設定が<文を/写真（高速コピー）> (初期値）になっている 

対処 

<原稿の種類 > の設定を < 文字 > にしてコピーしてください。 

03= e - マニユアルーコピーする一原稿の画質を選んでコピーする 


プリントしたパ'-コードが読み取れない 



<原因 > 工場出荷時の設定でパ'-コードをプリントした場合、読み取れないことがある 

対処 

プリンタードライバーで[特殊印字処理]の設定を[特殊設定 1] にしてください。 

際 e - マニュアルー; ン了ナ ンスー特殊モードー覧 

^^[特殊設定1]に設定すると、[しない]に比べプリント濃度が薄くなります。また、文字や線がかすれることがあります。 


困 n たとさには 
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巧の対処を行ってください。 


<原因>用紙の種類（特に薄い用紙や力ールしている用紙）によっては、両面プリント時に紙づまりが頻繁に起こるこ 
とがある 

対処 

操作パネルで<特殊モード1 >の設定を< ON >にしてください。 

臨" e - マニュアルー; ン了于 ンスー特殊モードー覧 

^^本項目は、通常 < OFF >に設定してご使用くださし、。上記の症状が発生したときのみ、本項目の設定を変更してください。 
^^薄い用紙が外にプリントするときに本項目を <ON >に設定すると、画像が白く抜けることがあります。 


困つたとさには 
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電力供給が止まっている間、本製品は使用できません。 

停電時のファクス機能について 

-原稿を送受信できません。 

-外付け電話機で電話をかけられないことがあります。ただし、お使いの電話機の種類によって異なります。 

-外付け電話機で電話を受けられることがあります。ただし、お使いの電話機の種類によって異なります。 

(3 重要- 

電源供給が止まったとをのデータな巧 

停電の発生や電源コードが誤って抜けるなどが原因で電源供給が止まっても、メモリーに蓄積されていた送受信データ 
は約5分間なをされます。 


• メモ 

巧蔵バッテリーの巧電について 

内蔵バッテリーを完全に充電するには電源を入れてから約24時間かかります。 
充電が不十分だとメモリー内にデータがきちんと保をされない場合があります。 



トラブルシューティングを参照してもトラブルが解みしない場合は、お近くのキヤノン販売店または「キヤノンお客様ホ目 
談センター」にご連絡ください。 

ご連絡の際には、 t 乂下をお手元にご用意ください。 

-製品名 ( MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d / MF 4450/ MF 4430/ MF 4420 n / MF 4410) 

-シリアル番号（本体背面の定格銘板ラベルに記載されている、アルファベット3文字と数字5巧の文字列になります） 

参 MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d • MF 4450/ MF 4430/ MF 4420 n / MF 441 0 


定格銘板ラベル 


• 購入先 

-トラブルの内容 

-トラブルにどのような対処をされたか、およびその結果 

A 警告 

本製品からをな音がしたり、煙が出たりをなにおいがする場合 

すぐに電源スイッチを切り、電源コードをコンセントから巧いて、お近くのキヤノン販売店またはキヤノンお客様相談 
センターにご連絡ください。ご自分で分解したり、修理したりしないでください。 

(3 重要- 

ご自分で分解修理した場合 

保証の対象外になることがあります。 




困つたとさには 
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困つたとさには 
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Chapter 10 

各種機能を登録/設定する 


使いかたにあわせて設定メニューから本製品の機能を設定/変更することができます。 


設定 メニュ ー- 覧 _ 10-2 

コ^_ブ三デ三タツタ__卜をブ I んン__卜すを 10-2 

MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d / MF 4450 の場合 10-2 

MF 4430/ MF 4420 n / MF 4410 の場合 10-2 

設定メニューの設定内容（メニュールートマップ） 10-3 
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ユーザー データリストをプリントする 


設定内容をプリントして確認するには、ユーザーデータリ 
ストをプリントします。 


MF4580dn/MF4570dn/l\/lF4550d/MF4450 


—ロ ロロ 

Q2 IJ タイサ .I レ sess 

ロロ ロ 

Q3 レ 卜 1 

口 こ I 口 1 

Q4 ィー一 h| 



7 71 Ate V DEF 

CiJCiJClJ 

56HI t-Kl .'MNO 

。つし。山 スぃフ 

V の u 口 luy ラかけ z 

口のの妙 

Tit/s/e つ け スと h 

なのな 

’-'をじみ乂 


レポート 


▲▼◄OK 


MF4430/MF4420n/MF441 0 

にュー 



MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d / MF 4450 の場合 

rc )1 (レポート）を押します。 

： [▲] [▼] で<リストプリント>を選択して、 
[ OK ] を押します。 

レポート出力 
仕様設定 


5 [◄] で<はい>を選択して、 [ OK ] を押します。 

プリントが開始されます。 

ユーザーデータリスト I 
をプリントしますか？ 


c ^] (し 


[し、し、ス] 


6 r ()1 (レポート）を押して、<リストプリ 
ント >画面を閉じます。 

MF 4430/ MF 4420 n / MF 441 0の場合 

1 [ C ^ D ] (メニュ ー) を押します。 

2 [▲][▼] で< ユーザーデータリスト>を選択 

して、 [ OK ] を押します。 


3用紙がセットされていることを確認して、 [ OK ] 
を押します。 

画面に表示されている巧紙をセットしてください。 

「使用可能用紙 
サイズ: A 4, LTR 


3 [▲] [▼] で <ユーザーデータリスト >を選択 
して、 [ OK ] を押します。 

リストプリント _ 

アドレス帳リスト 


-ーザーデータ リスト 


通信管理レポート 

4用紙がセットされていることを確認して、 [ OK ] 
を押します。 

画面に表示されている巧紙をセットしてください。 


4 [◄] で<はい>を選択して、 [ OK ] を押します。 

プリントが開始されます。 

「ユーザーデータリスト I 
をプリントしますか？ 

[ いいス] 

5 rc )1 (メニュー）を押してメニュー画面を 
閉じます。 


使庙可能用紙 
サイズ: A 4, LTR 




各種機能を登録/設定する 
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♦ルートマップの見かた 

メニュー巧の第一階層をあらわしています。 


タイマー設ち 


曰付/時刻の設定 ,| P .1-13 1 



H 曰付表テ 

P タイプ切替 

h 

i 年月/曰 1 

—「設定値」の階層をあらわしています。 
背景がグレーの設定値や太字の設定値は、 
工場出荷時の値をあらわしています。 


本書中の参 


月/日/年 1 

圆年 1 


嗎化です。 

P アイコンがある項目は、 e - マニュアルを参照してください。 


「設定項目」の階層をあらわしています。 

-い"!」印!の設定項目や設定値は、 MF 4580 dn/MF4570dn/MF 4550 d/MF 4450のみ表示されます。 
-「*2」印!の設定項目や設定値は、 MF 4580 dn/MF4570dn/MF 442 On のみ表示されます。 

-「*3」印!の設定項目や設定値は、 MF 4580 dn/MF4570dn/MF 4550 d のみま示されます。 

- r*4j 巧の設定項目や設定値は、 MF4430/MF4420n/MF 4410のみ表示されます。 


. ールートマップ) 


MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d / MF 4450 




①[メニュ ー] キー 

本機の仕様を設定します。 

調整やクリー ニン グも行えます。 

©[アドレス嘘]キー 

( MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d / MF 4450 のみ） 

1；( 下の宛先を登録します。 

. ワンタッチダイヤル 
•短縮ダイヤル 
-グループダイヤル 

⑤拥紙設赶キ ー 

使巧する用紙のサイズと種類を登録します。 

ユーザー設定サイズの登録もできます。 

@ [レポート]キー 

( MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d / MF 4450 のみ） 

各種レポートの出力条件の設定や、レポートの出力を行います。 


③メニユーの操作ち法 


◄ 

前の階層に戻ります。 

► 

次の階層に進みます。 

▲ 

上の項目/設定値を選択します。 

▼ 

下の項目/設定値を選択します。 

© 

次の階層に進みます。または設定値の決定、操作の実行を 
します。 

※画面にく確定>がま示されている場をは、設定後に<確 
定>を選択してにのを押す必要があります。 

戻る 

0 

前の階層に戻ります。 

リかツト 

© 

設定をキャンセルして、初期画面に戻ります。 



各種機能を登録\設定する 
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アドレス應ホ 1 


巧級設定 


短棉ダイヤル *1 


]P.5-6 ] 


[> アクス 


-[ 名が、 


16文字な巧 




120析な内 


詳細設定 


ECM 送信 


g 信スピード 


ON 

33600 bps 


14400 bps 
9600 bps 


-7200 bps 


4800 bps 
2400 bps 


国際送信 


国内を信 


r 短縮ダ朴ル:登録番号 


にグループ 


vwr 




国際送信り） 
国隙送信口） 
国際送信口） 


I 16文宇从巧 I 

I 綱ダイれレ/のタッチタイヤルから飘 I 


[ワンタッチダイヤル *1 


フアクス 


r 登録番号を選択/入力 


:を称 


I 宛先 
- T 詳細設定 


ECM 送信 


送信スピード 


国際送信 


I ワンタッチダイヤル:登録番号 


I グループ； 


] 


r 登録番号を選択/入力 

^を称 


16文宇从巧 


I 宛 ^ 

I ワンタッチダイヤル:登録番号 


r 短辑ダイヤル/ワンタッチダイヤルから留 


MF4430/MF4420n/MF 4410 


コビー/スキロン 


◎ 


@ 

ス 1- ッブ 

@ 

スター I ’ 

@ 


因「用紙のサイズと種類を設定する」 （ P . 2-16) 


音量調整*1 


H 通信音 


式 


OFF 

ON 


[送信終 : m 


- 通信音量：1〜 
[ OFF 


ON 

送信終了音呈：1 ' 


エラー時のみ鳴らす 
送信終了音量：1〜5 


[受信終了音 


ON 

-受信後了音量：1〜5 
エラー時のみ鳴らす 
-受信終了音量：1〜5 


に読取終了音 


OFF 


ON 

-読ぁ終了音量：1 

〜5 


[入力音 


ON 

-入力音呈：1~5 


[入力無効音 


ON 

-入力無効音量：1 • 


警告音 


ON 

-善告音量：1〜 


[ジョブ終了音 


ON 

-ジョブ終了音量：い 


<表示方法> 

[用溫設定]を押す 

MF4580dn/MF4570dn/MF4550d/MF4450 


エラー時のみ鳴らす 
-読あ終了音量:1~5 


16文字从巧 
120析な内 


OFF 

ON 

33600 bps 
14400 bps 
9600 bps 
7200 bps 
4800 bps 
2400 bps 
国内送信 
国隙送信 (1) 
国際送信口) 
国際送信口) 


<き示ち法> 

〇 tAX ] を巧ず 
0 [アドレス帳]を巧す 
49アドレス巧がき示される 
〇 [ イ ] を巧して [ ピ ] を里巧し、に K ] を巧す 


-仁 

01 I 7KU2S 1 

02 ソ9イでル 

ロロ ロ 

03 

ロロ ロ 

M オン:7115 中止 

ロロ ロ 




& 



—— 一 ," 1C マ呪 mu 

口の口 @ 

で Gill J KL nMNO — 

山。し。]トロ 

7 PORS r .UV うか) CU /""S 

口のの 域 

nri'H/t It ち 

(SQDCD 

卜-ン つ'巧 

の 


© 


<表示ち法> 

〇 [ゾこュ ー] を巧す 
み 設をゾニューが表示される 

MF4580dn/MF4570dn/MF4550d/MF4450 


01 ス | かニコ -、- 

口こ I 口 JV ( コビ - T フ，。ス 

言言 ^® r 1 

M * ン 7 け。こ 11 II 

C：D ロ ロ 11_1 


MF4430/MF4420n/MF4410 


〇 


コビー/スキわン 

P 岩-1 

巧脚左 


@1 


環境設定 


各種機能を登録/設定する 


101010 る 

學0哉を趙 

蓋證一 



10。5 


島ち 

I 口 iu ち 


」篇ろ 

岂岩10 

"0 "Q "0 る 


S ® 懲 I © 
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前ページより を下より 



各震馨謹/靈する 
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DNS ホスト名/ドメイン名設定* 1 



^ホスト名 
「ド方インを 
DNS の動的更新設定 


mDNS 設定*1 

T-[ OFF _ 

「ON 



I Pv 6 設定 
H IPv 6 を使巧 


ステートレスアドレス設定 



DNS 設定 _ I 

^ DNS ホストをがソインを設を*' 

H IPv4 と同ホスト/ド方イン使用 


-ホスト名 
-ドメイン名 


I 特殊モード K 
定着器のクリーニング ■ 


DNS の黄)的更新設定 


システム管理ち情報の設定 ^ 

H シ ステム管理暗証番号： 7 お去を ~ 
I システム管理をを* 1 : 32 文字去を" 
デバイス情報の設定 * i B 

H デバイスを： 32 文字まで _ 

I 設置場所： 32 文字まで ~ 

ネットヮ_ク設定*2 當 



mDNS 設定* 1 

H IPv 4 と同じ mDNS 名を使用 


RAWEP 刷の設定 


WSD 印)刷の設定 
h WSD 巧刷を使用 


WSD 参照を使用 


マルチキャスト探索を使用 


ポート番号設定 
^ LPD : 0 〜 515〜65535 
「 RAW : 0 〜 9100〜65535 | 
「 HTTP : 0 〜 80〜65535 
「 SNMP : 0 〜 161〜65535 ^ 

I P アドレス範囲設定 _ 

H IPv4 アドレス範囲設定 


IPv6 アドレスお囲設定 


受信許巧 MAC アドレス設定 


ON 

•手動アドレスの登録： 
OFF 、 ON 

•ステートスレアドレスの登録 
OFF 、 ON 

•ステートレスアドレスの登録 
OFF 、 ON 

て OFF 

[ ON 

{ OFF (mDNS 名） 

「 ON 


OFF 

許可アドレスのみ ON 
拒否アドレスのみ ON 
許可/拒巧アドレスを ON 

OFF 

許可アドレスのみ ON 
拒否アドレスのみ ON 
許巧/拒否アドレスを ON 


各種機能を登録/設定する 
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< 表示ち法〉 

〇 [レポート]を押す 
0レポート出カメニューが表示される 


SNMP 設定*1 


OFF 

ON 


コミユニ 7 ■イ—る1 


コミユニ 7 ■イ—る 2 


5り!\^ド書き込み巧能1 


SNMP 書き込み巧能2 

専用 コミュニティ 設定 


-ON _ 

OFF 


Read-Write (RW) 


ホストからプリンター管理情報を取得 


Read-Only ( RO ) 

OFF 


専用ポート設を 


-ON _ 
OFF 


起動時間の設ま 


Ethernet ドライノ く一設ま 


自動検出 


-300嫩） 


- OFF 

•通信方式： 半二重、 全二重 
- Ethernet の種類：10 
Base-T 、 100 Base-TX 


ON 


MAC アドレス 


通信管理設定* 1 


ファクス設定 


送信スタートスピード Ip .6-24 卜 

I 

受信スタートスピード I P .6-24 h 


33600 bps 


14400 bps 
9600 bps 


_7200 bps _ 


_ 4800 bps 
2400 bps 


メモリー受信設定 


メモリー受信設定暗証番号 

I 

レポートプリント 

メモリー受信時刻設定 


ON 


リモート UI の ON / OFF *2 


指定し ない 

指定する 

-メモリー受信開始時刻 
-メモリー受信あ了時刻 

OFF 


送信機能の制限*1 


アドレス帳の暗証番号 1 P .6-25 I 


新規宛先のお J 限 


ファクスドライバーからのを信を許可 I P .6-25 卜 


履歴からの送信を制限 I P .6-25 卜 


ファクスを号入力時の確認入力 I P .6-25 卜 


-ON _ 
OFF 


-ON _ 

OFF 


同報送信の南 J 限 


OFF 

同報送信の巧認 


同報送信不可 


ジョブ履歴表示の ON / OFF " 


OFF 

ON 


USB デバイスの ON/OFF _ 


システム管理設をの初期化 


j システム管理者情報の設定 


デバィス情報の設定*' 
ネットワ—ク設定*2 


通信管理設定*1 
リ モート UI の ON / OFF *2 


「 送信機能の制限*1 

[ジョブ履歴表示の ON/OFPi 
「 USB デバイスの ON/OFF 


上記すベて 



叫環境設定 

a 

1 

I タイマー設定 


1 

I コピー設定 

圏 

1 

1 ファクス送信設定* 1 


1 

I ファクス受信設定* 1 


1 

I 特殊処理 


1 

I 上記すベて 



仕様設定*1 




送信結果レポート 


送信原稿の表示 


通信管理レポート 

40通信で自動プリント 


送信/受信分離 


受信結果レポート 


リストプリント *1 




アドレス帳リスト 


OFF 

ON 


エラー時のみ 
OFF 


ON 

OFF 


OFF 

ON 


エラー 時のみ 


短縮ダイヤル 
ワンタッチ 


グループ 


ユーザーデータリスト 


通信管理レポート 


ファームウエア更新 


アドレス帳の初期化*' 




レポート *1 


一の初期化 


"© 保': • 

10 S 10 を 

亭010:0を 

?0|0遗懲1 


10。_5 


5 — 

m 司 ；^0 

"0 "0 る占 


"0 


ち上に损く 








各種機能を登録/設定する 
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Chapter I11 

付録 


本製品のおもな仕様などについて記載しています。 


おもな仕様 _ 11-2 

本を仕揚 1お 

11-2 

プリンターの仕様 11-3 

Xす节ホー马せ掃 11う 

ファクスの仕様 

(MF4580dn/MF4570dn/MF4550d/MF4450 のみ） 11-3 

電話の仕様 

(MF4580dn/MF4570dn/MF4550d/MF4450 のみ） 11-3 

Macintosh をお使いのお客様へ_ 11-4 

ドうゴノト:タイド (PDF ：7 乙イ jW (0 室ををを 11-4 

.ドうイ/た:::>ルスを奉ををを 1.1：4 

Macintosh には対応していない e- マニュアルの 
言己に: )1^ て 11-4 

索引 11-5 


製品が改良され変更になったり、今後発売される製品によって内容が変更になることがありますので、ご了をください。 
本製品に関する情報はこちらでもご確認いただけます。 

キヤノン Satera ホームぺー ジ 
■ http://canon.jp/satera/ 
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(• おもな仕様 



I 


本体仕様 


本体仕様 

形式 

パーソナルデスクトップ 

電源 

100 V 50/60 Hz 

消費電力 

最大： 8卵 W な下 

待機時：平巧約 10 W な下 

スリープモード時：平ち約3 W J •乂下 

ウオームアップ 
タイム 

. MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 455 日 d / MF 4450/ 
MF 4420 n 

12秒]<乂下* 

- IV 1 F 4430/ MF 4410 

10秒ム乂下* 

(温度： 2( rC 、 湿度： 65%。本製品の電 
源スイッチを入れてから基本画面が表示 
されるまで） 

* ウォームアップ時間は、本製品の使用状 
況や環境によつて異なることがあります。 

質量 

- MF 4580 dn 

本体 （ トナーカートリッジを含む）： 

約 13.4 kg 
- MF 4570 dn 

本体 （ トナーカートリッジを含む）： 

約 12.3 kg 
- MF 4550 d 

本体 （ トナーカートリッジを含む）： 

約 11.8 kg 
. MF 4450 

本体 （ トナーカートリッジを含む）： 

約 11.7 kg 
- MF 4430 

本体 （ トナーカートリッジを含む）： 

約 11.5 kg 
- MF 4420 n 

本体 （ トナーカートリッジを含む）： 

約 10.4 kg 
- MF 4410 

本体 （ トナーカートリッジを含む）： 

約 10.3 kg 

大玄さ 

(幅 X 奥行 X 高さ） 

- MF 4580 dn 

390 mm X 429 mm X 361 mm 
(給紙カセットを閉じた状態） 

390 mm X 448 mm X 361 mm 
(給紙カセットを開ぃた状態） 

. MF 4570 dn / MF 4550 d / IVlF 4450/ MF 4430 

390 mm X 421 mm X 370 mm 

(給紙カセット、原稿給紙トレイを閉じた状態） 

390 mm X 441 mm X 455 mm 

(給紙カセット、原稿給紙トレイを開ぃた状態） 

- MF 4420 n / MF 4410 

390 mm X 414 mm X 301 mm 
(給紙カセットを閉じた状態） 

390 mm X 441 mm X 301 mm 
(給紙カセットを開ぃた状態） 

設置スペース 
(幅 X 奥行） 

- MF 4580 dn 

631 mm X 804 mm X 763 mm 
- MF 4570 dn / MF 4550 d 

617 mm X 804 mm X 735 mm 
. MF 4450/ MF 4430 

617 mm X 784 mm X 735 mm 
- MF 4420 n / MF 4410 

590 mm X 781 mm X 696 mm 


温度 ： icr C 〜 30° C 

使用環境 

湿度： 20% - 80%け目対湿度-結露しなぃ 
こと） 

使用可能な原稿 

因「使巧できる原稿につぃて」い P .2-2) 


使用可能な用紙 

困「使巧できる用紙につぃて」い P .2-6) 

プリント蘭囲 

因「プリント範邸い P .2-8) 

読み取り節囲 

因「読み取り範囲」い P .2-2) 


ピーの仕様 


コピーの 仕様 

読み取り觸備度 

.文き/写真扁速コピ ー) : 

300 dpi X 300 dpi 
. 文字/写真、写真、文字： 

600 dpi X 600 dpi 

出力解像度 

600 dpi X 600 dpi 

コピー倍率 

. 等倍 1:1 ± 1.0 〇/〇 

•拡大 1:4.0 日、1:2.00、1:1.41、 1:1.22. 1:1.15 
.縮小1:0ぶ6、1:0.81、1:0.70、 1:0.50. 1:0.25 
. ズーム25 〇/〇〜400 〇/〇 (1 〇/〇刻み） 

コピー速度 
( A 4 普通紙等倍广 

. MF 4580 dn / MF 4570 dn / MF 4550 d 

25枚/分 

. MF 4450/ MF 4430/ IVlF 4420 n / MF 441 0 

23枚/分 

連続コピー枚数 

最大99部 

ファースト 
コピータイム 
( A 4) 

-原稿台ガラス 

9.0 秒が下 
• フイ-ダー 
- MF 4580 dn 

14秒]<乂下 

- MF 4570 dn / MF 4550 d / MF 4450/ MF 4430 
12秒]<乂下 


A 4、 普通紙、同ーデータを連続コピーした場合の速度です。 
はがきやルサイズ紙など、用紙の種類-サイズ-送りち向の設 
定により、コピー速度がイを下します。また連続コピー時に、本 
体の温度調整や画質調整のため動作が休止または遅くなる場 
合があります。 
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プリンターの仕様 


プリンターの仕様 

印刷方式 

•間接静電気ち式（オンデマンド定着） 

用紙積載可能枚数 

手差しトレイ：1枚 

給紙カセツト：約250枚 （60 〜 80g/m2) 

排祇トレイ積載枚数 
(A4、 開封直後の用紙） 

約100枚 （60 〜 80g/m2) *1 

プリント速度 
(A4 普通紙等倍 r 2 

- MF4580dn 

25枚/分 

.IVlF4450/MF4430/MF4420n/MF441 0 

23枚/分 

出力解像度 

600 dpi X 600 dpi 

階調 

256階調 

トナーカートリツジ 

因「トナーカートリツジの交換」（一 P.8-6) 


設置環境や使用する用紙の種類によっては、実際の積載枚数は 
異なります。 

A4、 普通紙、同ーデータを連続プリントした場合の速度です。 
はがきや小サイズ紙など、巧紙の種類-サイズ-送りち向の設 
定により、プリント速度がイを下します。また連続プリント時に、 
本体の温度調整や画質調整のため動作が休止または遅くなる 
場合があります。 


スキャナーの仕樣 


スキヤナーの仕様 

お式 

カラースキヤナー 

最大読み取り 
原稿サイズ 

原稿台ガラス： 215.9 mm X 297 mm 
フィーダー： 215.9 mm X 355.6 mm 

読み取り解像度 

-光学解像度 

原稿台ガラス： 600 X 600 dpi 
フィーダー： 300 X 300 dpi 
. ソフトウてア補間解像度 

9600 X 9600 dpi 

原稿読み取り速度 
(A4、 300 X 300 
dpi) * 

.MF4580dn 
カラー：14秒/枚 
グレースケール： 3秒/枚 
.MF4570dn/MF4550d/MF4450/MF4430/ 
MF4420n/MF4410 
カラー:16秒/枚 
グレースケール： 3秒/枚 

ホストインター 
フェイス 

.100 Base-TX (Windows のみ） 

• lOBase-T (Windows のみ） 

• Hi-Speed USB 
.USB 

巧応 OS 

.Windows 2000 /XP/Vista/7 
.Mac OS 10.4.9 が降 （Cla だ ic 環境を除く） 

ドライバー 

.TWAIN 

.WIA1.0 (Windows XP) 

.WIA2.0 (Windows Vista/7) 

.に A (Mac OS XI0.6.x) 


通信時間含まず。 


ファクスの仕様 ( MF 4580 dn / MF 4570 dn / 
MF 4550 d / MF 4450 のみ） 


フアクスの仕様 

適用回線 

公衆交換電話網 （PSTN) 

通信ち式 

G3、 スーパ ーG3 

データ圧縮ち式 

MH、MR、MMR 

モデム巧度 

33.6 Kbps 

自動フォールバック 

伝送速度 

ページ当り約3秒=^2 

(ECM-MMR、33. 6 Kbps でゾモリーから送信） 

送信/受信 

バリー 

最大約256ページ* 2 

(送受信の総ページ数） 

ファクスお像度 

. (ノーマル）： 200 x100 dpi 
. (ファイン）： 200 x200 dpi 
. (フォト）： 200 x200 dpi 
. (スーパーファイン）: 200x400dpi 

ダイヤルち式 

. ワンタッチダイヤル （4 件） 

-短縮ダイヤル（100件） 

-グループダイヤル （50 件） 

-アドレス帳ダイヤル 
-通常ダイヤル（テンキー入力） 

-自動リダイヤル 
-手動リダイヤル 
-同報送信（114件） 

受信方式 

-自動受信 

-電話機によるリモート受信 
(初期設定 ID: 25) 

レポート出力 

-送信結果レポート 

•通信管埋レポート （40 件ごとに自動出力） 

-受信結果レポート 

ナンバー- 
ディスプレイ 

非対応 


公衆交換電話網は、現在 28.8 Kbps までのモデム速度に対応し 
ています。ただし、電話回線の状態により異なります。 

ITU-T (国際電気通信連合の通信規格などを制定する部門）標 
準チヤート No.1、MMR 標準モードによる。 


電話の仕様 ( MF 4580 dn / MF 4570 dn / 
MF 4550 d / MF 4450 のみ） 


電話の仕様 

接続可能な電話 

•ハンドセット（オプション） 

-外付け電話機/留守番録音機/ 
デー タモデム 

ナンバー-ディスプレイ 

•非対応 



I 


11-3 






(# Macintosh をお使いのお客様へ 


本マニュアルでは、 Windows を例に説明しています。 Macintosh 用のプリンタードライバーやユーテイリテイーの使いか 
たについては、が下のドライバーガイド （ PDF ファイル）やドライバーヘルプを参照してください。 


機能 

目的 

参照先 

プリント機能 

プリンタードライバーのインストール 

. スタートアップガイド 
. プリンタードライバーガイド 

プリント方法 

-プリンタードライバーガイド 

各機能の使用方法 

. プリンタードライバーのヘルプ 

ファクス機能 

ファクスドライバーのインストール 

-スタートアップガイド 
. ファクスドライバーガイド 

ファクスの送信方法 

-ファクスドライバーガイド 

各機能の使巧方法 

. ファクスドライバーのヘルプ 

スキャン機能 

スキヤナードライバーのインストール 

-スタートアップガイド 
.スキャナードライバーガイド 

スキヤン方ま （MFToolbox や ScanGearMF の設定方ま） 

.スキャナードライバーガイド 
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ドライバーガイド 


(PDF フ; 



付属の CD - ROM 巧の [ Manuals ] フォルダーに収められて 
いるが下の PDF ファイルをダブルクリックしてま示します。 

参プリンタードライバーガイド 

一 [ GUIDE - CARPS 2-」 P . pdf ] 

参ファクスドライバーガイド 

一に UIDE - FAX - JP . pdf ] 

♦スキヤナードライバーガイド 

一 [ GUIDE - SCAN - JP . pdf ] 


ドライバーヘルプの表示方法 


•付属ソフトウエア 

. 読取革命 Lite 
•ファイル管理革命 Lite 

• FontGallery 

• FontComposer 


e- マニュアル 
巧の参照先 

rUser Software CD-ROM について」 

参 WSD ネットワークの使用 

e- マニュアル 
内の参照先 

「WSD ネットワークで MF ドライバーをイン 
ストールする」 


ドライバーヘルプは、各ドライバーをインストールしたあ 
とに使用できます。 

•プリンタードライバーヘルプ 

[プリント]ダイア□グのが下のパネルにある [(?)] 
をクリックするとま示されます。 

. [基本機能]パネル 
-[拡張機能]パネル 

•ファクスドライバーヘルプ 

[プリント]ダイアログのが下のパネルにある [(?)] 
をクリックするとま示されます。 

• [基本設定]パネル 
-[特別処理]パネル 
• [カバーシート]パネル 


Macintosh には対応していない e - マニ ユア 
ルの記載について 


e - マニュアルに記載されている説明のうち、次の記載は 
Macintosh には対応しておりません。 

参 e - マニュアルのインストールやアンインストール 


e- マニュアル re- マニュアルのインス!'ール」 

内の参照先 re- マニュアルのアンインストール」 


♦プリント機能の一部 

<代ま例> 

•プリントサーバー環境での使用 
•スタンプ印刷（透かし文字印刷） 

.PageComposer (複数ぺージをまとめて印刷） 

-中間調の変更 
-ガンマネ甫正 

Macintosh で対応している機能については、プリンター 
ドライバーのヘルプを参照してください。 


e- マニュアル 

「プリントする」 

内の参照先 



参スキヤン機能の一部 

<代ま例> 

•ネツトワーク接続でのスキヤン 
• サーチヤブル PDF の作成 

Macintosh で対応している機能については、スキヤナー 
ドライバーガイドを参照してください。 


e- マニュアル 

「スキヤンする」 

内の参照先 
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「索が 1 


英数字 

12/24時間表示切替 .1-13 

2 in 1/4 in 1 


コピー . し 3-6 

プリント .ii,4-4 

# キー .1-5 

* キー .1-5 

DNS. HTML 「ネツトワーク設定」 


ECM 受信（ファクス受信設定) .6-22 

ECM 送信（ファクス送信設定) .6-20 

FAX/TEL 切替モード 

(ファクス受信モード） .6-11 

HTTP 通信の許巧... HTML 「セキュリティー」 

ID 力ードコピー . し 3-8 

IPv6. HTML 「ネットワーク設定」 

IP アドレス… .HTML 「ネットワーク設定」 

範囲設定 . HTML 「セキュリティー」 

L 八 N ポート .1-3 

LPD. HTML 「ネットワーク設定」 

MAC アドレス. HTML 「ネットワーク設定」 

受信許巧 . HTML 「セキュリティー」 

MF Network Scan Utility HTML 「スキヤンする」 


MF Toolbox. V, 7-3 

OK キー .1-5 

PBX.9-10 


P 〔ファクス .iii 

制限 . HTML 「セキュリティー」 

PDF 設定（スキヤン） .7-2 

RAW. HTML 「ネットワーク設定」 

ScanGearMF. html 「スキヤン」 

SNMP 設定 . HTML 「セキュリティー」 

USB ポート .1-3 

USB 接続の制限.. HTML 「セキュリティー」 

WIA ドライノく . V 

WSD. HTML 「ネツトワーク設定」 


ち 

アドレス帳 

暗証番号 .6-25 

インポート/エクスポート . 

..HTML 「コンピューターからの設定や管理」 

初期化 . HTML 「本製品の基本操作」 

登録/編集/削除する .5-1 

官理す S. 

..HTML 「コンピューターからの設定や管理」 

アドレス帳キー .1-5 

宛先 

アドレス帳に登録する .5-1 

絞り込む .6-5 

指定する .6-2,6-4 

送信履歴から指定する 

(リダイヤル） .6-6 


追加する（同報送信） .6-9 

入力する .6-4 

暗証番号 

アドレス帳 .6-25 


システム管理者.. HTML 「セキュリティー」 

アンインスト ーJ レ . 

.HTML 「トラブルシューティング」 


い 

移動する .8-15 

一般ユーザーによるジョブ操作権限 ..... 

.HTML 「セキュリティー」 

一般ユーザーモード（リモート UI) ....Vi 
インストール.. HTML 「本機の設置、設定」 


ラ 

後ろ力/く一 .1-3 

え 

エラーコード .9-7 

エラーランプ .1-5, 9-9 

延長トレイ .1-3, 2-4 


お 

オートクリアタイム . 

.HTML 「本製品の基本操作」 


オートスリープタイム .1-12 

オフフックアラーム 

(フアクス送信設定） .6-20 

オンフックキー .1-5 

お気に入り .ii 

応答メッセージ .6-13 

温度条件 . XV 


音量調整 . HTML 「本製品の基本操作」 


か 

カウンター確詔 、.. HTML 「本製品の基本操作」 


カスタマーサポート .xvi 

画質 

コピー . し 3-4 

フアクス .6-3 

画像縮小（ファクス受信設定） .6-22 

解像度 

スキヤン .7-2 

フアクス .6-3 

回線種類の選択 

(フアクス送信設定） .6-20 

各部のを称と働き .1-2 


拡大/縮小 

コピー . し 3-6 

プリント .ii,4-3 

管理者モード 

システム管理暗言正番号 . Vi 

紙づまり .2-8, 9-2 

を 

基本画面 .1-6,1-8 

基本設定（ファクス送信設定） .6-19 

給紙カセット .1-3,1-4 

セットする .2-9 

給紙方法切替 .2-18 


共有設定（プリント） ..HTML 「プリントする」 


< 

クリアキー .1-5 

グループダイヤル .5-2 

/ンノ くーリスト .5-14 

リモート UI から登録/編集/ 

削除する .5-13 

操作ノ くネルから登録/編集/ 

削除する .5-10 

送信先を指定する .6-5 


け 

原ネ局 .2-1 , 2-2 

サイズ .2-2 

セツ トする .2-3 

質量/坪量 .2-2 

種類 .2-2 

積載枚数 .2-2 

読み取り範囲 .2-2 

原稿ガイド .1-3, 2-4, 2-5 

原稿づまり .2-2, 9-2 

原稿給紙トレイ .1-3 

原稿台ガラス .1-3 

清掃 .8-4 

セツ トする .2-3 

原稿台ガラスカバー .1-3 

原稿排紙トレイ .1-3 


コピー . 

ジョブを確認する.. 
基本的なコピー方法 

中止する . 

読み取り範囲 . 

ID 力ード . 


し 3-1 
. 3-3 
. 3-2 
. 3-3 
. 2-2 
. 3-8 
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